















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『九月二十八日、月曜日。




　新学期が始まって、数週間。

　夏休みに入ってからの毎日は、本当に幸せだった。

　お兄ちゃんと一緒に登下校をして、一緒に部活動をして、休日はデートなんかもして……。

　今までずっと離れ離れみたいな状態だったから、こうしてお兄ちゃんと顔を合わせて、お喋しやべりして、隣を歩いて、手を繫つないで……そんな日々が、いま思うとどこか夢のようだ。




　計画は、順調に進んでいる。




　今日も、明日も、明後日あさつても。

　こんな日々を続けて、そしてやがては……。




　待っててね、お兄ちゃん。

　──私たちは、これからもずっと一緒だから』
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　それは、夏休みの部活動が終わったある日のこと。

「そうだ、朱莉ちゃんの歓迎会をやろうぜ」

　各々が帰り支度を整えていると、部長──桜さくら井い嘉よし樹きが、ふと思いついたように言葉を口にした。

「え、歓迎会？」

　そう聞き返したのは、同じ部活動に所属する幼おさな馴な染じみの春はる瀬せ七なな海み。

　唐突な提案に、少し驚いている様子。

「そうそう、せっかく朱莉ちゃんが演劇部に入部してくれたんだ。みんなで歓迎してあげたいじゃん？」

　……なるほど、嘉樹の言いたいことが何となく分かってきた。

　確かに、僕たちの所属する『演劇部』は、数少ない三年生の先輩部員が夏休み前に引退してしまって、女子部員が七海一人になってしまった。

　そこへ、新入部員として登場したのが僕の妹──朱莉である。

　僕らが入部した去年も歓迎会を開いてもらったし、今度は自分たちが先輩として主催する番、というのが嘉樹の考えなのだろう。

「それにしても、まさか朱莉ちゃんが入部するとはなー。正直ビックリしたぞ、優ゆう介すけ」

　ちなみに今、朱莉は席を外している。だからこそこんな話も出来るわけだが……正直、僕と七海に関しては、朱莉の入部をさほど驚いてはいなかった。

　だが、嘉樹は別である。そもそも、終業式の日に起こった〝あの出来事〟を知らない訳だし、結局嘉樹には朱莉とまた喋るようになったことも伝えそびれていた。

　そんな状態で、ある日突然朱莉が僕と同じ部に入部しようとやって来たら、そりゃビックリするだろう。申し訳ない。

「あー、その辺の詳しい話はまた話そうとは思ってるけど……」

「ああ、頼む。といっても話しにくいこともあるだろうし、無理に聞こうとは思ってないからな」

　……相変わらず察しの良いことで。

「そんなことより歓迎会だよ、歓迎会。何があったかは知らんが、これからは朱莉ちゃんも俺たちの仲間になるわけだ。なら、仲良くするべきだろ？」

「ま、そうね」

　露骨に、という程ではないが、どこか不満げな空気が七海から伝わってくる。

　嘉樹の提案にどうも乗り気でない七海。口では「歓迎会、何しようか？」なんて言ってるけど、表情が全く楽しそうじゃないのは僕の見間違いじゃないはず。




　とはいえ、七海がこんな調子なのも仕方のない話ではあるんだけど。




　並なみ木き朱莉と春瀬七海。

　この二人の相性は、最悪といっても過言ではない。

　昔から互いに良い印象を持ち合っていない二人だったが、ここ数日の出来事により、その関係はより一層悪化。

　表面上は、普通の先輩後輩の間柄に見えなくもないが、実際近くで見るとよく分かる。

　まず二人きりで会話することなんてほとんど無いし、たまに二人が喋っていても、表情に浮かんでいる笑みが作り笑顔だというのは、誰から見てもバレバレ。

　恐らく、嘉樹もそのことに気づいているんじゃないかと思う。

　口にこそ出さないが、歓迎会なんて提案をしたのはその辺の事情もあってのことだろう。多分。

「といっても、歓迎会って何すれば良いんだろうな」

「去年僕たちが入部した時は、確か一緒にご飯を食べに行ったような気もするけど……」

　僕ら三人が新入部員として演劇部に加わった時、先輩と一緒にファミレスかどこかに行ったのを何となく覚えている。

　ただ、嘉樹はどうにも納得していない様子で。

「んー、なんか普通だな」

「普通？」

「いや、一緒に飯を食うのはいいと思うんだけど、それだけってのも寂しいよな。せっかく夏休みなんだし、もっと色々なことが出来れば良いなと思うんだ」

「色々なこと、ねぇ……」

　七海が小さく言葉を零こぼす。

　色々なこと……もう既に、十分すぎるくらい色々なことを夏休み前に経験したような気もするけど……多分七海も、同じことを考えているんだろうな。

　すると、嘉樹が急に何かを思いついたように。

「──そうだ、花火大会に行かないか？」

　と、提案してきた。

「花火大会？」

「そうそう。ほら、ちょうど明日がさ、隣町で毎年やってる花火大会の日なんだよ。優介たちも知ってるだろ？」

「ああ、そういえば去年も先輩たちと行ったっけ」

　基本的に部員同士の仲が良かったので、去年は先輩たちと一緒に、色々なところへ遊びに行っていた。

　花火大会も、そんな数あるイベントの中の一つで……そういえば、あの頃に読んだ朱莉のノートに、僕と花火大会に行きたかったなんてことが書いてあったっけ。それ以外にも、何だかあまり良くないことが書いてあったような気もするけど、それは忘れたままにしておこう。

　まぁ一年越しだし、部活のイベントの一環としてって形ではあるけど……朱莉の夢を叶かなえてあげられるかもしれないな。

「まあ、花火大会で歓迎会ってのも聞いたことは無いけどさ。パーッと迎え入れてあげたいし、丁度良いんじゃないか」

「そんな上手うまいこと言って、単に桜井が行きたいだけでしょ？」

　七海がそう言うと、ギクッと反応を見せるが、

「ま、まあそれは置いといて。一応、お互い顔見知り程度には知った仲なわけだし、そんなに気を張る必要も無いだろ？　だったら、一緒に遊びに行きながら歓迎会も兼ねるってのが一番理想なんじゃないかと思うんだが……どうだ？」

「なるほどね」

　まあ、嘉樹の言うことも分かる。

　そもそも、今回の主役である朱莉とは、全員何かしらの関わりがある人間ばかりだ。

　七海とは言わずもがなって感じだし、嘉樹とは僕を通じてお互い何となく見知った仲のはずだ。

　だったら今更料理を囲んで自己紹介なんてするよりも、純粋に四人で遊びに行った方がいいだろう。

「まあ、良いんじゃないかな。少なくとも、僕は反対する理由は無いよ」

　ただ、正直この四人で一緒に遊ぶなんてどうなるか想像が付かない。

　もちろん今後も同じ部活仲間として活動していくわけだし、このタイミングで少しでも二人の仲が縮まってくれたら……とは思うけど。

「よし、優介はオッケーと。春瀬はどうだ？」

　正直七海が賛成してくれるかどうか、それが心配ではあるが。

「んー……そうね、私も大丈夫」

　少し考え込む様子を見せたが、最終的には賛成という形で返事をしてくれた。

　……色々と不安は残るけど、ひとまずは安心かな。

　別に七海も朱莉との相性が悪いというだけで、互いに何かするってことも今のところは無いし。

「よし、じゃあ後は朱莉ちゃんが参加してくれるかだけど……どうだ優介、お前から誘った方が良いか？」

　わざわざそんなことしなくても、多分朱莉は参加すると思う。

　僕が参加する会に七海も来る。そんな場所に、朱莉が来ないはずがない。

　……とは、流石さすがに言えないので。

「そうだね、僕の方から朱莉に声をかけて──」

「──呼んだ？　お兄ちゃん」

　まるで僕らの会話を聞いていたかのようなタイミングで部室のドアが開き、話題の人物が登場した。

　並木朱莉──僕の妹であり、我が演劇部期待の新人。

　……まあ、別に大した活動なんてしてないし、若干大げさな表現だけど。

「おっ、朱莉ちゃん！　用事は終わったの？」

「はい、一応終わりました。……それでお兄ちゃん、さっきの話だけど」

　嘉樹からの問いかけに一言で返答し、すぐさまこちらに視線を向ける妹。

　……部長なんだし、もう少し丁寧に対応してあげて！

「あ、ああ。えっと……実は三人で朱莉の歓迎会をやろうって話をしてて」

「歓迎会？」

「うん。朱莉が入部して一週間くらい経たっちゃったけど、せっかくだしね」

　三人というワードに、若干反応を見せる。恐らく嘉樹と、それから七海も一緒だというのが気になるのだろう。

　ただ、これから同じ部員同士で活動していくわけだし、そこは朱莉にも納得してもらわなければいけないところだ。

　別に、無理に七海と仲良くして欲しいとは望まない。

　望まないけど……まあ、最低限同じ部活動の仲間くらいの距離になって欲しいとは思う。

　こうなった〝原因〟が僕にあるからこそ、そう思うんだろうか。

「どうする？　朱莉が──」

「行く」

　即答だった。

　全く悩むことの無い、食い気味の反応。概おおむね予想通りである。

「お、おう。朱莉ちゃんも乗り気でよかった」

　隣で聞いていた嘉樹が思わず面食らったような顔を見せる。

　まぁ、嘉樹は朱莉の本性を知らないからね……。恐らくは、いつもクールで落ち着いている印象を持っているんじゃないかと思うけど、それは違う。

　朱莉がそう見えるのは、単に他人に興味が無いだけなんだよね。

　だから僕に対してはごくごく普通の対応を見せるけど、それ以外の人にはどこか冷たくなってしまう。それが並木朱莉という女の子なのだ。

「それでお兄ちゃん、どこへ行くの？」

「あ、ちょうど今その話をしていて、一応花火大会にみんなで行こうかって話になったんだ」

「花火……大会」

「うん、隣町で毎年やってるやつなんだけど……どうかした、朱莉？」

　急に静かになる朱莉。

　……あれ、もしかして花火大会は嫌だったのかな？

「もし花火大会が嫌なら、別の場所でも大丈夫だよ。去年僕たちの歓迎会は、近くのファミレスとかで食事するだけだったし……」

　だが、朱莉は首を横に振り。

「ううん、嫌って訳じゃないから大丈夫だよ」

「そう？　だったら良いんだけど……」

「よし、じゃあ決まりだな。明日は部活休みだから、現地集合ってことで」

　そうして、その日の部活動は終了することとなった。




『八月十二日、水曜日。

　明日、お兄ちゃんと一緒に花火大会に行くことになった。

　一応は私の歓迎会ってことで、他の二人も来るらしいけど……でも、お兄ちゃんと一緒に花火を見るっていう私の夢が叶いそうで、凄すごく嬉うれしい。

　隣町の花火大会が毎年開催される度に、今までずっとお兄ちゃんと行きたいなって気持ちでいっぱいだった。

　そういえば去年は、お兄ちゃんが部活の人たちと一緒に行くって知って、盗聴器を片手にこっそり後ろから様子を眺めてたっけ……。

　あの時は、いつかこの綺き麗れいな花火を、お兄ちゃんの隣で一緒に見ることが出来たらなって思ってたけど……まさか一年経って、こんな状況になってるなんて思いもしなかったな。

　本当なら、お兄ちゃんと二人きりでゆっくり楽しみたいところだけど、多分それは無理だと思う。

　けど、チャンスがあれば……うん、頑張ってみようかな。




　……お兄ちゃん、大好き♡』




　翌日。

　てっきり現地には朱莉と七海、三人で向かうのだと思っていたんだけど。

「お兄ちゃん、先に行ってて」

「ごめん優介、ちょっと遅れそうだから現地集合って形で大丈夫？」

　とのことで、結局一人で向かうこととなった。

　別にそれは構わないんだけど……どうして二人が少し遅れそうなのか、それが気がかりではある。

「おー、優介。やっと来たか」

　現地に到着すると、既に大勢の人で賑にぎわいを見せていた。

「遅くなってごめん。……にしても、凄い人の数だね」

　一応メインは花火の打ち上げだけど、お祭りだけあって屋台の数も相当なものになっている。

　たこ焼き、わたあめ、射的……思わず目移りしてしまうな。

　それに、この辺でもかなり規模の大きな方の祭りで、それだけ人の数も多い。

　うーん、この多さにはちょっとだけ気分が滅め入いるけど……一年ぶりだけあってか、少しだけワクワクもある。

「そういえば朱莉ちゃんは？　春瀬は遅れるってさっき連絡があったけど」

「ああ、朱莉もちょっと遅くなるらしいよ。理由は聞いてないんだけど、そんなに遅くはならないってさ」

「ふーん、そうなのか。じゃあ少しの間二人ってことだな。……にしても、優介とこうして二人ってのも随分と久しぶりな気がするな」

　言われてみれば、確かにそうだ。

　一年生の頃なんかは放課後によく二人で遊びに行ったりもしていたけど、最近は朱莉や七海と一緒に居る時間が多かったってのもあって、こうして嘉樹と二人ってのは……うん、いつ以来だろう。

「──なあ」

　と、そんなことを考えていると。

「そのうちさ、優介には聞こうと思ってたんだけど……丁度いいタイミングだし、少し話をしてもいいか？」

「話っていうのは、朱莉のことだよね？」

「そうそう、朱莉ちゃんのことで聞きたいことが山ほどあるんだ。といっても、別に全部聞こうって訳じゃないさ。優介が喋しやべっても大丈夫だと思う範囲で教えてくれると助かる」

　昨日も少しだけ、この話題について喋ったことを思い出す。

「……そうだよね。いやむしろ、何の説明もしてないのに今の状況を受け入れてる嘉樹は凄いと思うよ」

　心の底からの声。

　懐が深いと褒めるべきなのか、それとももっと気にした方が良いよとアドバイスするべきなのか。どっちが良いのかはよく分からない。

「まあ、朱莉ちゃんは良い子だし、それに部員が増えてくれたことは素直に嬉しいからな。ただまぁ、どんな心境の変化があったのかなとは思うけど」

　少し前まで、年単位で僕と朱莉とが口を利いていなかったことを知っている嘉樹がそう思うのは、ある意味当然といえば当然だ。

　そんな朱莉が突然演劇部に入部。疑問に思わないわけがない。

「心境の変化か……まあ、確かに僕と朱莉の間で、色々あったのは間違いないよ」

「なるほど。ちなみにそれは、春瀬も関係あったりするのか？」

「七海？」

「いやさ、前にお前らが付き合い始めたみたいな話があっただろ？　その後の話を聞いてなかったから、俺はてっきりまだその関係が続いてるのだと思ってたんだが……どうも、最近の二人の様子を見ていると、こりゃ何かあったのかなと」

　そういえば、七海と付き合うフリをし始めた時、嘉樹に僕らの関係を『恋人同士』として説明していたんだった。

　その後、結局その関係は解消って形になったわけだけど……そうだよね、それも説明しないと。

「七海とは、色々あって元の幼おさな馴な染じみって関係に戻ったんだ。朱莉とのことも、関係あるといえばあるんだけど……ごめん、これ以上は」

「ああ、俺の方こそスマン。ちょっと突っ込みすぎたな」

　申し訳なさそうに謝る嘉樹。

　本当なら、嘉樹には全部話さなきゃいけないはずなんだけど……うん、やっぱり本当のことは話せそうにない。

「後はそうだな……これはまあ、俺が勝手に思ってることで、全然聞き流してもらって構わないんだが」

「うん」

「実はな、部活に入部してからの朱莉ちゃんを見てて、ふと思うようになったことがあるんだ」

　そう言うと、一呼吸おいて。

「……もしかしてさ、朱莉ちゃんって、お前のこと好きなんじゃないか？」

「……ぶっ!?」

　あまりにも唐突な言葉に、口に含んでいた飲料水を噴き出してしまった。

「お、おい大丈夫か？」

「あ、ごめん。あまりにも突拍子もないことを急に言われたもんだから……」

「ああ悪い、言い方が悪かったな。朱莉ちゃんは、別にお前のことそんなに嫌ってないんじゃないかって話をしたかったんだ」

「あ、あーなるほどね。そういう話か」

「ん？　他に何かあるのか？」

「いや別に……」

　別に色々あるから困るんだよ！　と、心の中で全力のツッコミを送る。

　いや、それにしても今のは中々に焦った。突然何を言い出すかと思えば、まさかそんな話だったとは。

「今まではさ、朱莉ちゃんってお前のこと嫌いなんだと思ってたんだよ」

「まぁ、そう思うのも無理はないよね」

「で、前に優介さ、俺に相談をしてくれたことあったよな？」

「ああ、朱莉と仲良くなるには……ってやつだよね」

「それそれ。結局あの時は中途半端な感じで話が終わったけど、その直後に朱莉ちゃんが入部してきたのを見て、仲直りはしたんだなって思ったんだけど……それは合ってるか？」

「あー、うん。最近は以前に比べると随分マシになったかな？　会話だって普通にするし、一緒に下校したりもするしね」

「なるほどな。ま、そんな様子を見てるとさ、朱莉ちゃんもお前のことを元々嫌ってたわけじゃなくて、何か勘違いとかそういうのがあったんじゃないかなーって思ったわけよ」

　おお、なんと鋭い直感。

　勘違いとはちょっと違うけど、確かに朱莉とは不仲だったわけじゃない。

「そうだね、嘉樹の言ってることはあながち間違いじゃないよ」

　本当は朱莉が僕のことを愛するあまり、あんな拗こじれ方をしてしまったんだ……なんて言えるわけないし、とりあえずここはそれっぽい感じでごまかすしかない。

「じゃあ、もう心配することは無いって感じか？」

「んー、とりあえずは大丈夫だと思うけど……」

「そりゃ良かった。とりあえず優介も色々と大変そうだけど、俺も上手うまくサポート出来るよう気に掛けておくよ」

「嘉樹……ゴメン、本当なら一番に全部伝えなきゃいけなかったはずなのに」

「良いってことさ。それに、三人を見てると何となく事情は察せるしな。もちろん俺が間違ってる可能性もあるけど、概おおむね状況は理解してるつもりだから」

　……本当に、良い友人を持ったな。

　嘉樹の言葉を聞いて、そんなことを思ってしまうのは、当然だろう。




　　　　◇




『お兄ちゃん、どこにいる？』

『優介たち、どこで待ち合わせしてる？』

　偶然か、はたまた何かあったのか。

　朱莉と七海、二人から同時にメッセージが届いた。

『会場入り口のところに嘉樹といるよ』

　ひとまず同じ内容で返信をする。

　せっかく演劇部のグループトークがあるんだから、そっちに連絡してくれた方が早いのに……と思わなくもないが、どうせ言っても無駄だと思うので黙っておく。

「朱莉と七海、もうすぐ到着するって」

「お、そうか。まあ花火まではまだ時間あるし、ゆっくりで大丈夫だと伝えておいてくれ」

「了解、返信しておくよ」

　そうして、メッセージに既読が付き五分くらい経たって──。

「──お待たせ」

　まずは七海が先に到着した……って、あれ。

「ど、どうかな？」

　見慣れない格好にビックリしてしまい、上手く言葉が出てこない。

「おお、春瀬は浴衣を着て来たのか。だったら俺もそれっぽい服装してくれば良かったかなー」

「ま、せっかくのお祭りだしね。この格好の方が気分も上がるかなって」

　そう言いながら、クルッと翻るようにして浴衣姿を披露してくれる七海。

　普段の七海のイメージとは少し離れた、どこか大人っぽさを感じさせる黒を基調とした浴衣だ。普段はポニーテールのように結んでいる髪型も、お団子のようにまとめられ、何だか普段の七海とは別人のような……。

「優介、どうかな？　似合ってる？」

「あ、うん。凄すごく似合ってるよ。何と言うか……その、新鮮さを感じるというか」

　見事なまでに、ボキャブラリーの無さが際立つ。

　駄目だ、もう少し上手い言葉があるはずなんだけど……咄とつ嗟さに浮かんでこない！

「ほんと？　なら良かった！」

　ただ、そんな僕の言葉でも、七海は満足してくれたみたいだ。
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　こうして見ると、後ろ姿も様になってるなぁ……七海と浴衣、相性バッチリだ。

　と、そんな七海にちょっとだけ見とれてしまっていると。

「優介に似合ってるって言って欲しくて、浴衣着てきたの」

「えっ」

　ふふっ、と笑いながら、そっと耳打ちする七海。

「ん？　どうしたお前ら」

「ううん、朱莉ちゃん遅いねって話してただけ」

「ああ、確かに──」

　……待って七海、今のは反則だと思うんだ。

　多分、今僕の顔はちょっとだけ……いや、かなり赤くなっているんじゃないかと思う。嘉樹にバレないよう気をつけよう。




　　　　◇




『ゴメンお兄ちゃん、迎えに来てもらっても良い？』

　そんなメッセージが届いたのは、七海が到着してから十分後のこと。

　集合場所に中々到着しない朱莉を心配し、こちらからメッセージを送るとそう返信があった。

「朱莉ちゃんなんて？」

「ああ、うん。迷子になってるのかな？　迎えに来て欲しいって連絡があったんだけど……」

「まぁこの人ごみじゃしょうがないよな。俺と春瀬はここで待ってるから、ちょっと優介迎えに行ってもらっていいか？」

「えっ？」

　嘉樹の提案に、思わず声を上げたのは七海だった。

「ん？　どうかしたか、春瀬」

「あ、ううん。何でもないけど……」

　……七海の考えていることが、何となくだけど分かる気がする。

　ただまぁ、逆に七海を連れて向かう方がややこしいことになりそうな気がするので、ここは嘉樹の言うとおりに……！

「分かった、すぐに戻るから七海と嘉樹はちょっと待ってて！」

「あっ、ちょっと──」

　何か言いたげな表情の七海を振り切り、朱莉の元へと向かう。

　ゴメン七海！　けど、ちょうど冷静になる時間も欲しかったから……！







「えっと、朱莉は……」

　朱莉が待っている、会場近くの公園へとやってきた。

　とにかくこの人の多さだ。どこか分かりやすい場所で待ち合わせようってことになって、ひとまずこの公園に集合ってことにしたんだけど……。

「お兄ちゃん」

　うろうろと朱莉を探しながら歩き回っていると、聞き慣れた声が耳に届く。

「あ、ここにいたんだ……って」

　呼ばれた方を振り返ると、朱莉が立っていた。

　──七海と同じく、浴衣姿で。

「朱莉も、浴衣着てきたんだ」

「……も？」

「あっ、いや……」

　しまった、今のは余計な一言だったかもしれない。

「実は、七海も浴衣を着てたんだ。それで、朱莉も浴衣だったから……」

　とはいえ、同じ浴衣でも、七海とは全く系統の違う柄の物を着ている。

　七海が大人っぽい雰囲気を出しているのに対し、朱莉が着ている浴衣は桜の柄が入った可愛かわいらしいものだった。

　普段こういう可愛い系統の格好をしないイメージだからか、余計にギャップのようなものを感じてドキッとしてしまう。

　待て待て。相手は朱莉、妹だぞ。

　何を動揺することがあろうか。

「……ま、それはいっか」

「え??」

「ううん、何でもないよ。それより……どう？」

　少しだけ緊張した表情を浮かべ、上目遣いで問いかけてくる。

「どう？」というのは、間違いなく浴衣の感想を聞きたいのだろう。

　……そうだよね、やっぱり僕の反応が知りたいよね。

「普段の朱莉とイメージが違って……うん、可愛いと思う」

　七海の時と同じく、思ったことをそのまま伝えることしか出来ない。もうちょっと上手い言葉が言えればいいんだけど、どうにもその辺りの語彙力は持ち合わせていないようだ。

「……良かった。嬉うれしい」

　けど、そんな僕の言葉に満足してくれた様子。

　暗くてよく見えないが、表情が少し緩んだように見えた。

　昔──僕と朱莉が、不仲（？）だった頃は、朱莉は殆ほとんど感情を表に出さない子なんだと思っていたが、最近一緒にいる機会が増えて分かったことがある。

　それは、嬉しい時にも、悲しい時にも、ちゃんと感情表現をしているんだということ。

　一番顕著に現れるのが、僕と七海が一緒にいる時に発せられるあの不機嫌そうな雰囲気ってのが悩ましいところだけど……けど、今みたいにほんの少しだけど笑顔を見せてくれることも、ここ最近は特に多い。

　そして、そんな朱莉の色々な表情を見るのがなんだか楽しいな、と感じる自分がいたりするのも、ちょっとだけ面白い。

　十六年間も兄きよう妹だいをやってきて、未いまだに妹を見て新鮮さを感じてしまう。不思議な感覚だ。

「どうかした？」

「ああ、いや。朱莉も随分と変わったなって」

「……そう、かな？」

「うん。朱莉自身が変わったわけじゃないのかもだけど、少なくとも前までの朱莉と、今こうして目の前にいる朱莉。同じ僕の妹だけど、全然違うんだ」

「そっか。……ちなみに」

「ん？」

「お兄ちゃんは、どっちの私が、好き？」

　何ともド直球な質問を投げてくるな。

「好きって」

「もちろん、今は妹としての私でいいから。お兄ちゃんの素直な感想を知りたいだけ」

「……ええっと、あくまで妹としてね。僕はどっちの朱莉も嫌いじゃないけど、どちらかといえば今の朱莉の方が……うん、好きかな」

　そう、これはあくまでも『妹として』だ。

「……ま、今はそれで十分かな」

「何か言った？」

「ううん、お兄ちゃんは優しいなって思っただけ」

「優しい？」

　僕が？

　一体今の会話のどこを見れば、そんな風に思うんだろうか……。

　むしろ朱莉からの好意を分かっていてああいう返答をしているんだ。酷ひどい奴やつだと思うのならいざ知らず、優しいなんて思われる理由は見当たらないような気がするけど……。

「だって、前までの私も嫌いじゃないって言ってくれたから。お兄ちゃんって、噓うそをつくのが下手だから、本当にそう思ってくれてたんだなって分かるの」

　下手って……そりゃ、上手うまいといえるほどの実力は持ち合わせていないけど。

「私、お兄ちゃんに嫌われても仕方ないと思ってた。ううん、むしろ嫌われるように行動してたくらいだし……」

　……もしも、朱莉のノートを読んでいなかったら。

　僕は、朱莉に対してどんな感情を抱いていたんだろうか。

　朱莉の言うとおり、嫌いになっていたのか。それとも、ずっと変わらずのままなのか。

「でも、お兄ちゃんは私のことを許してくれた。本当の私を知っても、何も変わらず普通に接してくれてる。それって、お兄ちゃんの優しさもあると思うから」

　朱莉は続ける。

「私ね、お兄ちゃんのそんな優しいところが好き。……だけど、たまに不安になるの。お兄ちゃんが優しいのは、私にだけじゃない。誰に対しても同じだから」

「それは……まあ、別に意識してるわけじゃないけど」

　自分で自分のことを優しい人間だなんて思ったことは無い。

　朱莉が僕のことをどう思っているのかは分からない。けど少なくとも、そんなに出来た人間じゃないと思うけど……。

「だからね、不安なの。いつかお兄ちゃんの優しさで…………ううん、やっぱり何でもない」

　何かを言いかけながら、朱莉はスッと右手を差し出し。

「行こう、お兄ちゃん」

　僕の左手をギュッと握り、お祭り会場の方へと歩いて行くのだった。

　……あまりにも自然に手を繫つないでくるから、拒む隙すら無かったな。




「……えっと、朱莉さん」

「なに？　お兄ちゃん」

「いや、嘉樹たちがいるのはそっちじゃないんだけど……」

　朱莉と合流し、後は嘉樹と七海が待っている場所へ向かうだけのはずだった。

　しかし、僕の手を引く朱莉の足は、何故なぜか待ち合わせ場所の会場入り口を通り過ぎ、屋台が立ち並ぶ会場内へと進んでいた。

「…………」

「えっと……朱莉？」

「…………」

　あ、駄目だ。完全に無視されている。

　都合の悪いことはシャットアウトと言わんばかりに、朱莉は僕の話を聞こうともしない。いや、聞いているけど返事をしようとしない。

「駄目だよ、朱莉。今日は朱莉の歓迎会なんだから」

　まるで我がままを言う子供を諭しているみたいだ。

　けど、流石さすがにこのままにするわけにもいかない。二人を待たせているし、早く向かわないと。

「……じゃあ、一つだけ」

　そう言うと、朱莉はしぶしぶといった感じで。

「わたあめだけ、買って良い？」

「え、わたあめ？」

　思いがけない言葉に驚いてしまう。

　一体どんな要求をしてくるのかと思いきや、出てきたお願いはなんとも可愛らしいものであった。

「それくらいだったら別に大丈夫だよ」

　ちょうど歩いているすぐ近くにわたあめを売っている屋台が見えるな。よし、ここで買って七海たちのところへ向かえば、そんなに待たせることも無いだろう。

「すみません、一つください」

「あいよ、五百円ね」

　意外と値段するな……高校生の財布事情としては、五百円というのは結構なダメージだ。

　まあでも、今日は朱莉の歓迎会だしね。これで喜んでくれるなら、良いかな。

「朱莉って、甘い物好きなんだね。知らなかった」

　店員から受け取ったわたあめを朱莉へ渡しながら、ふとそんな感想が口から零こぼれた。

「……？」

　しかし、朱莉は『何を言ってるの？』という表情を浮かべた。

「あれ？　別にそういう訳じゃない？」

「嫌いじゃないけど、特別好きって訳でもないかな」

「だったらどうしてわたあめを買ったの？　てっきり甘い物が好きだからだと思ったんだけど……」

　僕の言葉を聞きながら、わたあめに口を付ける朱莉。

　すると、一口だけ口にして、すぐに手に持ったわたあめをこちらへスッと突き出し。

「だって、お兄ちゃんと一緒に食べられると思ったから」

　そう答えるのであった。

「あ、朱莉……それはちょっと恥ずかしいというか……」

「ほら、お兄ちゃんも食べて？　美味おいしいよ」

　朱莉のやつ、まさかこれがしたくてわたあめを買ったのか……!?

　一歩も退ひく様子が無い朱莉。どうにもこれは、拒むことは難しそうで……。

「……はあ。じゃあ、少しだけ」

　朱莉が舐なめた方と反対側を、一口だけ味わうことにした。

　甘い。一瞬で口の中で溶けてしまうが、それもまたわたあめの醍だい醐ご味みといったところか。

　ただまぁ、何とも複雑な心境ではある。

「……美味しい」

　一方朱莉はというと、満足げな表情でそれからもわたあめを頰ほお張ばり続けていた。

　……まあ、朱莉が満足なら良いか。

　こうやって許してしまうのが、朱莉の言う『僕の優しさ』ってやつなのかもしれない。けど、やっぱり朱莉が嬉しそうにしてくれると、僕も嬉しいんだよね。




　　　　◇




「お、やっと来たな」

　朱莉を迎えにいって、二十分くらい経たっただろうか。

　当初の予定よりもかなり時間が掛かってしまったが、ようやく七海たちと合流することが出来、これで無事四人揃そろうことが出来た。

　後は何事も無く、朱莉の歓迎会が終わることを祈るだけ。

「朱莉ちゃんも、浴衣着て来たんだね」

「……春瀬先輩こそ、ビックリしました」

　互いをジッと見つめあい、朱莉と七海が言葉を投げ掛けあう。

　ただ聞いている分には、どこにも不自然な要素は無い。

　お互いの、内に秘めた感情を知らない人間にとっては、なんだけど……。

「「……」」

　どうか、平和に終わりますように。

　今日何度目か分からない祈りを、そっと天に捧ささげておく。

「よしよし、それじゃみんな揃ったし行くか」

「行くって、どこに？」

「実はな、この近くの公園が結構穴場というか、あまり人のごった返してない場所があるんだよ。そこにテーブルとベンチがあるから、空いてればちょうど良いなと思ったわけだ」

　この近くの公園……もしかして、さっき朱莉と待ち合わせた場所かな。

　確かに、さっき見た時はそれほど人も多くなかった印象だったし、それに座る場所もあるならちょうど良いかも。

「花火を見るのにちょうど良い場所とは言い難いけど、今日はあくまで朱莉ちゃんの歓迎会が目的だからな。ゆっくり座れて、人も少ない場所の方が良いだろう」

「そうだね。とりあえずここは人も多いし、早速移動しようか」

「といっても、流石に手ぶらで向かうのもアレだろ。適当に飲み物とか買っていくから、優介たちは先に向かって場所を確保しててくれないか？」

「良いの？　別にみんなで買いに行っても……」

「大丈夫だって。それに部長だしな、これくらいはさせてくれって」

「じゃあ、申し訳ないけどお願い。場所見つけたら連絡するから」

「おう、頼んだ」

　こうして、嘉樹は一人買出しへ。僕ら三人は公園へと向かうことに。




　──波乱の朱莉の歓迎会が始まった瞬間であった。




「とりあえずスペースが空いてて良かった」

　公園内にあるベンチとテーブルを無事確保でき、各々荷物を机の上へと置く。

「そうね。会場から少し離れてるってのもあるとは思うけど」

　思ったよりもすんなり場所を確保することが出来たのは、嘉樹も言っていたがここが花火を見るベストポジションとは言い難い場所だからだろうか。

　花火を楽しみにしている人たちは、きっともう少し会場に近い場所を確保しているはず。決してここが悪いというわけではないけど……本当に穴場って感じだな。

　まぁ、今日の目的は花火を見ることじゃないからね。あくまでそれはオマケで、僕たちの目的は朱莉の歓迎会だし、ちょうど良かった。

「後は買出しに行った嘉樹が帰ってくるのを待つだけだけど──」

「──どういう席順で座る？」

　確保したテーブルを眺めながら、まず口を開いたのは七海だった。

「席順？」

　真ん中のテーブルを挟んで、長椅子が二つ並ぶように設置されている。

　この〝席順〟という言葉の意味。僕の勘違いでなければ「誰が僕の隣に座るのか」という意味合いなのではないだろうか。

　……自分でそういうことを考えるのはちょっとだけ、いやかなり恥ずかしいんだけど、事実なのだから仕方がない。

「ほら、二対二になるからさ。誰がどこに座るのかなーって」

「……」

「う、うーん。適当で良いんじゃないかと思うんだけど……」

　なんとも微妙な空気が流れる。

　え、待って！　どうすればいいの、この空気！

「朱莉ちゃんは、どこに座りたい？」

　しばし無言が続いたのち、七海が口火を切る。

「……それ。聞く必要、あります？」

　それに対し、何とも冷たい応酬で返す朱莉。

　対七海モード発動。僕絡みのことで七海と喋しやべると、いつもこんな感じだ。

「ま、それもそっか。それじゃ優介はここで、私はその隣。朱莉ちゃんは向こう側の席で大丈夫？」

「は？」

　凍り付く空気。

「今日は私の歓迎会なんですよね？」

「そうだよ？」

「なら、私が座る場所を決めても良いんじゃないですか？」

　互いに一歩も退かない様子。

　その光景を目の当たりにして、当の本人──僕はというと。

「は、はは……」

　乾いた笑いを発することしか出来なかった。

　いや、どうすれば良いっていうんだ！

　どちらの味方をするわけにもいかず、だからといってこのまま無視するわけにも当然いかず……。

「うーん、じゃあ優介に決めてもらう？」

「え？」

「いいですね、それ。お兄ちゃんが決めてくれれば文句ありません」

　噓うそでしょ!?

「じゃあ優介」

「お兄ちゃん」




「「どっちの隣に座りたい？」」




　こんな時だけ、息ぴったりの二人。

　そもそもどこに座るかって話だったはずなのに、どうしてどっちの隣に座りたいかを聞かれているんだ僕は!?

「え、えっと──」

「──あれ、まだ席座ってなかったのか？」

　どうしたものかと悩んでいると、買出しに向かっていた嘉樹が戻ってきて。

「もしかして俺を待っててくれたのか？　いやー、それはスマンな。じゃあ適当に座るか」

　そう言い、いの一番に奥の席へと座り。

「ほら、優介も座れよ。春瀬と朱莉ちゃんはそっちで良いか？」

「あ、うん……」

　結果、促されるままに嘉樹の隣へと着席。

　そして問題の朱莉と七海は……。

「「……」」

　文句を言えるわけもなく、隣同士で座ることとなったのであった。




「それじゃ乾杯！」

　各々手に持ったペットボトルを突き合わせる。

「…………」

「…………」

　何か言いたそうな顔でこちらをジッと見つめてくる、僕の正面に座った朱莉と七海。そして隣には楽しそうな表情でオレンジジュースを口にする嘉樹。

　……ああ、たかが席が隣同士というだけなのに、何故なぜこんな面倒なことに。

　朱莉も七海も、嘉樹がいる場では基本的には大人しい。

　さっきなんて、あんなにもお互い言いたいことをぶちまけ合っていたというのに、嘉樹が来た途端にこの変わりようだ。

　だからこそお互いが今、心の中で何を思っているのか全く分からなくて怖い。

　……駄目だ、この空気を何とかしなければ。

「と、とりあえず。朱莉、ようこそ演劇部へ。といっても、どちらかと言えば緩く楽しむって雰囲気の部活だから、そんなに肩肘張らなくても大丈夫だからね」

「ま、それはここ数日で何となく分かってくれたんじゃないか？　今は文化祭も近いし、夏休みも部活動やってるけど……正直今年は、文化祭公演も無しで良いんじゃないかと思ってる」

「え、そうなの？」

　嘉樹の言葉に、驚きの様子を見せる七海。

　というより、僕も同じだ。

「去年までは先輩たちがいたから問題は無かったけど、今年は舞台に上がれそうなのが俺一人だしな。朱莉ちゃんも入部してくれたとはいえ、いきなり俺と二人で劇を演じるってのも難しいだろうし」

「だから今年は、去年よりも部活の日数が少ないのね」

「そういうことだ。俺たちが一年生の頃は、ほぼ毎日部活動やってたけどな。今は文化祭公演をやるかも曖昧だし、とりあえず形だけ集まってはいるが……」

　僕らが夏休みに部活動へ出席するのは、十月の文化祭。ここに向けて練習をするためだ。

　ただ、七海の言う通り今年は去年に比べて部活の日数が極端に少ない。ひょっとしたらとは思っていたけど……確かに嘉樹と朱莉二人の舞台ってのも想像が出来ないな。

「それに、朱莉ちゃんが舞台に出る方が良いのか、それとも裏方作業とかそっちの方が良いのかってのもまだ聞いてなかったからな。どっちにしろ今年は厳しいだろうし、そんなに急いで決めてもらう必要も無いけど」

「……私は、別にどっちでも大丈夫です」

　──お兄ちゃんと一緒の仕事が出来れば、それで。

　言葉にこそしていないが、朱莉は多分そんなことを思っているんだろう。そもそも、朱莉が自主的に演劇をやりたいなんて言うところが全く想像できない。それはそれで、見てみたい感じもするけど。

「オッケー。ならその都度様子を見ながらって感じかな」

「そうだね。しばらくは朱莉がやりたいことを見つけられるよう色々と挑戦してみたらいいと思うよ」

　そう伝えると、こくりと朱莉が頷うなずいた。

　理由はどうあれ、せっかく演劇部へ入部したんだ。朱莉にとって、何か新しい出会いや発見があれば僕も嬉うれしい。

「さてと、じゃあ適当に飯も食っていくか」

　話も一段落し、先ほど嘉樹が屋台で買ってきてくれた料理を袋から取り出していく。

「あ、じゃあたこ焼き貰もらっても良い？」

　その中で、一番初めに手を伸ばしたのは七海だった。

「そういえば七海って、たこ焼き好きだったよね」

　美味しそうにたこ焼きを口にする七海を見ながら、ふと言葉が口から零こぼれる。

「……やっぱり変？　たこ焼きが好きな女の子って」

「いやいや、そういう訳じゃないよ！　ただ、昔一緒にたこ焼きパーティみたいなことしたっけなぁって思い出してただけで」

「あー、懐かしいね。子供の時でしょ」

　七海の両親が関西出身だとかで、よく自宅でたこ焼きが振舞われていた。

　これがまた凄すごく美味おいしくて……何度か僕も呼んでもらって、七海の家で一緒に食べたけど、あれは本当に美味しかった。

「じゃあ、またウチに来て一緒に食べる？　お母さんたちに言ったら、喜んで準備してくれると思うよ」

「本当に？　それは──」

　嬉しいな。そう伝えようとすると、七海の隣からやけに冷たい視線と共に……。

「ほら、お兄ちゃん。こっちも美味しいよ」

　スッと、かき氷がのせられたスプーンを差し出してきた。

「あ、朱莉？」

「お兄ちゃん、いちごのかき氷好きだったよね？」

「いや、特別好きってことは……」

「好きだったよね？」

「あ、はい。好きです」

　圧に負け、差し出されたスプーンに口を付ける。

　いや、美味しいからいいんだけど……話を途中で遮られた七海としては、どうにも面白くないみたいで。

「優介、たこ焼きも食べる？」

「……ああ、うん。頂こうかな」

　流石さすがにこの空気で断るわけにもいかず。七海が差し出してくれたたこ焼きも、口の中へと運ぶことに。

　……嘉樹、この光景を見てどう思っているんだろうか。

　出来れば何か救いの言葉を投げてくれると嬉しいんだけど……。

　そう思い、隣の嘉樹の方へチラッと視線を投げてみるも。

「……頑張れよ」

　小さな声で、嘉樹がそう呟つぶやく。

　流石の嘉樹も、この場面をどうにかすることは出来ないみたいで……何とか自分で乗り切るしか、方法は無いみたいだ。




「──あれ？　朱莉ちゃん？」

　歓迎会もつつがなく（？）進み、そろそろお開きにしようかという空気が出始めた頃。

　僕らの座っている席の横を通りかかった一人の女の子が、こちらを見て声をかけてきた。

「朱莉ちゃんだよね！　わっ、偶然！」

　この様子だと、声をかけた対象は朱莉で間違いない。

　もしかして……朱莉の友達？

「……えっと、誰ですか？」

　ではなかったみたいだ。

「ええー！　覚えてくれてないの!?」

　驚いた表情を見せながら、やけにオーバーリアクションを取る。

　随分と元気な子だな……まるで朱莉とは正反対だ。

「私、梔子くちなし楓かえでだよ！　ほら、朱莉ちゃんと同じクラスの……」

「……同じ、クラス？」

「その様子だと、全然覚えてくれてないみたいだね……」

　なるほど、クラスメイトか。

　向こうは朱莉のことを知っているけど、当の朱莉本人は……って感じらしい。

　まぁ基本的に朱莉は他人に興味を持つタイプじゃないし、仕方ないだろうとは思うけど……それにしても、もう少し関心を持ってあげて欲しい。クラスメイトくらいは覚えててあげて！

「あっ、えっと……もしかしてお邪魔しちゃいました？　ゴメンなさい、急に声かけてしまって」

　今まで朱莉しか見えていなかったのか、ようやく僕らの存在に気づいた様子。

「別に僕たちは気にしてないから大丈夫だよ」

「そうだな。朱莉ちゃんのクラスメイトだし、迷惑なんてことは無いから安心してくれ」

　突然だったからビックリはしたけどね。

　それにしても、朱莉のファンだって人は見たことあるけど、こうやって友達のような距離感で接する子は初めて見たな。

「ありがとうございます！　……えっと、それで皆さんは朱莉ちゃんとどういう？」

「一応、部活の先輩だよ」

　あと、兄です。

「部活……ですか？」

「ああ。ちなみに演劇部だ。最近朱莉ちゃんが入部してくれてな、今日はその歓迎会を兼ねて花火を見に来てたんだ」

「演劇部……へえ、そうなんですね」

　そうか、朱莉が演劇部に入部したのは夏休みに入ってからのことだし、まだ知らないのか。
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「随分と、楽しそうですね」

「え？」

「あ、いいえ！　何でもありません！」

　小さく何かを呟いたような気がしたけど……気のせいかな？

　心なしか、表情も少し硬くなったような気もするけど。

「……すみません、友達を待たせてるので今日はここでお別れしますね！　朱莉ちゃん、また学校で！」

　そんなことを考えていると、急に思い出したように友達が待っているという方へ駆けて行ってしまった。

　何か気に障るようなことでも言ってしまったかな……？　僕の考えすぎだと良いんだけど。

「なんだか、嵐のような子だったね」

　一連の出来事を隣で見ていた七海が、感心したように言葉を口にする。

「朱莉は、あの梔子さんって子と友達じゃないの？」

「……ううん、特に話したことは無いと思うけど」

　思うけど、という非常に曖昧な回答を聞くと、朱莉が普段いかにクラスメイトと積極的に関わっていないかというのが分かるな。

　まあそれは本人の自由だし、僕がどうこう言うものでもないんだけど……せっかく朱莉も少しずつ変わってきてくれているんだし、僕らだけじゃなくて同級生の子たちとも仲良くして欲しいなと思うのが兄としての本音である。

「そっか。まあ学校が始まったら、一度ゆっくり話してみたらいいんじゃないかな？」

　一応、そんな風に提案をしてみる。

「……うん」

　案の定、反応は悪い。恐らくこの感じだと、二学期になっても梔子さんと朱莉の関係は、特に変わることは無いだろう。




　──なんて、思っていたんだけど。




「優介、朗報だ。新入部員が入るぞ」

　祭りが終わり、夏休みも終わり。

　二学期の幕開けは、嘉樹のそんな言葉からスタートしたのであった。
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「とりあえず、自己紹介をしてもらって良いか？」

　嘉よし樹きの言葉に、「分かりました！」と元気な返事をする、小柄な少女。

　この間の花火大会で出会った女の子だと思うんだけど……もしかして、この子が？

「えっと……私、梔子くちなし楓かえでっていいます！　学年は朱あか莉りちゃんと同じ一年生で、中学時代は帰宅部に所属してました！」

　それは所属していたと言うのだろうか。

　そんな疑問がふと頭をよぎったりもしたが、あまりにも元気良く挨拶してくれるので、口を挟むわけにもいかない。

　ひとまずは梔子さんの自己紹介に再度頭を切り替える。

「前から演劇に興味があったので、新学期だしこの機会に入部しよっかなーみたいな感じで入部届けを出してみました！」

　やっぱり。もしかしてとは思ったけど、入部希望だったのか。

「梔子さん、だったっけ？　えっと……ウチの部に入部したいの？」

「はいっ！　入部したい、というよりはもう入部した、の方が正しいですけど」

　七なな海みからの質問に答えながら、入部届けと書かれた紙を広げて見せてくれる。

　部活動の名前を書く欄には、しっかりと『演劇部』の文字が。

「ということで、全く期待していなかった新入部員だ。しかも、朱莉ちゃんと同じ一年生！」

　やけにテンションの高めな嘉樹。部長としては、やはり一人でも部員が増えたことが嬉うれしいのだろうか。

「…………」

　その一方で、先ほどからやけに静かな朱莉。

　ニコニコとした笑顔を見せる梔子さんと違い、その表情はなんとも形容しがたい。怒っている訳でも、悲しんでいる訳でもない。もちろん喜んでいる様子でもなさそうだし……駄目だ、朱莉が今何を考えているのか、読み取ることが出来ないな。

「あ、朱莉ちゃん！　今まであんまり話す機会無かったけど、今日からよろしくね！」

「……あんまり、というより喋しやべったこと無いと思いますけど」

「えー、そうだっけ？」

　同級生に対しても敬語を使い、どこか距離を取ろうとする朱莉。

　だが、そんな朱莉の目もく論ろ見みも彼女に対しては無意味のようで。

「なら、今日から改めてよろしくね！　私、朱莉ちゃんと仲良くなりたかったんだ」

　心底迷惑そうな朱莉の表情に気づいていないのか、終始マイペースを貫き続けている梔子さん。

「……はぁ」

　朱莉のため息が聞こえてくる。

　今までも朱莉のことを慕い、彼女に近づこうとした生徒は何人もいた。

　ただ遠くから見つめる者、勇気を出して声をかけてみようとする者、一世一代の覚悟で、朱莉に告白する者。

　けど、結局朱莉自身が何の興味も示さなくて、完全に一方通行のままで終わっていて……。

　告白なんかはバッサリ切られたみたいだし、言葉を交わそうとしても、どこか距離を感じるような対応で、結局仲良くなることは出来なかったそうだ。

　そんなことが続けば、当然朱莉との距離感というものを周りの人間も考え出す。

　その結果、ファンクラブなんて大それたものが出来たりしたわけなんだけど……今ここにいる梔子楓という女の子は、どうにもその常識に当てはまらないらしい。

　こんなにも露骨に嫌そうにされて、それでも終始一貫した態度を取り続けていられるのは、ある意味尊敬できるくらいだ。

「そういえば勝手に朱莉ちゃんって呼んでるけど、大丈夫だった？　並なみ木きさんって、苗みよう字じで呼んだ方が良い？　でも、それだと何だか余所よそ余所よそしい感じがするんだよね……」

「……お好きにどうぞ」

「ほんと？　なら、これからも朱莉ちゃんって呼ばせてもらうねっ！」

　すごいなぁ、あの朱莉が一方的にペースを摑つかまれてる。

　大抵の人なら、この辺りで朱莉に近づくのを止やめそうなものだが……。実際、兄である僕ですら、少し前までは朱莉にこんな感じの対応を受け、しばらく距離を置き続けていた程だ。

　いや、僕の場合はもっと酷ひどい、無視って形だったけど。

「ふむ……」

　こんなことを当の本人が口にするのも複雑だけど、朱莉は今まで僕以外の人間に一切の興味を持とうとしていなかった。

　先日の一件以来、七海とは少しだけ関わりが増えている気もするけど、決して友達とかそういうんじゃなかったしね。

　だけど、梔子さんは違う。

　朱莉の薄い対応にも一切退ひく様子も無く、あくまで〝友達〟としての距離感で、朱莉と接そうとしてくれている。先ほどは曖昧な入部理由を語ってくれた彼女だが、この感じだと朱莉と仲良くしたい、接点を持ちたいというのが本当の理由なんじゃないか。

　……だとすれば。

「梔子さん。朱莉はちょっとだけ無愛想な感じもするけど、これからも仲良くしてあげてくれると嬉しいな」

　兄としては、そんな梔子さんのことを少しだけ応援したくなるわけで。

　少し前まで自分が同じような立場だったからってのもあるかもしれないけど、一番はやっぱり朱莉と友達になりたいって気持ちを持って、行動してくれる子がいるってのが嬉しい。

　だからついつい、フォローを入れてあげたくなった。

「もちろんです！　……えっと、それで先輩のお名前、まだ聞いてなかったですよね？」

「ああ、そういえば僕たちの自己紹介がまだだね。えっと……」

「よし、それじゃ順番に自己紹介していくか。俺は桜さくら井い嘉樹。一応この部の部長で、二年生だ」

「桜井先輩ですね……よし、覚えました！」

「お、元気の良い返事をありがとう。じゃあ次は春はる瀬せ、かな」

　一応、副部長という立場になった七海が続けて自己紹介をする。

「私は春瀬七海、桜井と同じ二年生ね。この部の副部長ってことになってるけど……まあ、基本的には桜井が全部やってくれるから、ホント名前だけって感じ」

「なるほど……副部長の春瀬先輩ですね、これからよろしくお願いします！」

「うん、よろしく。分からないことがあったら何でも聞いてね」

「はいっ、色々と頼らせてもらいます！」

　先輩らしいところを見せる七海。

　朱莉もあんな調子だし、同じ女子部員同士、せめて七海とは上手うまくやっていって欲しいところだ。

「んじゃ、後は優ゆう介すけ、それから一応朱莉ちゃんの順番で良いか？」

「大丈夫だよ。えっと、並木優介です。嘉樹たちと同じ二年生で、朱莉とは兄きよう妹だい──」

「ええっ！　先輩、朱莉ちゃんのお兄さんなんですか!?」

　自己紹介の途中、朱莉と兄妹だということを口にすると、突然目の色を変える梔子さん。

　机に両手をつき、前のめりになって僕の方へと顔を寄せて……って、めちゃくちゃ近い！　思わず仰のけ反ぞってしまったけど、危うくぶつかってしまいそうな勢いだ。

「う、うん……一応朱莉の兄だけど……」

「そういえば同じ苗字ですもんね、全然気づかなかったです！」

　確かに僕たちが兄妹だってことを知ってる人は少ないし、ビックリするのも無理はないと思うけど……それにしても、そんなに前のめりになって来なくても。

「んんっ、えっと自己紹介を続けても良いかな？」

「あ、ごめんなさい！」

　僕がそう言うと、ようやく自分の状況に気づいたのか、スッと元いた場所まで戻っていく。

　……ふう、随分と顔が近いから変に緊張してしまった。

　こうして改めて見ると、梔子さんも朱莉や七海に負けず劣らず、随分と整った顔立ちをしていることに気づく。

　さらっと伸びた綺き麗れいな髪に、くりっとした大きな瞳。背も小柄で、何だか守ってあげたくなる……そう、まるで小動物のような可愛らしさを感じさせる。

　先ほどから見せてくれている笑顔からも想像出来るが、とても明るい子なんだろう。

「……っ!?」

　なんてことを考えていると、背筋が凍りつくような視線を向けられた気がして、思わず体が反応してしまった。

　視線を感じる方──朱莉と七海の方をチラッと見て、自分が思ったことが間違いでないことを再確認する。

　まずは、露骨なまでに不機嫌さを見せている朱莉。

　そういえば以前も七海と下校しようとした時、似たようなことがあった気がする。ここ最近積極的になった朱莉は、こうして僕が誰か女性と一緒にいると分かりやすいくらいに不機嫌オーラを醸し出していて……ま、まぁ本人に直接言わないだけまだマシなのかもしれない。

　最近、七海とバチバチにやり合っているところを見ていたので、もしかしたら梔子さんに対しても何か直接的な物言いをするのではと一瞬ヒヤッとしたが、どうやら抑えてくれているみたいだ。

　そして、妙に笑顔の七海。

　先ほど自己紹介の時に梔子さんに向けていた笑顔とはまた違う、笑っているのに心は全く笑っていなそうな表情で、頰ほお杖づえを突きながらこちらを見つめている。

　逆に怖い、怖いよ。

　……そういえば七海、

『今度からは正々堂々アプローチしていくからね？』

　なんて宣言して以来、本当に積極的になったんだよね。ここ最近、ことあるごとに色々と仕掛けてくるようになったし。

　部活終わりは一緒に下校をし、隙あらば手を繫つなごうとしてきたり、休日には『デートをしよう』と随分直接的な誘いをしてきたり。

　いや、確かに二人のことは許したけども……ここまで積極的に来られるとは思っていなかったから、未いまだにどうしたら良いのか分からずじまいだ。

　ただ、七海は朱莉と違ってそこまでハッキリとは態度に出さないんだよね。もちろん朱莉に対しては素の自分を出して思ったことを全部言うけど、それ以外の人に対してはいつも通りの七海って感じだ。

「あれ？　先輩、どうかしましたか？」

　明らかに挙動不審になった僕を見て、心配の声を上げる梔子さん。

　朱莉や七海の様子に気づいていないのがせめてもの救いか。これから同じ部で活動することになるわけだし、出来れば仲良くして欲しいんだけど……七海はともかく、朱莉は前途多難そうだ。

「えっと、大丈夫だよ。それより自己紹介の途中だったよね……どこまで話したっけ？」

「朱莉ちゃんのお兄さんってところまで聞きました！」

「そうそう。僕は朱莉の兄で、一応七海の幼おさな馴な染じみなんだ」

「へえ……春瀬先輩の幼馴染なんですか」

　おや、思ったより反応が薄いな。

　朱莉と兄妹であることを伝えた時にあれほどの反応を見せたから、七海と幼馴染って話にも食いついてくると思ったけど……まぁ幼馴染と兄妹じゃ結構違うし、こんなものかな？

「とりあえず、僕の自己紹介はこれくらいかな？　後は朱莉だけど──」

「──じゃあ、並木先輩のことはお兄さんって呼んでもいいですか！」

「え？」

　朱莉に自己紹介を振ろうとすると、突然何か思いついたように梔子さんが口を開いた。

「だって、朱莉ちゃんも同じ〝並木〟って苗字なわけですよね？　なら、並木先輩って呼ぶのも変な感じがしませんか？」

　う、うーん。言われてみれば変な気もしないでもないけど……別に気にするほどでもないような。

「別に下の名前で呼んでくれても良いけど……」

「それも考えたんですけど、先輩だし失礼かなーって。それなら、いっそ『お兄さん』って呼ぶのが一番しっくり来るなって思ったんです！　朱莉ちゃんのお兄さんだし、おかしくないですよね？」

「まあ、間違いではないけど……」

「それに私、お兄ちゃんに憧れてたんです！　弟はいるんですけど、上の兄妹はいなかったから……自分にもお兄ちゃんがいたらなぁって、ずっと思ってて。……駄目、ですか？」

「いや、別に駄目って訳じゃないけど」

　そう、別に駄目という訳じゃない。

　訳じゃないんだけど……えっと、これどうすればいいんだろう。

「いいじゃねえか、別に減るもんじゃないしな」

　さてどう返答したものかと悩んでいると、横で話を聞いていた嘉樹がそんなことを言い出した。

「嘉樹……」

「もちろん優介が納得すれば、だけどな」

　チラッと梔子さんの顔を見ると、物もの凄すごく期待した目でこちらを見つめている。

　……はあ、仕方ないか。

「分かった、好きに呼んでくれていいよ」

「ホントですかっ！　ありがとうございます！　……えへへっ、じゃあ今日からお兄さんって呼ばせてもらいますね！」

　屈託のない笑顔を見せながら、僕のことを『お兄さん』と呼ぶ後輩の女の子。

　それだけ考えると、呼び方一つでこんなにも喜んでくれるなら、最初から好きにさせてあげても良かったなと思うけど……。

「じゃあ、最後に朱莉ちゃん。自己紹介を──」

「──妹の、並木朱莉です」

　やけに〝妹〟というキーワードを主張しながら、嘉樹の言葉を遮るような形で、朱莉が自己紹介を始めた。

　……ああ、やっぱり。声のトーンなんかを聞いても、今の状況を、朱莉が好ましく思っていないんだなと分かる。

　僕が梔子さんの提案を渋ったのは、結局朱莉がどう思うか、それが気になったからに尽きる。

　もちろん、後輩の女の子から「お兄さん」なんて呼び方をされることに抵抗が全く無いわけではないが、結局一番気になるのはそこだ。

　……さて、朱莉がここから何て言うのか。

　かなり怖いところではあったが。

「……よろしく、お願いします」

　それ以上、深く何かを言うことはなかった。

　盗撮や盗聴をしていた以前と違い、近頃はどちらかと言うと直接的な行動が多くなった朱莉。そんな姿を見ていたからこそ、ここで何かひと悶もん着ちやく起こるのではないかと若干心配していたんだけど……どうやら杞き憂ゆうだったみたいだ。

　まぁ、向こうも僕に好意を持ってるとか、そういうわけじゃないし。流石さすがの朱莉も、その辺りは分かっているのかな？

「うん、改めてよろしくね！　それで朱莉ちゃん、良かったらライン教えてもらっても大丈夫？」

「……え？」

「ラインだよライン！　ほら、メッセージのやり取りとか出来たらなぁ……って思うんだけど、駄目？」

「別に、駄目って訳じゃないですけど……」

「あとそれ、敬語も無しね！　同級生なんだし、もっとフレンドリーにして欲しいな」

「……はぁ」

　相変わらず、梔子さんのペースでどんどんと話が進んでいっている。

　僕への呼び方の件もそうだけど、梔子さんは誰に対しても物もの怖おじしないというか……ある意味羨ましい。

　あと、ああやって朱莉が誰かに振り回されているのを見ていると、何だか新鮮さを感じてちょっとだけ面白い。

　梔子さんとの出会いが、朱莉にとって良い方向に作用してくれたら良いな。そんな風に思ってしまう兄であった。

「あ、せっかくなのでお兄さんのアカウントも教えてもらっていいですか？」

「え、僕？」

「はい、お兄さんには色々と相談したいことが出来そうなので……」

　相談？　今日会ったばかりの人間に、一体何を……。

「あれ、朱莉ちゃん？　どうかした？」

「……別に」

　僕と梔子さんのやり取りを耳にして、先ほど見せたものと同じような不機嫌オーラを身に纏まとう朱莉。

　流石の梔子さんも、この雰囲気には気づいたか。

　……できれば朱莉のことは、梔子さんには気づいて欲しくはないんだけど、これは時間の問題かもしれないな。

「え、えっとアカウントだよね？　一応部活のグループもあるから、それに招待するためにも交換した方がいいかな」

　尤もつともらしい理由で、梔子さんからのお願いを受ける。

　……だから朱莉、変な詮索はしないでくれると嬉うれしいな。




　　　　◇




　──プルルッ。

　二学期の始業式、そして梔子さんが入部してきたその日の夜。

　自室へと戻り、寝るまでの時間をどう過ごそうか考えていると、机の上に置いていたスマートフォンから通知音が聞こえてきた。

　メッセージの相手は……梔子さん？

『お兄さん、こんばんは！　早速メッセージ送っちゃいました』

　デフォルメされた可愛かわいらしい熊のキャラクターのスタンプとともに、そんなメッセージが届いた。

『もしかしてお兄さん、もう寝ちゃってます？』

『いや、起きてるよ』

『良かったー！』

　今度は、恐らくうさぎがモチーフであろうキャラクターのスタンプが送られてくる。

　そういえば、ここ最近メッセージのやり取りなんて朱莉か七海、たまに嘉樹くらいとしかしてなかったっけ。何となく新鮮さを感じてしまうな。

『それで、何か用事でもあった？』

『あ、はい。実はお兄さんに相談したいことがあって……』

　そういえば、今日アカウントを交換した時にそんなことを言ってたっけ。

『もしかして、朱莉のこと？』

『そうなんです、朱莉ちゃんのことで色々と相談に乗ってもらいたくて……』

　ひょっとしたらと思ったけど、やっぱり朱莉のことみたいだった。

　結局あの後も何度か朱莉に話しかけたりしてたみたいだけど、全部空振りだったようだし……当の本人があの様子じゃ、多分今後も同じことの繰り返しになりそうだなと思っていたから丁度良かったかも。

『朱莉ちゃん、私のこと嫌いなんですかね？』

『うーん、嫌いってことは無いと思うけど……』

　ハッキリ違うと言ってあげられれば良いんだけど、何とも微妙なところだ。

　朱莉にとって梔子さんは好きとか嫌いって次元ではなく、単に無関心なんだと思う。

　それは、梔子さんだけじゃなくて誰に対してもで、決して梔子さんが悪いってわけじゃないことは伝えてあげたいが……。

『ちなみに、お兄さんと朱莉ちゃんって仲は良いんですか？』

『僕たち？』

『はい。同じ部活動に入ってるくらいだし、てっきりお兄さんには心を開いているのかなって思ったんですけど……』

　確かに朱莉は僕に心を開いてくれている。いや、実際開きすぎていると言ってもいいくらいだ。

　ただ、それは兄きよう妹だいとしてだけでなく、それ以上の感情もあるわけで……。

　さて、どう返信するべきかと悩んでいると、

『もしお兄さんさえ良ければ、お休みの日に時間をくれませんか？』

　そんな、メッセージが送られてきた。
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「す、すみません！　お待たせしました！」

　日曜日、駅前。人ごみを搔かき分けやって来た梔子さんは、額に薄うっすらと汗をにじませながら、軽く息を切らして申し訳なさそうな表情を浮かべていた。

　待ち合わせ時間にはまだ余裕があるけど、どうやら走って来たらしい。

「いや、まだ約束の時間前だし……少し休憩した方がいいかな？」

「ご、ゴメンなさい……お言葉に甘えて、ちょっとだけ休ませてもらっていいですか……」

　息を整えながら、バッグにしまってあった手鏡を取り出し前髪を整える。

　そんな彼女の様子を見て、思わずドキッとしてしまったのは、どうも周りにいる女の子とは少しタイプが違っているからだろうか。朱莉とも七海とも違う、年下の可愛い系の女の子。

　そもそも、朱莉以外の年下の女の子と喋しやべる機会なんて滅めつ多たに無かったからなぁ……そういう意味でも、今日はちょっとだけ楽しみだったりする。

「よし、もう大丈夫です」

　などとくだらないことを考えていたら、どうやら準備が整ったようだ。

「もう良いの？」

「はい！　こう見えて、実は結構体力に自信あるんです」

「へぇ……中学校の時は帰宅部だって聞いてたから、てっきり運動とか苦手なのかと思ってたよ」

「あ、実は私ずっとバスケやってたんです。小学校の時、近くのクラブチームに入ってたこともあって……中学生になってからは、部活動じゃなくて休日に遊び程度でしかやらなくなっちゃったんですけどね」

　へぇ、そうだったのか。

　バスケ……そういえば僕の周りの女性陣は、全員が文化系の面々ばかりだったからこれまた新鮮さを感じるな。

　朱莉は、運動自体はさほど苦手ではないみたいだけど、これといって特定のスポーツに力を入れていたってことも無かったし、七海は……そういえば、運動はあんまり好きじゃないって言ってたっけ。

　結局それで演劇部なんて縁も所縁ゆかりもない部に入部することになって……まぁ僕もあんまり運動は得意じゃないし、文句は全然無いんだけども。

「それで、えっと梔子さん。今日は朱莉のことで相談があるんだっけ？」

「ああ、はい。それも勿もち論ろんあるんですけど……」

「あるけど？」

「今日は、お兄さんと一緒に遊びたいなとも思ってたんです。ほら、前も言ったと思うんですけど、ずっとお兄ちゃんって存在に憧れてて……こうやってお兄ちゃんと休日一緒に出掛けたりとか、秘ひそかな夢だったんです」

　えへへっと笑う梔子さん。そうして、通りすがったお店に方向転換し、

「とりあえず、お昼にしませんか？」

　と、提案してきたのだった。
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「今日会ったら聞こうと思ってたんだけど……」

　近くのファミレスで昼食を済ませ、食後のコーヒーに舌鼓を打ちながら、僕は今日梔子さんに会ったら聞こうと思っていたことを思い出し、会話を投げた。

「どうしました？」

「僕たちって、出会ってからそんなに経たってないよね。それに、朱莉のことがあるとはいえ、たかが部活の先輩後輩の関係だし……そんな相手と、本当に休日を一緒にしても良かったの？」

　これは僕の純粋な疑問だった。

　元々親交があった訳でもなく、始業式の日からは小まめに連絡を取り合っていたが、僕たちはまだこうして顔を合わせたことは数回程度しかない。

　大抵は部活中にしか顔を合わせないし、正直僕は休日にこうして二人きりで会うことになるなんて思ってもみなかった。

「んー、まず一つ目は朱莉ちゃんと仲良くなりたいってことです。こうしてお兄さんを呼んだのも、朱莉ちゃんとのことで相談したかったからなので」

「うん」

「けど、一番は……さっきも言ったと思うんですけど、私ずっとお兄ちゃんって存在に憧れてたんですよ。気兼ねなくお話しできて、時には相談なんかもしちゃって……お兄さんとは、そんな関係になれたらなって思ったんですけど、駄目でしたか？」

「いや、別に駄目ってことは無いよ」

　駄目、なんて無い。それどころか、梔子さんと一緒にいると色々新鮮な経験が出来て楽しいくらいだ。

　それに、梔子さんがこんな近い距離感で話をしてくれるから、こっちとしてもやりやすいというか。確かに出会って一週間足らずだけど、まるでずっと前から知り合いだったような気分で、変な気まずさなんかも一切感じることが無い。

「なので、これからも仲良くしてくれると嬉しいです。部活動でも、それから休日も」

「……分かった。梔子さんがそれでいいなら、僕も問題無いよ」

　少しだけ、朱莉や七海に申し訳ない気持ちもある。

　二人からの好意を断った手前、こんな風に女の子と二人きりで遊んだりしてもいいのかなって。

「ありがとうございます！　えっへへ、嬉しいな……」

　けど、こうして喜んでくれているのを見ると、決して駄目とは言えない。それに、僕自身も梔子さんとこうして喋るのが、ちょっとだけ楽しいと感じているみたいだし。

　朱莉たちには、絶対言えないな。




　まさかこの短時間でこんなに打ち解けることが出来るとはと、若干驚く程に僕らの会話は盛り上がりを見せていた。

　部活動の話から始まって、学園生活でのこと、私生活でのこと。

　そして、朱莉のこと。

「朱莉ちゃんって、家ではどんな感じなんですか？」

「家での朱莉？」

「学校では基本的に静かっていうか、誰とも仲良くしようとしないんですよ。お兄さんも、それは知ってますよね？」

「まあ、何となくはね。朱莉は昔からあんな感じだし」

　最近は少しずつ朱莉も変わってきているけど、それはあくまで僕の前でだけの話。

「そうだね、家でもあまり変わらないかな。顔を合わせるのも食事の時くらいだし、後はお互い自分の部屋で過ごしてって感じだね」

「へえ、そうなんですね。てっきりお兄さんと朱莉ちゃんはもっと仲が良いんだと思ってました」

「どうして？」

「だって、同じ部活に入ってるじゃないですか。不仲な兄妹だったら、絶対あり得ないですもん！」

「まぁ、梔子さんの言うとおり特別仲が悪いってわけじゃないよ。普通の兄妹だよ、普通の」

　そう答えると、一瞬梔子さんの表情が強こわ張ばったような気がした。

「どうかした？」

「あ、いいえ！」

　だが、すぐに表情は元に戻り、「大丈夫なので気にしないでください！」と返事をしてきた。

「それにしても、朱莉ちゃんって可愛かわいいですよね。お兄さんもそう思いません？」

　何事も無かったかのように会話を戻す梔子さん。

　まぁ本人が大丈夫って言ってるなら大丈夫、なのか……？

「まあ……そうだね。家族の贔ひい屓き目めを抜きにしても、朱莉は可愛い方だと思うよ。学校で人気ってのも、理由は分かるかな」

「そうなんですよ！　朱莉ちゃんってかなりモテますよね。クラスの男子も、朱莉ちゃんのファンだって人結構いますし」

　ファンと一口に言っても、色々なタイプがいるんだろうなと想像できる。

　純粋に朱莉のことを尊敬している人もいれば、異性として朱莉に好意を寄せている。そんな人も間違いなくいるだろう。

「ちなみになんですけど、お兄さんはどうなんですか？」

「え、僕？」

「そうですそうです。お兄さんは、彼女さんとかいないんですか？」

「ああ、そういうことね。僕は特に彼女とかはいないよ」

「なるほど……」

　そう小さく呟つぶやくと、梔子さんは急に立ち上がり、

「ちょっと飲み物取ってきますね！」

　と言い残し、空になったコップを手にドリンクサーバーの方へ歩いていった。

「彼女……ね」

　そう言われ、夏休み前の出来事を思い浮かべてしまう。そう簡単に、あの時のことは忘れられないだろうけど……ダメダメ、今日は梔子さんと一緒なんだから。

　変に心配させないためにも、戻ってくるまでには切り替えておこう。
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「服を選んで欲しい？」

「はい！　お兄さんのセンスで、色々とアドバイスしてもらえたらなって」

　昼食後、これといって目的地も無かったので、ひとまずぶらぶらと街を散歩しながら予定を考えていると、女性服を扱っている〝いかにも〟オシャレなお店の前で、梔子さんがそんなことを言い出した。

「う、うーん……お世辞にも自分がセンスの良い人間とは言えないけど……」

　そういえば夏休み前にも、似たようなことがあった気がする。

　あの時は確か七海の水着を選ぶとかなんとかで……いやでも、あれは結局本人が選んだものを「似合ってる」って褒めただけだったか。

「いえ、別にそれは良いんです！　私はただ、お兄さんが好きな服を着たいなって、そう思ってるので……」

　そんな、男が聞いたら思わずドキッとしてしまうような言葉を発する後輩の女の子。

　というか、僕もその男なわけで……。

「な、ならとりあえず、お店に入ろっか」

　変な緊張を覚えながら、一緒にお店へと向かうのであった。




「どうですか、似合ってます？」

　ジャーン、という効果音が流れてそうな登場と共に、試着室のカーテンが開く。

　僕が選んだ……というより、マネキンが着ていたものをそのままオススメしただけなんだけど、それにしても完璧な着こなしである。

　そのままファッション雑誌のモデルとして採用しても良い。

　そう思うくらい、梔子さんの姿は魅力的であった。

「正直ビックリしたよ。凄すごく似合ってる」

「わー、本当ですか！　嬉うれしいです！」

　適当に選んだわけではないが、選び方としては決して褒められたものじゃない。

　にもかかわらず、梔子さんは随分と喜んでくれているみたいで……本当に、良い子だな。

「──お客様、こちらなんていかがでしょうか？」

　すると、横から何着か服を持って、店員さんが登場してきた。

「こちらの商品、今オススメとなっておりまして……彼女さんにも、ピッタリだと思いますよ」

「あ、えっと……」

　店員さん、僕らを見てカップルだと勘違いしているみたいだ。

　しかし残念ながら、僕らはただの部活動の先輩後輩。店員さんの間違いを訂正しなきゃ──。

「本当ですか！　じゃあこっちも試着してみますね！」

　いけないんだけど、当の梔子さんは全く気にしていない様子。

　……あれ、何だか指摘しにくい空気になってきたぞ。

　その後も僕らをカップルだと勘違いした店員さんと三人で、延々と梔子さんのファッションショーが続き……結局買ったのは、最初に僕が選んだ組み合わせの服だけという結果で終わったのであった。

　……なんだろう、楽しかったけど物凄い疲れが。







「はーっ、今日はすっごく楽しかったです！」

　その後、梔子さんに連れられるままに色々な場所を巡り、気づけば夕方になろうとしていた。

　てっきり晩御飯も一緒に食べる流れかと思っていたけど、どうも門限があるらしく、そろそろ家に戻らなければいけないらしい。

「うん、僕も楽しかったよ」

　疲れはしたけど、楽しかったのは間違いない。

　結局朱莉の相談とやらは全然出来なかったけど……まあ、まだまだ時間はあるしね。今日は梔子さんと距離が縮められたから良しとしよう。

「……えっと、お兄さん」

「ん？」

「一つ、お願いがありまして。今日のこと、朱莉ちゃんには内緒にしておいて欲しいんです」

「朱莉に？　それは別に構わないけど……」

　頼まれるまでもなくというか、わざわざ朱莉に報告するなんてことを僕がすることは無いけども。

　ただ、どうしてそんなお願いをするのか。ちょっとだけ気になるけど……。

「それじゃ、今日はありがとうございました！　失礼しますね！」

「あ、うん……こちらこそ、ありがとう」

　結局理由を聞くことは出来ず。その日は、これでお別れという形になった。




　　　　◇




「ただいま」

　自宅へ帰ると、日曜日の夕方だというのにリビングに両親の姿が見当たらなかった。

　どこかに出かけているのだろうか……と、鞄かばんに入れっぱなしだったスマートフォンを取り出すと、丁度一時間程前に母から『急ですが、お父さんと一緒に実家へ戻ります。明日の朝には帰ってくると思うけど、晩御飯の用意が出来てないから適当に済ませておいて』と連絡が来ていたことに気がついた。

　しまった、そういうことなら帰りに何か買って帰れば良かったな。

　まさか母さんたちがいないとは。うーん、カップ麵めんでもあれば良いんだけど……パッと見、台所にはすぐに食べられそうなものは無さそう。

　一応冷蔵庫をチェックしてみるが、めぼしい物は特に見当たらない。そもそも料理が出来ない僕が、材料の確認をしたところで意味は無いんだけど。

「あ、お兄ちゃん。お帰り」

　と、悩んでいると、二階から降りてきた朱莉に声をかけられた。

「朱莉？　母さんたちと一緒に出かけたんじゃなかったのか？」

「ううん、私も今日出かけててさっき帰ってきたばかりだから……丁度お母さんたちと入れ違いになったんだ」

「へえ、そうだったのか」

　休日に朱莉が出かけるなんて珍しいな。

　いや、朱莉だって高校一年生の女の子なんだ。休日に予定があって、外出するくらい当たり前……だと思うんだけど、何しろ朱莉だからなぁという言葉が後ろについてしまう。

　遊ぶ相手なんてそうそういないだろうし、何をしていたのかちょっと気になってしまう。

「それより、こんなところで何してるの？」

「ああ、晩御飯どうしようかなって。母さんたちもいないし、特に買い物もして帰らなかったから」

　そう言うと朱莉は、僕と入れ替わりで台所へと入り、

「晩御飯、作ってあげようか？」

　と、最高の提案をしてくれた。




「とはいえ、やっぱりめぼしいものは無かったみたいだね……」

　朱莉がご飯を作ってくれる。そこまでは良かったんだけど、肝心の食材がほぼ無に等しい状態であることをすぐさま思い出した。

　流石さすがの朱莉も、ここから料理を作り出すことは出来ないようで、結局二人で近所のスーパーへと買い物に行くことに。

「とりあえずお兄ちゃん、何か食べたいものはある？」

「食べたいものかぁ……」

　そう尋ねられ、頭の中に色々と思い浮かべる。

　こういう質問って、何でも良いって答えが一番駄目なんだよね……そうだなぁ。

「ロールキャベツとか、どうかな」

「ロールキャベツ……うん、分かった。お兄ちゃん好きだもんね」

　あれ、好物だって朱莉に言ったことあったっけ？

「よく知ってるね、朱莉」

「もちろんだよ。お兄ちゃんの好きなものは、全部知ってるから」

　そ、それは喜んでいいのかちょっと分からないけど。

「だったらキャベツと、それから……」

　まあ、とりあえず今は晩御飯を楽しみにしておこう。うん。







「おお、凄い……」

　数十分待っていると、あっという間に食卓に美味おいしそうな料理が並べられていた。ロールキャベツ、味噌みそ汁しる、それにほうれん草のおひたしに白いご飯。

「朱莉が料理得意なのは知ってたけど、ロールキャベツもこんなに上手に作れたなんて知らなかった」

「そうだよ。お兄ちゃんが好きだってのを知ってたから、練習してたの」

　な、なるほど。気持ちは凄く嬉しいけど……いや、ここは素直に喜ぼう。うん。

「これからは沢山食べさせてあげるからね。食べたくなったらいつでも言って」

　ニッと笑い、テーブルに着く朱莉。

「さ、冷めないうちに食べて」

「そうだね、じゃあ頂こうかな」

　早速並べられた食事に手をつける。ロールキャベツは湯気を立てており、作りたての料理であることをこれでもかと主張している。

「ん、美味しい」

　思わず感想が口から零こぼれてしまった。

　けど、このロールキャベツは本当に美味しいぞ……。

「そう？　お兄ちゃんが気に入ってくれたなら良かった」

　そう言い、朱莉も自分の料理に手をつける。

「それにしても朱莉、料理得意だよね」

　味噌汁を啜すすりながら口を開く。うん、これも美味しい。

「中学生の時からたまに勉強してたしね。それに、今まで食卓に並んでた料理も、たまに私が作ったのもあったんだよ？」

「ああ、そういえば……」

　ノートに、そんなことを書いていたっけ。

　そう言いかけて口をつぐむ。まぁ、僕がノートを読んでいたこと、朱莉も知ってるし今更って感じもするんだけど……けど、出来ればその話題はあまり出さない方が良いだろう。お互いのためにも。

　そういえばこの間、カレーを作ってくれたり、お弁当をこしらえてくれたことがあったっけ。

　まあ、あの頃は味を楽しむとか、それどころじゃなかったしなぁ……今は朱莉とのことで悩むことも無いし、用意された料理を味わうだけだから余計美味しく感じるのかもしれない。

　その後も他た愛あいの無い話が続き、用意された料理もあらかた食べ終えた頃、不意に朱莉が今日のことを尋ねてきた。

「そういえばお兄ちゃん、今日は朝から出かけてたけど……何してたの？」

　む、やはり尋ねてきたか。

　梔子さんと遊んでいたと答えるのはマズイだろうな。それに、梔子さんから今日のことは黙っていて欲しいってお願いもされたし。

「嘉樹とちょっとね。遊びに行ってたんだ」

　無難な返答でごまかす。

　嘉樹には後で、口裏を合わせてもらうようお願いしなきゃいけないな……。
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「──ふーん、桜井先輩と、ね」

　そう返すと、朱莉は小さく何かを呟つぶやいた。声量が小さく、何を言っているのか聞き取れなかったが。

「ん？　何か言った？」

　思わず聞き返す。だが朱莉は、

「ううん、何も言ってないよ」

　と笑みを浮かべ、そう答えた。




　　　　＊




『九月六日、日曜日。

　今日はお兄ちゃんが朝から出かけて留守にしていた。

　そのことを尋ねると、桜井先輩と遊んでいた……なんて噓うそをついていたけど、私は全部知っている。

　お兄ちゃんがあの娘こ──梔子楓と遊んでいたことを。

　どうしてそうなったのか。お兄ちゃんの部屋に仕掛けたままの監視カメラで見た感じ、どうにも私絡みで呼び出されていたみたいだけど……やっぱり今日も尾行するべきだったかなぁ。

　ただ、しばらくはあまり派手な行動は取らないようにしようって決めたばっかりだし……うん、しばらくは我慢しよう。




　それにしても、私と仲良くしたいなんてことを言っていたけど、だからといって休日にお兄ちゃんを呼び出す理由としては、ちょっと不自然な気もする。

　それなら初めから私を呼び出せば良いだけの話だし……どうも私は、彼女には何か考えがあるような気がしてならない。

　あの子を見るたびに、心のどこかに生まれる違和感。

　これが何なのか分かるまでは……要注意かも。




　……そういえば今日も、お兄ちゃんが私の料理を褒めてくれた。

　今までもお兄ちゃんに料理を振舞うことはあったけど、こうやって直接褒めてもらえることって無かったから……嬉うれしい。

　以前の計画が潰ついえた時はどうしようかと悩んだけど、お兄ちゃんとこんなにも近づける今の状況も、案外悪くない……いや、むしろ幸せすぎてどうかなってしまいそうだ。

　そうだ、今度はまたお弁当でも作ってあげようかな。いつも食堂でお昼御飯食べてるみたいだし、そうしてみよう。




　お兄ちゃん、大好き♡』




　　　　＊




「あ、お兄さん！　おはようございます！」

　朱莉とのことで相談があると呼び出された翌日。

　学校へ到着し教室へと向かっていると、下げ駄た箱ばこで聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「おっと、梔子さん。おはよう」

　相変わらず元気の良い挨拶だなぁと、思わず感心してしまう。

　昨日一日を一緒に過ごして思ったけど、本当に明るくて良い子だ。

「それで、今朝はどうしたの？　急に声なんてかけられるからビックリしたよ」

「あ、そうでした！　実はお兄さんに、お願いしたいことがあって……」

「お願い？」

「もし良かったら、今日のお昼一緒に食べませんか？」

「お昼御飯？　それは別に構わないけど、食堂で良かったかな？」

「えっと、昨日のお礼ってわけじゃないんですけど……実は今日、お弁当作ってきてまして。ご迷惑じゃなかったら、お兄さんに食べてもらいたいなぁって……」

　まさかの手作りお弁当。

　普段食堂のメニューばかりだから、正直すごく嬉しい。

「そういうことなら、ありがたく頂戴しようかな。迷惑だなんて、そんなこと全然無いよ」

「本当ですか！　ならお昼の時間になったら連絡しますね！　それじゃ私は教室に向かうのでこれで！」

　そう言うと、颯さつ爽そうと教室の方へと駆けて行ってしまった。毎回彼女を見る度に思うことだけど、本当に嵐のような子だよなぁ……。

　それにしても、まさかお昼御飯まで一緒することになるとは。

　わざわざお弁当まで作ってきてくれたみたいだし……逆に気を使わせてしまってないか、こっちが心配になる。

「へぇ……意外だな」

　と、嵐のように去って行った梔子さんを眺めていると、後から登校してきた嘉樹が感心したような顔を見せながら声をかけてきた。

「嘉樹、おはよう」

「ああ、おはよう。それにしても優介、お前いつの間に梔子とあんなに仲良くなったんだ？」

「仲良くって……別にそんな、特別な関係ってわけでもないよ」

「そうか？　けど、今チラッと話を聞いてたけど、随分と仲良さそうだったような」

「いや、それは」

　と、そこまで口を開いて止やめた。ここで言い返してしまっては、嘉樹の思うツボだ。

「まあでも、本当に意外だな。優介が春瀬や朱莉ちゃん以外の女の子と仲良くしてる光景なんて、随分と珍しい気もするが」

「そう？」

「ああ。だって優介、意図的に女と関わるの避けてた節あっただろ？　最近じゃ朱莉ちゃんとも仲良くやれてるみたいだけど、ちょっと前までは春瀬以外の女子と仲良くしてるところなんて見たこと無かったからな」

　嘉樹、その辺のこともやっぱり気づいてたのか。

「朱莉ちゃんとの間に色々あったってのはこの間聞いたけど、優介自身も何か変化があったみたいだな。ま、詳しいことを知らないから何とも言えないけど」

　確かに以前は、七海以外の女子と関わらないようにしていた。あの頃は朱莉が盗撮や盗聴をしてた頃だったし、余計な火種を生まないようにと気をつけていたっけ。

　ただ、その心配が無くなった今、確かに僕自身にも心境の変化が訪れたのは間違いじゃなくて……こうして梔子さんと仲良くしているのも、その影響なのかもしれない。

「別に避けてた訳じゃないけど、確かに僕も心境の変化はあったかも。梔子さんとも、今までの僕だったらこんなに仲良くはしてないと思うし」

「なるほどな」

　と、そんな話をしているとチャイムの音が聞こえてきた。

　すっかり下駄箱で話し込んでしまったけど、急がなければ朝のホームルームに遅刻してしまう。

「おっと、そろそろ教室に向かわないと。とりあえず優介、詳しい話はまた放課後だ。今日は久しぶりに一緒に帰ろうぜ。昼休みの感想も、そこで色々教えてくれよ」

　ニヤッとした笑みを浮かべながら、嘉樹がそう提案をしてくる。

　全く……根掘り葉掘り全て聞くつもりだな、この友人は。

「まぁ、お弁当の感想くらいは教えてあげるよ」

　とりあえず、余計なことは言わないように気をつけよう。




　　　　◇




『お兄さん、授業終わりました？』

　四限目が終わり、お昼休みの開始を告げるチャイムが鳴り響いた頃。

　ポケットにしまっていたスマートフォンに、梔子さんからの通知が届いた。

『終わったよ、どこに向かえばいい？』

『じゃあ、中庭に来てください！　せっかくなので外で食べましょう！』

『了解、向かうよ』

　そう返信をし、中庭へ向かうべく教室を出ようとすると、

「ねえ、優介」

「ん？　どうかした、七海」

　教室にいた七海から声をかけられた。

「お昼どうする？　今日はお弁当持って来てないし、学食に行くなら一緒にどうかなって思ったんだけど……」

「ああ、それなら──」

　梔子さんと一緒に食べる予定になっている。

　そう伝えようとしたが、口にする直前で思い留とどまってしまった。

「ゴメン、今日のお昼は予定があるんだ」

「予定？　誰かとお昼を食べるの？」

「あー、うん。そんなところ。だから今日は……ごめん！」

「いや、別にそれは良いんだけど……じゃあ、また誘うね？」

　そう言い残し、僕の元を離れていく七海。

　うーん、やっぱり正直に言うべきだったかな。

　七海に対して、やはりどこか後ろめたさのようなものを感じてしまっている自分がいる。だからこそ、今日のお昼に梔子さんと二人でご飯を食べるなんて言えなかったんだけど……逆に考えすぎなのかもしれない。

　別に疚やましいことをしているわけでもないし、向こうは部活動の後輩だ。……まぁ、今更考えても仕方ないけど。

　今度のお昼は、こっちから七海を誘ってみようかな。




「じゃーん、どうですか！」

　中庭に到着し、梔子さんから受け取ったお弁当箱を開けると、そこには綺き麗れいに彩られたおかずが並んでいた。

　ウインナーはタコの形に、デザートと思われるりんごはウサギの形に切られていたりと、かなり手が込んでいるというのが見て取れる。

「今朝、早起きして作ったんです。お口に合えば良いんですけど……」

「なるほど、どうりで時間が掛かってそうだなと思ったよ。それじゃ、早速いただこうかな」

　まずは小さなハンバーグに箸をつける。

「ど、どうですか？」

　不安そうな声で尋ねてくる。けど、そんなに心配しなくても──。

「──うん、すごく美味おいしいよ」

　噓うそ偽りのない本心。

　梔子さんの作ってくれたお弁当は、どれも丁寧に、時間を掛けてこしらえたんだろうなというのがひしひしと伝わってきた。

　彩りも、栄養バランスも考えられていて、それでいて一つ一つのおかずへの味付けに一切手を抜いていない。早起きして作ってくれたと言っていたが、ひょっとすると昨日の夜から下ごしらえをしていたんじゃないかと思うほどだ。

「よ、良かったです……！　美味しくないって言われたらどうしようかと思ってました」

「ははっ、これだけの腕前があっても、やっぱりそこは心配なんだ」

「そりゃそうですよ！　だって──な人に……もらうなんて……」

「ん？」

「あ、いや。いつも料理を振舞う相手なんて家族くらいなものだったので……その、お父さんと弟たち以外で私の料理を食べた男の人って、お兄さんが初めてなんです」

「そうだったんだ、それは何というか……光栄？　と言ったらいいのかな」

　急にそんなこと言われると、なんて返したら良いのか分からないよ！

「それに、お父さんも弟たちも、いつも美味しいなんて言ってくれないですからね！　全部食べてくれるから、不味まずいってことは無いと思うんですけど……」

「けど、家族の作る料理ってそんなものだと思うよ。僕だって、毎日美味しいって伝えられてるわけじゃないし」

　最近は朱莉が料理を作ってくれる機会も増えて、本人に感想を伝えることも多くなったけど、母さんが作ってくれた料理にはあんまりそういうことを言った記憶が無い。

　とはいえ、この間聞いた感じだと、結構前から朱莉が我が家の晩御飯を担当していたみたいだけどね。ずっと朱莉とは関わってなかったし、母さんも何も言わなかったから全然気づいてなかったけど。

「そういえば、弟さんがいるんだね。それに弟〝たち〟って言ってたけど……」

「私ですか？　はい、小学生の弟が二人いますよ！　双子なんですけど、ちょうど今三年生で」

「へぇ、双子かぁ。随分と賑にぎやかそうだね」

「賑やかっていうか、騒がしいだけですけどね……。弟たち、二人ともサッカー部なんですけど、いつも家の中でドタバタやってて……ホント、家の中で休まる瞬間が無いっていうか」

　まるで我が家とは正反対だな。

　ウチは基本的に母親がいないと静かだし、朱莉も僕も、家の中で騒ぐなんてことはまずあり得ないからなぁ。

「でも、そういうのちょっとだけ羨ましいなーって思うよ」

「ええっ、どこがですか!?」

　僕の言葉に、驚きを隠せないといった様子。

「もちろん梔子さんが大変そうだなってのも分かるけどね。けど、そうやって騒がしい毎日ってのを経験したことがあまり無いからかな？　もし自分がそこにいたら一体どんな風になるんだろうって、少しだけ気になるんだ」

　今の生活に不満があるとか、そういうわけじゃないけどね。

「うーん、そういうものなんですね」

「梔子さんだって、兄が欲しいってずっと思ってたんでしょ？　多分、それと同じだよ」

「ああ、なるほどです。自分に無いものが欲しいって気持ち、誰にでもありますよね」

　すると、何やら少し考え込む様子を見せ。

「だったらお兄さん、今度ウチに遊びに来ませんか？」

「ウチにって……え、梔子さんの家に？」

「はい、それだったら弟たちとも遊べますし、どうでしょう！」

　ごくごく自然な感じで誘ってくれているけど、それってつまり後輩の女の子の家にお邪魔するってことだよね……!?

　いや弟さんもいるみたいだし、別に変なことを考えてる訳じゃないけども！

「弟たちも、きっと喜んでくれると思うんです。それに、朱莉ちゃんのことでまだまだ相談したいことが沢山ありますからね！」

　うぐっ、そう言われると断る理由も無い。

　……まあ、協力するって言ったのは僕の方だし、それに弟さんたちが喜んでくれるのなら。

「分かった、じゃあまた今度お邪魔しようかな」

「ホントですかっ、じゃあせっかくなのでお昼もご馳ち走そうします！　と言っても、私の作った料理でよければですけど……」

「うん、どっちも楽しみにしてるよ。梔子さんの料理が美味しいってことは、今日十分過ぎる程に分かったからね」

「ありがとうございます！　腕によりをかけて作りますからっ！」

　随分と張り切った様子を見せてくれる。

　朱莉の相談というのがメインなはずなんだけど、どうにも気合を入れている箇所が違うような……まあ、本人がそれで大丈夫ならいいんだけども。




　　　　◇




「さて、今日から本格的に文化祭へ向けて準備を進めようと思う」

　放課後。部員全員が到着するや否や、待ってましたと言わんばかりに部長──嘉樹がホワイトボードを指差しながら言葉を発した。

「あれ、今年はやらないんじゃなかったっけ？」

「いや、俺もそのつもりだったんだけどな。二学期に新しく部員が増えると思ってなかったから、朱莉ちゃんの歓迎会で今年は文化祭公演も無理かもって話をした訳だけど……この人数なら、何とかなるんじゃないかと思って」

　なるほど、確かに朱莉と嘉樹の二人ってのは厳しいだろうけど、梔子さんが加わればそれも可能になるってことか。

「知ってのとおり、ここは演劇部だ。ということは……俺たちは、出来るのであれば文化祭で演劇を発表しなければならない。でないと、何のための部活なのか分からんからな！」

「文化祭公演って、そんなに重要なものだったっけ」

「いや、まぁ確かにこの部が一番活躍する場面は文化祭だし、部長の嘉樹が張り切りたくなる気持ちも分かるけど……」

　そんな風に七海と言葉を交わしていると、それを聞いていた新入部員の梔子さんが、

「文化祭に向けて、準備ですか？」

　と、疑問を口にした。

「ああ、梔子は知らないよな。ウチの演劇部はさ、文化祭で毎年演劇をやることになってるんだ。といっても、ステージに上がって全校生徒の前でとか、そういうんじゃないから、そこは安心してくれ」

「ほら、体育館の近くに小ホールがあるでしょ？　毎年そこでやってるんだけど、大体お客さんは三十人ってところだし、そんなに緊張することも無いと思うかな……って、どうかした？」

　七海の説明を聞いていた梔子さんの表情が、若干硬くなっていた。

「あ、いいえ！　何でもないですよ！」

「そう？　それなら別にいいんだけど」

　七海の言葉を聞き、そのまま嘉樹が続ける。

「実は優介も春瀬も基本は裏方中心なんだ。流石さすがに俺と朱莉ちゃんの二人で演劇ってのも厳しいだろうし、今年は中止にしようかなって話をしていたんだよ。けど、梔子が入部してくれたおかげで、大急ぎで準備しないといけないけど今年も実施できそうだなって」

「へぇ……なるほどです」

　納得した様子の梔子さんと、いまいち表情が変わらなくて何を考えているのか分からない朱莉。

　そもそも朱莉に関しては、演劇なんて出来るんだろうか……。

「けど私、人前に立つって経験があまり無いんですけど、大丈夫ですかね……。ステージに立つのは良いんですけど、もう少し時間を掛けて慣れてからの方が良いなって……」

　梔子さんが小さく心配の声を上げる。

　まぁ確かに、人前に立つのって結構勇気いるし、今まで演劇なんて経験したこと無い人だったら余計緊張しちゃうよね。

　僕も一年生の最初は舞台に立ってたから分かる。あの独特の緊張感は、今でも味わいたくないものだ。

　……よし、アドバイスになるかは微妙なところだけど、少しだけフォローの言葉をかけておこう。

「まあでも、緊張は誰だってするものだから。実際、僕も最初はガチガチだったしね」

　その言葉を聞き、嘉樹がくっくと笑いながら、

「ああ、確かに優介のアレはめちゃくちゃ面白かったな。確か、いきなり衣装の裾を踏んでコケたんだっけか。舞台袖で見てたけど、あれは随分と笑った記憶があるぞ」

「そういえばそんなこともあったね、懐かしい」

　七海も当時のことを思い出したのか、つられるように笑い出す。

　僕にとってもあれは思い出したくない黒歴史で……。

「と、とにかく。慣れれば大丈夫だから！　それに、何かあったら僕たちもフォローするし」

「本当ですかっ！」

「う、うん。それはもちろん」

　先日と同じように、また僕の方へと身を乗り出して顔を近づけて……って、やっぱり近いから！

「……あの」

　すると、これまでずっと沈黙を続けていた朱莉が、ようやく口を開いた。

「私も、不安です」

　小さくそう呟つぶやく朱莉。

「おっと、朱莉ちゃんも不安か。まあ確かに、入部してすぐの頃はみんなそう思うよなぁ……」

「そうだね。〝二人〟のためにも何かしてあげられればいいんだけど」

　新入部員の二人が活動しやすい環境を作ってあげなきゃいけないな。何かいい手は……って。

「……む」

　何故なぜか急に、朱莉の機嫌が悪くなってしまった。何か言いたげな表情でこちらを見つめてくる。

　……え、何か変なこと言った？

「うーん、そうだな」

　と、自分の発言を振り返っていると、

「今回の主役、優介がやるか？」

　……ん？

「待って、今なんて言った？」

「いやだから、今回の主役は優介がやれば良いんじゃないか？　朱莉ちゃんも梔子さんも、優介が同じ舞台に立ってれば少しは安心出来るんじゃないかと思ったんだが」

「いや、それは──」

「それ、すごく良いですね！」

　僕の言葉を遮るように、梔子さんが嘉樹の提案に乗っかり始めた。

「お兄さんが一緒の舞台に立ってくれるなら、私頑張れる気がします！　ううん、絶対頑張れます！」

「だそうだぞ、優介！」

　だそうだぞ、と言われても……！

「いやいや、僕が最後に舞台に上がったのって一年生の時だからね！　それも、さっき話した時のことだし……できればもう、表には出ずに裏方一本でって思ってたんだけど……」

　別にあの時の失敗を引きずっているわけじゃない。

　ただ、しばらく演技なんてやってないし、今回も裏方で行く気だったから心の準備すらも出来ていない。

　そんな状態で舞台に上がっても、きっとろくなことにならないと思うんだ。

「大丈夫だって。朱莉ちゃんも梔子さんも、言ってしまえば素人だからな。変に経験積んでる俺が出るよりも、しばらく舞台から離れてた優介がやった方が逆に良いと思うぞ」

「それはそうかもしれないけど……」

　渋る僕に、隣から二人分の視線が届く。

「お願いします、お兄さん！　朱莉ちゃんとお兄さん、三人でならきっと上手うまく出来ると思うんです」

「……お兄ちゃん」

　ぐうっ……！　二人からそんな風に頼まれたら、断るわけにはいかないじゃないか……！

「……はぁ、分かったよ。今回は僕が舞台に出る。僕と朱莉と梔子さん、三人で──」

「──あ、じゃあ私も今回は舞台に上がろうかな」

「やるってことで……って、七海も!?」

　ようやく腹を括くくり、後輩二人と舞台へ上がることを決意すると、何故か裏方の七海まで表に出ると言い始めた。

「最初に一回やったきり、ずっと裏方だったけど、たまには舞台に上がるのもいいかなって。……もしかして、私が出たら邪魔？」

「いやいや、そんなことは無いよ！　ただ、どういう風の吹き回しかなって驚いただけで……」

　入部当初、七海は舞台に出るつもりは無いと言っていた。

　演劇部に入部したのも、特別演劇が好きだったからとかそういう訳じゃなく、たまたま新入生歓迎会の時に誘われて、それがキッカケでって理由だったはず。

　そのまま何故か僕まで巻き込まれて今に至るって感じだったんだけど……だからこそ、今回七海が急に演劇をやりたいと言い出したことに驚くのは当然というか。

「……だって、このまま放っておいたら。私だって……だけど」

　ぶつぶつと小声で何か呟く七海。

　ひょっとしてだけど、朱莉と梔子さんが舞台に上がるから、それに対抗して……？

「とにかく、今回は私も出るからね！　桜井も、それで良い？」

「あ、ああ……それは別に構わないけど。でも、配役はどうするんだ？　一応俺の選んでる台本は、主人公の男一人にヒロインの女の子を二人って感じなんだけど」

「……ちなみに、作中に恋愛要素はある？」

「ああ、ラストでヒロインの一人と結ばれるって話だからな」

「なるほど……」

　すると、そのやり取りを隣で見ていた梔子さんが、不意にこんなことを言い出した。

「だったら、オーディションで決めませんか？」




　　　　◇




「……どうしてこんなことになったんだろう」

　その日の放課後。
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　朱莉と七海、そして梔子さんの三人はそれぞれ準備がしたいと学校へ残り、僕と嘉樹は二人、先に下校をすることとなった。

「確かに、梔子があんなことを言い出すとは思わなかったな」

　結局、梔子さんの提案した通り、オーディションによって配役を決めることとなった。それも、来週にはもう行ってしまおうということで話がまとまったのだ。

　みんな演技に関してはほぼ素人だし、流石さすがに急なんじゃないかと思ったが、

『文化祭まで時間が無いことを考えると、一日でも早い方が良いんじゃないですか』

　と言われれば、確かにと納得するほかない。

　まあ三人の実力を考えれば、そんなに差は生まれないと思うけど……。

「けど、俺としては積極的に色々と提案してくれるのは嬉うれしいけどな。それだけやる気があるんだって感じられるし」

「……そうポジティブに考えられる嘉樹がちょっとだけ羨ましいよ」

　少しだけ嫌いや味みな言い方をすると、ハハッと嘉樹は笑いながら。

「ま、というのは部長としての立場での発言だ。本音を言うとな、今回の件に関しては当事者でも何でもないから気楽に見ていられるっていうか……正直ちょっとだけ楽しみにしているくらいだ」

　……はぁ、この立場を変わって欲しい。

　とはいえ、嘉樹に文句を言ったところでどうすることも出来ないので、ひとまずは諦め話題を元に戻す。

「どう思う、オーディションのこと？」

「どうって？」

「いや、誰が結局舞台に上がることになるかなって。嘉樹はその辺りどう考えてるの？」

「んー、そうだな。正直言って全員の実力を知らないからなんとも言えんな。朱莉ちゃんも梔子も、二人が演技してるところをまだ見てないし」

　そういえば、二人が入部してからまだ一度も演劇の練習していなかったっけ。

　夏休みも基本的にはみんな集まって適当に台本読んだりしてただけだし……あれ、ひょっとしてウチの部活って結構適当なのでは？

　と、僕の考えていたことを表情から読み取ったのか、

「もちろん、そろそろ本格的に練習はやる予定だから安心してくれ。ひとまず演目が決まらないことには何も話が進まなかったからな」

「いや、別になにも言ってないけど……」

　心の声を読み取るのは止やめて欲しい。

「ま、オーディションを楽しみにしようぜ。みんながどんな実力なのか、ちょうど見極められそうだしな。案外、朱莉ちゃんとか演技上手いんじゃないか？」

「朱莉が？」

「別に根拠は無いけど、何となくそう思うんだよ。もちろん俺が勝手に思ってるだけだから、実際はどうか知らんが」

　うーん、朱莉が演技か。

　ちょっと想像はつかないけど、ひょっとしたら物もの凄すごい実力を秘めていたり……いや、どうだろうな。

「後は、今回の公演は去年と違ってちょっと大変かもしれないな」

「え？　どういうこと？」

「いやさ、朱莉ちゃんが入部しただろ？　もしかしたら、それ目当ての客がドッと押し寄せてくるかもなって」

「ああ……確かに、それは考えていなかった」

「部長の俺としては、確かに一人でも多くの生徒が見に来てくれた方がやりがいもあるけどさ、今回は新入部員が二人もいるからな。ちょっとだけ心配だな」

　嘉樹の心配は尤もつともだった。

　すっかり忘れていたけど、朱莉が演劇部に入部したことを、朱莉ファンクラブの面々は既に知っているはず。

　なら、今度の文化祭公演に朱莉目当ての客が大勢来ても不思議じゃない。

　学園の男子の三分の一が朱莉ファンだって聞いたことあるけど、もしそれが事実なら……例年の数倍は観客がいる可能性だって大いに考えられるわけで。

「あとは、梔子も朱莉ちゃんに負けず劣らずって感じだしな。それに、あの性格だったら絶対男子の中で人気者だろうよ」

「そうだね、朱莉とは真逆のタイプだし、ひょっとしたらクラス内で人気を二分してたりするかも……そうなると」

「ああ、今年の舞台はちょっとばかし気合を入れないといけないかもな。それに、優介の場合は色々気をつけなきゃいけないこともありそうだし」

「僕が？」

「そりゃお前、それだけ人気の二人に加えて、春瀬まで登場する始末だからな。あれで春瀬も結構人気あるし、そんな三人の誰かと一緒に舞台に上がるなんて……なあ」

　なあ、と言われてもって感じだけど……確かに言いたいことは分かる。

　三人それぞれにファンがいたとして、下手すればその全員から批難を食らう可能性だってあるわけで……。

「……ねえ、嘉樹。僕と変わってくれない？　何だか色々な意味で不安になってきたんだけど」

「それはな、無理な相談ってやつだ。どうやらあの三人は〝優介〟だから舞台に上がってくれるみたいだしな」

　嫌な笑みを浮かべる嘉樹。

　今の状況について詳しく説明はしていないが、ある程度察してはいるのだろう。

「……一つだけ聞いて良い？　嘉樹はさ、どこまで気づいてるの？」

「さあな、何のことかさっぱりだ」

　その口ぶりは、なんともあからさまなものであった。







「何だか騒がしいな」

　駅に到着しホームへと足を運ぶと、ふと周りの喧けん騒そうが耳に入った。元々この時間帯は学生の利用が多く騒がしい所ではあるが、それにしてはちょっとうるさ過ぎるというか……やけに女の子の声が響いているような。

「確かに、何かあったのかな」

　辺りを見回す。叫び声や悲鳴といった声ではないので、何か事件が起こった感じでもなさそうだけど。

「優介、多分あれだ」

　嘉樹が指を差す。ふと辺りを見回すと、どうも周りの女子生徒の視線もそちらへ集まっている様子だ。

　その視線の先に見えた人影、あれは……。

「確か、山やま本もと先輩だっけ」

　そこにいたのは、山本太た市いち先輩。ルックスも良くスポーツも万能、女子生徒の憧れの的とはよく言ったもので、このざわつきようからそれもよく分かる。

　ただ、個人的には今一番、顔を合わせたくなかった相手だったり。

「なるほど、山本先輩とそのファン御一行ってところか。あの人、校内でかなり人気者だからなぁ……って、優介どうかしたか？」

「いや、別に何も無いよ」

　何も無いわけではない。だが、それは嘉樹には関係の無いことだ。余計なことを言って、変に心配させるのも良くないし……とりあえずは黙っておこう。

　僕が山本先輩と最後に会ったのは、夏休み前に七海たちと行ったアウトレットモール。朱莉に絡んでいた先輩に啖たん呵かを切って、結局中途半端なまま終わったあの日だ。

　あの後、朱莉が部活に入部したりと色々あったからすっかり忘れてたけど、そういえば僕は先輩とあまり良い関係って訳じゃないんだよなぁ……。

　とはいえ、元々知り合いっていう訳でもないし、向こうがまだあの時のことを覚えているのか怪しいところではあるけど。それに、あれも夏休み前のことだし、今更どうこうってのは無いと思いたいが。

　出来ればこのまま何事もなく卒業を迎えて欲しいというのが本音だ。

「そういえば、朱莉ちゃんってあの先輩から告白されたとかって話あったよな」

「あーうん。一学期のことだけどね」

　そういえば、その事で嘉樹や七海からイジられたりもしたっけ。

「今思うと、中々大それたことをしてるよな。下手すれば、あそこにいる女子全員を敵に回してもおかしくないだろうよ」

　嘉樹の言うことは尤もだ。

　あれだけの人気を誇る山本先輩からの告白を、実質二度も断っているわけだし、一回目の方に関しては学園でもそこそこ噂うわさになってたみたいだからね。

　クラスでの朱莉の様子を知らないから心配ではあるけど……まぁ朱莉だし、多分大丈夫だろう。

「ま、恨みがあるにしてもそうそう何もしてこないとは思うけどな。山本先輩と同じで、朱莉ちゃんにも味方は大勢いるだろうし。……っと、そろそろ電車が来る時間だな」

　そう言うと、嘉樹は特に気にする様子もなく電車へと向かった。

　うーん、ちょっと心配しすぎだったかな。

　もし僕や朱莉に対して思うところがあったとしても、こんな人の多いところでは何もしてこないだろう。それに今までも先輩から接触があったわけじゃないし、僕が気にしすぎているだけなのかもしれない。

　とりあえず一旦悩む事を止め、嘉樹に続いて車内へと向かう。この電車を逃したら次は三十分後だし、早めに乗らないと……。

　と、そんなことを考えながら、入り口近くに居座っていた山本先輩の前を横切った瞬間。

「──ハッ」

　チラッと僕を一いち瞥べつし、先輩が小さく笑った。

　……そんな気がした。
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「ねえ知ってる？　並なみ木きさんの話」

「あー、聞いた聞いた。ビックリだよねー」

「なんか私ショックだなー。並木さんってそういうタイプには見えなかったからさ」

「ま、人は見かけによらないってことだよね」

「何て言うの？　完璧美少女も、実は中身は完璧じゃなかった！　みたいな」

「あるある。ああいう子に限って、見かけだけってパターンね」




　……何かおかしい。




「それにしても、もう随分と噂になってるみたいだけど」

「あー、他の学年の間でも話題になってるらしいよ」

「まぁ山やま本もと先輩は三年生だしね、当然といえば当然だよね」




　私──並木朱あか莉りが学校に着いて、最初に感じたのは小さな違和感だった。

「……」

　普段であれば、私が教室に着くや否や、クラスメイトがこぞって挨拶に来ていた。男子も女子も関係無く、毎朝飽きずに「おはようございます」と一言交わすのがもはや日課となっている。

　だが、今日はそれが一切無い。

　それどころか、クラスメイトはどこかバツの悪い表情を浮かべ、やけに私から距離を取っている……気がする。

　もしかすると、単なる気のせいかもしれない。

　元々クラスメイトなんて興味も無いし、前からこんな感じだったと言われたら、そうだったのかと納得できる程度にはどうでも良いんだけど……。

　──そう思っていると。

「ねえ、並木さん」

　今日初めて、クラスメイトから声を掛けられた。

　名前は……えっと。

「噂のこと聞いたんだけど、あれ本当なの？」

　噂？　何のことだろう。

　全く身に覚えの無い話を振られ、回答に困る。

　すると、そんな私の態度が気に食わなかったのか、急に顔を真っ赤にしながら。

「とぼけないで！　並木さんが……その、山本先輩と付き合ってるのに別の男と浮気したって……！」

　……は？

「それから、付き合ってる間も山本先輩に随分と酷ひどいことしてたって……！　それ、本当なの!?」

　あまりにも突拍子もない話に、何も言葉が出てこない。

　浮気も何も、私が付き合う相手なんてお兄ちゃんしかあり得ないし……そもそも山本先輩って、誰？

「学校中で噂になってるんだよ！　並木さんが酷い女だって、みんな言ってるんだから！」

　私がこれといって反論もしないからか、どんどんヒートアップしていく。

　その後も、山本先輩とやらに貢がせているだの暴力を振るっているだの、全く身に覚えの無い話題が次々と出てくるので、流石さすがに私もあまりのバカらしさに若干面倒臭さを感じてきた。

「ちょっと男子から人気があるからって、調子に乗るのもいい加減にしてよ！」

「そうそう、前から思ってたけど──」

　そんなことを考えていると、気がつけば私を囲むように女子生徒が数人やってきて、各々好き放題言い始めていた。

　よくもまぁ、次から次へと話題が尽きないなと感心してしまう程だ。




〝キーンコーンカーンコーン〟




　と、そうこうしているうちに予鈴が鳴り響いた。

「おーい、お前ら席に着けよ」

　担任教師が、こちらに向かって声を掛けてくる。それを聞き、私のもとへ集っていた女子生徒たちが、散り散りに自分の席へと戻っていった。

「よし、じゃあ朝のホームルーム始めるぞー」

　相変わらず、教室の空気がおかしい。

　そして、あちこちから悪意のこもった視線を感じる。人から見られるのは慣れているけど、こんな悪意むき出しのものは初めてだから、気にするなと言う方が無理だ。

　ただ、おかげで朝から感じていた違和感の正体がようやく分かった。

　どうやら今、この学校で私に関する噂が流れているらしい。それも、良くない方面の噂。

　話を聞くに、私が山本とかいう男と付き合っていて、その相手に酷いことをした……って感じらしい。

　山本……何だか聞いたことがあるような気もするんだけど、そもそも私がその程度の認識ってことは、さほど重要な人じゃなさそうだ。

　余計な噂が流れるのはちょっとだけ面倒だけど、元々考えていたあの計画を実行することが出来なくなった今、学校で私がどんな評価を受けようとあまり関係が無い。

　むしろこの噂が流れることで、一学期から続いている男子生徒からの告白が減るのであれば、逆にラッキーなんじゃないかとも思う。




　正直、お兄ちゃん以外の人にどう思われようと別にどうでもいいし。




　……ただ、私は別にいいんだけど、もしお兄ちゃんに何かあったら。

　私が部活動に入ったお陰で、お兄ちゃんと私が兄きよう妹だいだってことが知られてしまう可能性が高い。今までは距離を取っていたから、そんな心配をする必要も無かったけど……もしこの噂を聞いて、お兄ちゃんに何かしらの危害を加えようとする人が現れたとしたら。




　それは、我慢出来ないかな？




　　　　◇




「ん、メールだ」

　学校から帰宅した私──並木朱莉は、鞄かばんに入れていたスマートフォンを起動すると、知らないアドレスから連絡が来ていたことに気づいた。

　珍しいな、私にメールなんて。

　入学当初、次から次へと連絡先交換を求められ、応じるがままに対応した結果、毎日何十通ものメールが届くようになったのを思い出す。

　あの時は基本的に全ての連絡を無視していたけど、段々うっとうしくなってアドレスを変えたんだっけ。

　それ以来、誰かから連絡が来ることは滅めつ多たに無く、お兄ちゃんとやり取りするのもラインで事足りてて、精々メールをする相手と言えばお母さんくらいだったんだけど……このアドレス、誰だろう。

　最近の噂絡みで迷惑メールでも届いたか、そんな予想を立て画面を起動すると。

『こんにちは、朱莉ちゃん。春はる瀬せ七なな海みです』

「……え？」

　思わず声が漏れる。

　そのメールは、全く予想外の人物からであった。

『アドレスは優ゆう介すけから聞きました。今回は、ちょっと朱莉ちゃんに相談したいことがあって連絡しました』

　相談？　私に？

『とりあえずメールじゃあれなので、ラズベリーまで来てもらっても良いかな？　直接話したいことがあるの』

　ラズベリーというと、近所の喫茶店のことだ。

　そんな場所に呼び出して、私に話したいこと？

『私も、今から向かうから』

　メールはそこで終わっていた。

「……どういうつもりなんだろう」

　部活動で毎日のように顔を合わせてはいるが、私は特に春瀬さんに話したい用事なんて持ち合わせていない。言いたいことがあるとすれば、お兄ちゃんに近づかないで欲しいってことくらいだ。

　それに、いくら同じ部員同士とはいえ、私たちは互いに仲良くする気なんて全く無いはず。

　少なくとも、私はそのつもりだ。

　私たちの関係は、前と何一つ変化なんて無い。互いにお兄ちゃんを巡る相手であると同時に、互いのことを心底嫌っているはず。

　そんな相手に、相談したいことがあるなんて……。

「十中八九お兄ちゃん絡みだとは思うけど……」

　とにかく、直接会って話をしないことには分からない。

　あまり気乗りはしないけど……行くしかないのかな。




　　　　◇




　一旦制服から着替え、待ち合わせ場所の喫茶店へとたどり着いた。

　店内をぐるっと見回してみたが、待ち合わせ相手はまだ来ていない様子。

「いらっしゃいませ。お一人様ですか？」

「あ、いえ……後から一人来ます」

「かしこまりました。では、先にご案内させていただきます」

　店員さんに連れられるまま指定された場所に腰掛け待つこと十五分、ようやく件くだんの相手が到着した。

「ゴメンね、お待たせ」

「……いえ、別に」

　どのような反応を取って良いのか分からず、思わず警戒してしまう。

　仮にも一度やりあった相手だ。何をしてくるか……。

「大丈夫、今日は喧けん嘩かをしにきたんじゃないから」

「……そうですか」

　そう宥なだめられ、警戒心を少し緩める。

「来てくれないかと思った」

「……本当は来たくなかったですけど、多分お兄ちゃん絡みのことだと思ったので」

「正解。って、まぁそれしかないよね」

　むしろ他の用事だったら怖いくらいだ。

「ねえ朱莉ちゃん。一つ聞きたいことがあるんだけど」

「……何ですか？」

「梔子くちなしさんって、どんな子なのか分かる？」

「梔子さん……ですか？」

　そう聞き返しながらも、やはりその話題かという気持ちであった。

　ここ最近、お兄ちゃんと彼女──梔子楓かえでとの距離が近すぎるのはずっと気になっていた。ずっと連絡を取り合ってるみたいだし、おとといも一緒に出かけていたみたいだし、それに昨日なんかお弁当を作ってきていたのも知っている。

　──本当なら、私が作ってきてあげたかったのに。

「私の知ってる情報なんて、春瀬さんと大して変わらないと思いますよ。クラスメイトとはいえ、部活以外では関わりがほとんど無いので」

　そう、実のところ私も彼女のことをよく知らないのだ。

　突然現れて、いきなり部活動にまで押しかけてきて……それに、彼女は私と仲良くなりたいなんてことを言っていたけど、それも何だか疑わしい。

　そもそも、私と梔子さんは一学期に接点なんて一つも無かったはず。

　元々お兄ちゃん以外の人間に興味が無いし、単に私が覚えていないだけって可能性もあるけど……それにしても、接点があれば顔くらいは記憶しててもおかしくないと思う。

　そんな、全く関わりの無かった相手といきなり仲良くしたいと思うものなのだろうか。

「私ね、どうしても梔子さんに違和感を覚えてるんだ」

「違和感？」

「そ、違和感。まず一つ目に、どうして演劇部に入部したのかってところね。ウチの学校は、別に部活動に入部しなきゃいけない決まりなんて無い。それなのに、どうして急に演劇部に入ろうと思ったのかなって」

「確か、前から演劇に興味があったとか言ってましたよね。それと、私と仲良くなりたいとかなんとかって……」

　入部してすぐの挨拶で、そんなことを口にしていたはず。

「でも、前から興味があったなら一学期に入部すれば良くない？　もしかしたら、夏休みに何かキッカケがあったのかもしれないけど……それにしたって、随分とタイミングが良いなって思ったのよね」

「……そうですね、けど別におかしな話ではないと思います。私だって、理由はどうあれ夏休みにいきなり入部しましたから」

「そうね、だからこれはあくまで違和感の一つに過ぎないの。問題はもう一つの違和感。梔子さんが、朱莉ちゃんと仲良くしようって意思が、全く感じられないってところ」

「私、ですか？」

「自分でも気づかない？　彼女、朱莉ちゃんと仲良くしたいって最初に言ってた割に、そこまで積極的に行動を起こしていないんじゃない？」

「それは……」

　確かに、春瀬さんの言う通りだ。

　入部当初、向こうからラインの交換をしようと言ってきた割に、一度も連絡を取り合った記憶が無い。

　それに、クラスでも全然話しかけてこようとしないし、むしろ私よりもお兄ちゃんと喋しやべっている回数の方がよっぽど多くて……お兄ちゃん？

「私ね、梔子さんの目的は優介なんじゃないかと思うの。朱莉ちゃんと仲良くしたいってのも、優介に近づくための方便なのかなって」

「……かも、しれないです」

　そう考えると、春瀬さんの言う二つの違和感も答えが出てくる。




　梔子楓──彼女の目的は、お兄ちゃん？




「……一つ、聞いてもいいですか？」

「ん？」

「どうして今日、私を呼んだんですか？」

　それだけが、どうしても解せなかった。

　いざこざがあったのは数ヶ月前とはいえ、仮にも一度本気でやり合った相手。今でこそこうして平静を装っていられるが、互いに一歩間違えればまた以前のようになってもおかしくはない。

　だが、春瀬七海という女性からは、それを気にする素振りが全く見えない。

「それはね、協力して欲しいと思ったからだよ」

「……協力？」

「そ、協力。一緒に優介を守ろうって話」

「……話が見えてこないんですけど」

「んー、そうだね。簡単に説明すると、私たちが互いに情報を共有し合おうって話。朱莉ちゃんは自宅での優介の様子を知ってるけど、学校での姿はあんまり知らないでしょ？」

　確かに、最近は制服に盗聴器を仕掛けることも難しくなったので、学校でのお兄ちゃんのことはあまり知らない。

「逆に私はさ、優介が自宅で何をしてるとか、全然知らないんだよね。あの一件以来、優介の部屋には入ってないし」

「……つまり、互いの知らないことを教えあうってことですか？」

「まあ、そういうことかな。とりあえず期間は、この問題が解決するまでってことで」

　……なるほど、だから私をこうして呼び出したのか。

　あの一件以来、私もお兄ちゃんに仕掛けるカメラや盗聴器は最小限に抑えてて、以前のように全てを把握することが難しくなっていた。

　だから休日に梔子楓と出かけたのも、結局は見過ごすことになって。

　……しかし、この申し出を受けるということは、春瀬さんと協力をしなければならないということ。

　仮にも春瀬さんとは、お兄ちゃんを巡って険悪な仲。そんな相手と協力するなんて……。

　と、悩んでいると。

「じゃあ、こういうのはどう？　優介ね、今週の日曜日も梔子さんと会うらしいの。来週のオーディションに向けて一緒に練習するんだって」

「日曜日ですか？」

　それは初耳だった。

「だからさ、まずはこの日だけでも協力してみない？　一応、私も彼女について色々と調べてみようとは思ってるけど」

　正直、物もの凄すごく悩む。

　春瀬さんと協力したいとは思わないけど、けどお兄ちゃんたちをこのまま放っておくわけにもいかないし。

　私がもっと行動できればそんな必要も無いんだけど、しばらくは盗撮や盗聴も出来る限りは控えて、部屋に設置しているカメラだけにしようと決めたばかり。もしお兄ちゃんのことを尾行しているのがバレたら、結局は振り出しだ。

　……仕方ないか。

「分かりました、まずは日曜日だけ協力します。その後のことは……また考えます」
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「よし、じゃあ交渉成立ってことで。……ああ、それと」

　言いながら、こちらをジッと見つめ。

「オーディション、やるからには負ける気なんてないからね。協力するっていっても、そこは変わらないから」

　そう言い残して、先に喫茶店を出て行った。

　あの頃からは考えられないが、こうして手を組むことになった私たち。

　流石さすがに全てを信用するわけにはいかないが……お兄ちゃんが絡んでいるとなると、恐らく向こうも下手な行動は出来ないはず。

　ひとまず、この問題を解決させるまでは、一時休戦だ。







[image: 第三章　朱莉の噂]







『今週の日曜日、私の練習に付き合ってくれませんか？』

　文化祭公演のためのオーディションを数日後に控えた日曜日。

　梔子くちなしさんから演劇の練習相手として付き合って欲しいと頼まれ、普段部活動で使用している学校の多目的教室へとやって来た。

「あ、お兄さん！　こんにちは！」

　教室のドアを開けると、先に到着していた梔子さんが迎え入れてくれた。

「あれ、もう来てたんだ。集合十五分前だから、てっきり僕の方が早く着くと思ったんだけど」

「はいっ！　お兄さんと一緒に練習できると思うと嬉うれしくって、早く来ちゃいました」

　えへへ、と笑いながら、そんなことを口にする梔子さん。

　そう思ってくれるのはすごく嬉しいんだけど……思わず勘違いしちゃいそうだから、なるべく気をつけて欲しいとも思う。ただでさえ、この広々とした部屋の中で、僕と梔子さんの二人きりなんだし。

　僕は梔子さんのことをそういう目で見ていないし、別に変なことが起こるって訳でもないんだけど……彼女は、もう少し危機感というものを持った方が良いのではないだろうか。

　まぁ、これは余計なお世話かな。

「えーっと、それで今日はオーディションに向けた練習がしたいってことだったよね」

「そうなんです。私、今まで演劇なんてしたことが無かったから凄く不安で……一応は一人で練習してみたんですけど、やっぱり相手がいないと中々イメージがつきにくいなって」

「なるほど。確かに、一人の練習は限界があるよね」

　確か、先輩たちや嘉よし樹きも似たようなことを言ってたと思う。

　部員の誰かが休みの時に、相手がいないと練習が捗はかどらないなんて言われて、自分が代役で練習に参加したこともあったっけ。

「すみません、せっかくのお休みなのに私の練習に付き合わせることになっちゃって……」

「いやいや、むしろ誘ってもらえてちょうど良かったくらいだよ。みんなはオーディションの結果次第だけど、僕は出演が決定してるからね……。だったら、今のうちから練習しておかないと」

　何しろ、ずっと裏方だったからなぁ。

　久しぶりに舞台へ出て、また派手に失敗してしまうんじゃないかと心配もしていたし、ちょうど良かった。

「えーっと、それじゃ早速だけど始めようか。とりあえずオーディションで──」

〝コンコンッ〟

　演じるシーンの練習からやろう。

　そう伝えている途中、突然教室のドアを誰かがノックする音が聞こえてきた。

「あれ、先生かな？」

　一応、今日この教室を使う許可は貰もらっているはずだけど……もしかしたら、別の先生かな。

〝コンコンッ〟

　おっと、二度目のノックだ。早く対応しないと。

「はい、どうかしましたｋ──」

「あれ、お兄ちゃん。ここで何してるの？」

　ドアを開き、教室の外へ顔を出すと……見慣れた姿が、目に飛び込んできた。

「あ、朱莉？　一体どうしたの？」

「私は、春はる瀬せさんと一緒にオーディションに向けて自主練習をしようと思ってここに来たんだけど……偶然だね、お兄ちゃん」

　偶然…………って、本当に偶然なのか!?

　別に朱莉のことを疑っているわけじゃないけど、休日の学校で偶然出会うなんてことがそうあるだろうか。いや、無いだろう。

　それに春瀬さんと一緒にって……え？

「って、七なな海みと一緒に!?」

　視線を移すと、朱莉のすぐ後ろに見覚えのある姿が。

　ひらひらとこちらに手を振っている彼女は……僕の幼おさな馴な染じみ、春瀬七海で間違いない。

「あれ、優ゆう介すけも来てたんだ。偶然ね」

　……ど、どうなってるんだ。

　あの朱莉と七海が、一緒に練習？

　一体何がどうなれば、そんな展開になるのか教えて欲しい。

「この間朱莉ちゃんのアドレスを教えてもらったでしょ。あれ、実は今日の練習に朱莉ちゃんを誘うためだったんだ」

「そういえば、ちょっと前に教えたっけ」

　先週のこと。急に七海から「朱莉のメールアドレスを教えて欲しい」なんてお願いをされて、一体どういう風の吹き回しだろうとビックリしながらも、連絡先を渡したのを思い出す。

　その時は、別に変なことにはならないだろうと思っていたんだけど……早速起きたよ、変なこと！

「あれ、朱莉ちゃんだ！　それに、春瀬先輩もこんにちは！」

　僕らが教室の外で会話をしていると、様子を窺うかがいに梔子さんがこちらへとやって来た。

「……どうも」

「こんにちは、梔子さん」

　朱莉の態度が露骨に悪くなる。つい五秒くらい前まで普通に会話していたはずでは。あまりにもテンションが下がりすぎじゃないですかね!?

「優介、梔子さんと一緒だったんだ」

「あ、えっと……」

　思わず言葉に詰まってしまう。別に悪いことをしていたわけではないんだけど、一応は二人もオーディションに出るわけだし、梔子さんだけ特別に練習に付き合っていたなんていうのは、ちょっとだけ不公平な感じがする。

　……それに、二人きりだったというのもあるけど。

「実は、お兄さんに演劇の練習を付き合ってもらってたんです。もうすぐオーディションだし、私は演劇部に入部したばかりで素人なので……」

　と、言葉に悩んでいると、梔子さんが状況を説明してくれた。

「へえ、二人きりで？」

「はいっ！　二人きりです！」

　……そ、そこはあまり強調しなくてもいいんじゃないかな。

「ふうん……ちなみに、もう練習は終わったの？」

「ああ、それは今から──」

「──練習ならついさっき終わりましたよ。今からは、お兄さんと二人で一緒に遊ぶ約束になってます！」

　……えっ!?

「ですよね、お兄さん？　ほら、前に言ったじゃないですか。ウチに遊びに来てくれるって」

「ええっと……確かにそれは言ったけど……」

　それは、また今度って話じゃなかったっけ！

　それに練習もまだ一分もしてないよ!?

「そういうことなので、私たちは先に失礼しますね！　お二人はごゆっくり練習をどうぞ！　朱莉ちゃん、また明日学校でね」

　そう言いながら、僕の手を引っ張り教室を出て行く。

　何がなにやら。今の状況についていけない僕は、連れて行かれるままに、彼女の後を付いていくことしか出来なかった。







「あの、梔子さん……？」

「どうしたんですか？」

「いや、それはこっちの台詞せりふというか……どうしたの急に？　今から練習をしようってところだったのに、いきなり家へ行こうだなんて……」

　教室を後にし、気がつけば校舎の外まで足を運んでいた。

　滞在時間わずか十分程度。まさかこんなに早く下校することになるとは思わなかった。

「だって……だったから」

「え？　何か言った──」

「だって、先輩と二人で一緒に練習がしたかったから」

　まっすぐな視線をこちらに向けて、ハッキリとした口調でそう告げる。

　ただ、それも一瞬のこと。すぐにいつもの表情に戻り、

「なんて、言ってみただけです。ビックリしました？」

「あ、えっと……」

　すぐにおどけた態度を見せる梔子さん。

　彼女の表情に、言葉に、ビックリしなかったといえば噓うそになる。

　いつも見せるものと、あまりにも違いすぎたから。

「あ、お兄さんと二人で練習したかったのは本当ですよ。だってその方が、朱莉ちゃんや春瀬先輩に差をつけられるじゃないですか。だからわざと練習は終わって、今から遊ぶなんて噓ついたんです」

「な、なるほど」

「あれあれ、お兄さんもしかして別の意味で捉えちゃったりしました？」

「そういうわけではないんだけど……あはは」

　むしろ今までの態度を考えて、これを別の意味で捉えない男性など存在するのだろうか。

　今までも、もしかしたらと思うことは多々あった。

　いや、こんなにも露骨にアピールされて、そう思わない方が不思議というくらいまであったけど……駄目だ、やっぱり梔子さんが何を考えているのかなんて、僕にはさっぱり分からない。

「とりあえず、私の家に行きましょ！　演劇の練習なら私の部屋でも出来ますからね！」

　そう言いながら、またも僕の手を引っ張り先頭を歩く梔子さん。

　繫つながれた右手を振りほどくことは、僕には出来なかった。







「じゃーん、ここが私の家です！」

　大きな白い一軒家。表札には『梔子』と書かれている。

「……結局、流されるままに来てしまった」

「お兄さん？　何か言いましたか？」

「ああ、いや」

　本人が良いと言ってるわけだし、別に悪いことをしようとしてるわけでもないんだから気にする必要は無いと思うけど、それにしてもやっぱり後輩の、それも女の子の家にお邪魔するというのは、これはもう意識せざるを得ない状況なわけで。

「ささ、入ってください」

　促されるまま、玄関へと足を踏み入れる。

　どうにも人の気配がしないんだけど、もしかして。

「あれ、誰もいないみたいです。弟たちも、遊びに行ってるのかな？」

　やっぱりそのパターンか！

「ま、その方が気兼ねなく練習できていいですよね。それじゃ、私の部屋に行きましょ！」

　せめて……せめて弟さんたちがいてくれれば。

　後輩の家、それも女の子の部屋に二人きりというシチュエーション。もしこの場面を朱莉や七海に知られたら、僕は一体どうなってしまうんだろう。

　いや、僕がというより、二人がどうなってしまうんだろうか。

　たとえ僕にその気が無かったとしても、この状況がよくない。

　それに、この後遊びに行くとだけ言い残してあの場を去ったわけだけど……いま思えば、ビックリするくらい怪しいし、帰ったら絶対朱莉には色々聞かれるだろうな。

「お邪魔します……」

　案内された部屋に入ると、いかにも〝女の子〟という感じのオシャレな内装をしていた。朱莉の部屋とも、七海の部屋とも違う……何だろう、この居心地の悪さ。こんなふわふわした空間にいてもいいんだろうかと思ってしまうほど、自分とは正反対の世界だ。

　そもそも僕が入った女の子の部屋なんて、無駄なものを置きたがらないから、基本的にシンプルなレイアウトの朱莉の部屋と、あと七海の部屋……おっと、変なことを思い出しそうだ。これ以上は考えるのを止やめておこう。

　あの写真、全部外してくれてると良いんだけど……。

「あっ、お茶入れてきますね！　麦茶で大丈夫ですか？」

「うん、お構いなく。わざわざありがとう」

　そう言い残し、部屋を出て行く。

　……こう、慣れない場所で一人になるのって、落ち着かなくて嫌だな。

　ベッド、クローゼット、本棚。あまり女の子の部屋をジロジロと見るもんじゃないってのは分かってるんだけど、どこに視線を向ければ良いんだろうか……っと、これは。

　机の上に置かれた、笑顔でピースをしている女の子二人の写真が目に入る。

　一人は恐らく梔子さんだろう。今と違って髪が短いけど、何となく面影が見て取れた。

　もう一人は……友達かな？

「お待たせしました……って、どうしたんですか？　お兄さん」

「ああ、ゴメン。ジロジロと部屋を見るつもりは無かったんだけど、机の上の写真に思わず目が行っちゃって」

「写真……ああ、これですか」

「うん、随分と楽しそうだなって。これは梔子さんと、友達？」

「そうです。これは中学生の時、静しず香か──私の親友と、一緒に遊園地に行った時の写真ですね」

　そう語る梔子さんだったが、どういう訳か急に声のトーンが下がった。表情には、いつも見せてくれるような笑顔は無く、どこか暗い……いや、何だろう。もしかすると、聞いちゃいけないことを聞いてしまったのかも。

「ゴメン、何か気に障るようなことを聞いたかな？」

「いえ、大丈夫ですよ。別に何でもありませんからっ！」

　そう言いながら、梔子さんはその『静香』という女性のことを僕に教えてくれた。

「静香は、私の小学校からの友達なんです。昔、引っ込み思案で友達が出来なかった私に、声をかけてくれたのが静香だったんです」

「引っ込み思案……梔子さんが？」

「そうですよ。といっても、昔の話ですけどね。今は全然そんなこと無くって、むしろ私の方がうるさいくらいですけど」

　想像もつかない、小さい頃の梔子さんの姿。

　こうして喋しやべっているから余計、彼女がそんな性格だったなんて思いもしなかった。

「私にとって、静香はかけがえのない親友なんです。静香がいなかったら、きっと私は今みたいに楽しい毎日を送れていなかっただろうなって」

　きっと、心の底からの言葉なんだと思う。

　彼女にとって、とても大切な存在なのは間違いない。そう思ってしまうほど、言葉に重みのようなものが込められていた。

「さて、お話はこの辺にして練習しましょうか！　オーディションまで時間がありませんからね！」

　しんみりとした空気を一変するように、パッと明るい声で台本を取り出した梔子さん。

　どうやらいつもの彼女に戻ったみたいだ。

「えーっと……まずはここのシーンなんですけど」

「どれどれ」

　よし、今日はとことん練習に付き合ってあげるか。







「……よし、こんなものかな？」

「そうですね、一応ここまでが私の演じる箇所なので！」

　一時間ほど経たっただろうか。何度か読みあわせをしたり、実際に動きを付けながら練習をしていると、あっという間にこんな時間になっていた。

「それにしても梔子さん、本当にこのシーンでよかったの？」

「はい、このシーンが一番演じやすいなって。素すの自分をアピール出来るといいますか、何といいますか」

　本編の中で、自分の好きなシーンを選んで演じるという今回のオーディション。

　梔子さんが選んだのは、何気ないデートシーンの一幕で。

「そっか、まぁ自分がやりやすいのが一番だと思うよ。それに、初めてとは思えないほど上手だったしね」

「本当ですか？」

「もちろん。むしろビックリしたくらいだからね」

　本当、初めてでこんなにもこなしてしまう梔子さんには驚かされた。

　これなら、そんなに急いで練習する必要も無かったんじゃないかなと思うほどに。

「あ、けどここのシーンがちょっとだけ不安なんです」

「不安？　特に問題は無かったと思うけど、どのシーンだろう……」

　梔子さんが指差した箇所を見ると、ヒロインが主人公と公園のベンチで手を繫ぐというシーンだった。

「今って、あくまで手は繫ぐフリじゃないですか？」

「そうだね。いくら演劇とはいっても、流石さすがに本当に手を繫ぐってのもあれだろうし……」

「けど、それって何だかリアリティが無いなって思うんです。ここのシーンは結構大事だと思うし……そうだ！」

　すると、何か思いついたように。

「お兄さん、ちょっとここに座って練習してみませんか？」

「ここにって……ベッドに？」

「はいっ、私は別に気にしないので大丈夫ですよ！」

　……まあ、本人が良いって言うなら。

「それじゃ、失礼します」

　促されるままベッドへ腰掛けると、すぐ隣に梔子さんも座って。

「このシーン、せっかくなので腕を組んでみるってのはどうですか？」

「腕をって……ええっ!?」

　手を繫ぐことすらどうなんだという話になっているのに、どうして腕を組むって提案になるんだ!?

「まぁ、一回試してみましょうよ。やってみて、違うなって思えば止めれば良いんですから」

「いや、試すも何も──」

「えいっ！」

　必死に断ろうとするも、時既に遅し。

　突然ギュッと僕の腕を抱き、ふんわりと甘い香りと、腕から感じる柔らかい感触が徐々に脳へと伝わってきて……ヤバイ、劇の練習とはいえ、この状況は。

　すると、梔子さんが少しだけ上目遣いでこちらを見つめ。

「──お兄さん、私と付き合ってくれませんか？」

「……んん!?」

　劇の練習だったはずなのに、突然何を言い出すんだ梔子さんは!?

　唐突過ぎる言葉に、思わずむせてしまう。

「だ、大丈夫ですか!?」

「ゲホッ、ゲホッ……だ、大丈夫」

　あまりにも脈絡が無さ過ぎて……って訳でもないのかもしれないけど、それでも急にそんなことを言い出すなんて、一体……。

「私、お兄さんのことずっと気になってたんです」

「僕を？」

「はい、夏休みに花火大会で出会った時から、ずっと」

　一体僕のどこを気に入ることがあろうか。そんな疑問と、どうして今このタイミングでそれをカミングアウトしたのか、今はその二つで頭がいっぱいになってしまっている。

「朱莉ちゃんと仲良くなりたいってのも、今日こうして練習をしたいっていうのも両方口実……って、全部が全部そういう訳じゃないですけど、無理に毎回お兄さんを呼ぶ必要も無かったですからね。全然気づかなかったですか？」

「う、うん……確かに朱莉のことを相談する時間よりも、何だか遊んでる時間の方が多かった気はするけど……まさかそんな理由だったなんて」

　……というのは少しだけ噓うそ。

　流石にここまで積極的に来られて、気づかない男はいない。ただまぁ、大抵は結局男の勘違いだったというパターンが多いので、口にはしなかったけど。

「私、ずっとお兄ちゃんが欲しかったって言ったじゃないですか」

「そうだね、だから僕のこともお兄さんだなんて呼び方をしたいって話だったし……」

「もちろんそれは本当のことなんですけど、だからといって誰でもいい訳じゃないんですよ。そこ、分かってくれてます？」

「そ、そうだったんだ。てっきり僕は、単に朱莉の兄だからって理由なのかと……」

「違いますよ！　そりゃ、確かに朱莉ちゃんのお兄さんだからって理由も多少はありますけど……でも、私はお兄さんだから、そう呼びたかったんです」

「僕だから、ね……」

　その辺の感覚は、ちょっと僕には分からないけども。

　一体僕のどこを評価して、そう呼びたくなったのか。

「だから、試しに私たち付き合ってみませんか？　ほら、お互い恋人はいないわけですし」

　梔子さんは、まるでいつも僕を遊びに誘うような軽い口ぶりで、そんな重要な話をし続けた。この子にとって、男女交際ってのは重く考えるものではないのかもしれない。

　今までの梔子さんがどうだったのかは分からないが、少なくとも僕とは考え方に大きな隔たりがあるのは間違いないだろう。

　──ただ、僕にとって誰かと付き合ったりするってことは、そんなに簡単な話じゃなくて。

「ゴメン、せっかくの提案だけど……」

　今は誰とも付き合ったりだとか、そういうことは考えられない。

　そう答えようとすると。

「……これでも、駄目ですか」

　シュルっと布が擦こすれる音が聞こえてきた。

「──ッ！　梔子さん、何を」

　音のする方──梔子さんの方を向く。

　すると、綺き麗れいに結ばれていたはずのネクタイがすっかり緩められ、胸元がはだけるような形になっていた。服の合間から、本来見えてはいけないはずの肌色が目に入ってくる。

「お兄さんがもし受け入れてくれるなら、もっと見せてあげてもいいですよ。お兄さんにだったら、私……」

　だ、駄目だ！　これ以上は見ちゃいけない！

　突然の行動に動揺しつつも、勢い良く視線を逸そらすように反対方向を向く。

　急に一体どうしたんだ……!?

「……梔子さん、とりあえず服を着よう」

　あくまで冷静に。

「とりあえずさ、一旦落ち着こう。その、気持ちは凄すごく嬉うれしいんだけど……僕たち、まだ出会って数週間だし、梔子さんの思いには応えられないかな。それに──」

　それに、梔子さんの告白を聞いていて、ずっと思ったこと。

「梔子さん、無理してるでしょ？」

　確かに、梔子さんが僕に対して色々とアプローチらしきことをしてくれていたのには気づいていた。ひょっとして、僕のことを好きなんじゃ……そんな風に勘違いしてしまうほどに。

　けど、今の告白を聞いていると、どこか無理をしている……というよりは、何か焦っているような感じが伝わってきた。

　急にこんな行動を取るのも、やっぱりどこか変な感じがするし。

　すると、僕の言葉を聞いてしばらく黙っていた梔子さんは。

「──な、なんて！」

「え？」

「冗談ですよ、冗談！　ほら、私結構演技上手うまくなったと思いませんか？　これならオーディションもバッチリですよね！」

　急に、おどけたような態度を取り始めた。

　冗談って……え、どこからどこまでが!?

「あ、もうこんな時間なんですね！　私そろそろ夕飯の準備しなきゃ！　すみませんお兄さん、そういうことなので……」

「う、うん。むしろこんな時間まで居座っちゃって申し訳ないというか」

　なんともギクシャクした空気が流れている。

　冗談だなんて梔子さんは言ってたけど、本当に今の全てが梔子さんの噓なのだろうか……。

「それじゃ、お暇いとまするね」

「はいっ、また明日学校で」

　ただ、それを確かめる術すべは無い。

　どうにも腑ふに落ちないまま、梔子さんの家を後にするのであった。




　　　　◇




『優介、今大丈夫か？』

　梔子さんの家を後にし、自宅へと戻る途中。

　突然嘉樹から電話が掛かってきたから何事かと思えば、やけに声のトーンも低い。普段の軽い感じではなく、神妙な雰囲気が電話越しからも伝わってきた。

「どうかした？」

　そんな嘉樹につられ、思わずこっちも真剣になってしまう。

『いや、優介に話そうか悩んだんだけどな……』

　やけに歯切れの悪い様子。

　何だろう、なにか言いにくいことでもあるのだろうか。

『実は、朱莉ちゃんに関して、ちょっと良くない噂うわさを聞いてな』

「……噂？」

　何だろう、朱莉の……それも良くない噂って。

『その様子だとまだ知らないみたいだな。といっても、俺も聞いたのは金曜日のことだし、本格的に噂が広まり始めたのはここ最近っぽいから、知らないのも無理は無いか』

　そう言われ、ここ数日の朱莉を思い返す。

　普段と変わった様子は無かったはずだけど……もしかして、噂ってのはいわゆる陰口みたいなもので、朱莉自身はまだ知らないとか、そういう？

「で、肝心の噂っていうのはどんな内容か知ってる？」

『ああ、もちろん。山やま本もと先輩っているだろ？』

　その名前を聞き、思わず体に緊張が走るのを感じた。

　山本先輩……まさかとは思うけど。

『実はな、その噂ってのは、山本先輩絡みなんだ』

　そう言うと、嘉樹はこう続けた。

『たまたま知り合いの女の子から聞いた話なんだけど、朱莉ちゃんが山本先輩のことを、その……振ったとかなんとか』

「振った？　振ったってのは、つまり……」

『そう。朱莉ちゃんと山本先輩は恋人同士だったんだけど、朱莉ちゃんが酷ひどいことをしたとか何とかで、山本先輩が振られた……ってことになってるらしい』

　……何だ、その話は。

『もちろん俺は、朱莉ちゃんがそんなことするだなんて思ってない。けど、どうやら結構噂になってるらしいんだよ。ほら、山本先輩ってかなり女子からの人気が高いからな』

　ついこの間山本先輩とすれ違った時を思い出す。あの時、先輩が僕を見て笑っていたような気がしたんだけど……もしかすると、あれは僕の思い違いでも何でもなくて。

「酷いことって……具体的に、どんな内容なのか分かる？」

『それが、結構色々言われててな。朱莉ちゃんが浮気しただの、山本先輩に貢がせただの、かなり酷い言われようだ』

　話の流れからして考えられるのは、山本先輩が朱莉から振られて、その腹いせでこんな噓を流した。そんなところだと思う。

　ただ、ここまでくると真っ赤な噓だと分かりそうなものなのに女の子たちの間で噂になっているということは……山本先輩の人気もそうだけど、朱莉に対する嫉妬も込み、ということなんじゃないか。

　ただでさえ男子からの人気が高い朱莉。当然、そんな朱莉に対して悪いイメージを持ってる人もいるはず。

『とりあえず兄のお前には伝えておこうと思ってな。余計なお世話かもしれないけど』

「いや、教えてくれてありがとう。僕の方でも、色々と考えてみるよ」

　とりあえず、朱莉が知っているのか。まずはそれを確かめてみよう。







「おかえり。お兄ちゃん」

　いつも通りの朱莉が出迎えてくれる。

　見た感じ、噂を気にしている感じはしない。

「ねえ、朱莉」

　もしそのことを知っていて、心配かけまいと隠しているのであれば、兄として何かしてやらないといけない。それに山本先輩絡みのことであれば、僕だって無関係とは言いにくいし。

「朱莉はさ、その……噂のこと、聞いた？」

「噂？」

「ほら、山本先輩と朱莉が……ってやつだよ」

　少し歯切れの悪い感じで伝えると、朱莉は「ああ、そのことか」といった顔を浮かべながら。

「聞いたけど、別に興味無いかな。明らかな噓だし」

　と、淡々と告げた。

　実は気にしていて、陰で悩んでいる……という雰囲気は一切感じられない。

「それに、今はそれどころじゃ……」

「え？」

　朱莉が小さく何かを口にしていたが、よく聞き取れなかった。

「とにかく、私は別に気にしてないから大丈夫だよ」

「……そっか。それならいいんだけど。何かあったら相談してくれていいからね」

　朱莉が強がっているのか、それとも本当に気にしていないのか。

　恐らくは後者なんだと思うけど、それにしても自分に関する悪い噂が流れていることを知っていてなおこの態度。何というか……逆に心配になってくるな。




〝ピリリッ〟




　そんな風に朱莉のことを案じていると、スマホから着信音が聞こえてきた。

『着信：梔子楓かえで』

　……梔子さん、どうかしたのかな？

「ゴメン朱莉、ちょっと外すね」

　そう言い、リビングを後にする。

「もしもし、どうかした？」

『あ、お兄さん。さっきのこと、改めて謝りたくて……』

「さっきのこと……ああ、うん。気にしてないといえば噓うそにはなるけど、別に大丈夫だよ。わざわざ謝ってもらうほどのことでもないからね」

『それでも、謝らせてください。いくら演技の練習とはいえ、急にあんなことするなんて間違ってました』

「……そっか、ならこっちも素直に受け取ろうかな。うん、了解」

　やっぱり、梔子さんはあの時冷静でなかったみたいだ。

　僕が帰ってから、ようやく落ち着きを取り戻したみたい。良かった。

『ありがとうございます。……それでえっと、一つご相談がありまして』

「ん、どうかした？」

『朱莉ちゃんのことなんですけど、お兄さんも聞きましたか？』

　この様子だと、恐らくあの話か。

「聞いたってのは……朱莉の噂のこと？」

『そうです、それです。実は私もついさっき友達から聞いてビックリして……そういえば朱莉ちゃん、この間クラスメイトとひと悶もん着ちやくあったのを思い出して、ひょっとしたら何か関係があるんじゃないかなって』

「そうなんだ……」

　朱莉が何も言わないから全く知らなかった、というより気づかなかったけど、やっぱり朱莉本人に詰め寄った人もいるみたいだ。

『それで、もしかしたら朱莉ちゃん、そのことを気にしてるんじゃないかなって』

「どうだろう……本人は気にしてないって言ったけど」

『けど、やっぱり心配ですよね。朱莉ちゃん、以外と我慢して溜ため込むタイプかもしれませんし』

　うーん、どうだろう。

　あの様子だと、本当に気にしてなさそうではあったけど。

『なので、明日朱莉ちゃんと一緒に帰るよう誘ってみようかなって思ってるんです。二人で一緒に帰りながら、お兄さんに言えないような悩みがあれば聞いてあげたいなって』

「なるほど、それで相談っていうのは」

『はい。私が誘っただけじゃ、朱莉ちゃんから良い返事がもらえないかもしれないので、お兄さんにサポートをしてもらえたらなって。大丈夫ですか？』

「そういうことなら喜んで。さり気なくフォロー入れてみるよ」

　多分朱莉の心配をする必要は無いんだろうけど、せっかく梔子さんがそんな風に思ってくれているなら協力するほかない。

　それに、これがきっかけで朱莉と梔子さんの距離が少しでも縮まれば……って、それは流石さすがに高望みしすぎかな。

『それじゃ、明日お願いしますね！　おやすみなさい！』

「うん、頑張ってみるよ。おやすみ」

　さて、上手うまくフォローを入れてあげられるかな。
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「ねえ朱莉ちゃん、今日は一緒に帰らない？」

　部活動が終わり、お兄ちゃんと一緒に帰るべく身支度を整えていると、ここ最近私の悩みの元凶である相手──梔子くちなしさんから声をかけられた。

「一緒にって……私と？」

「そうだよ！　だって、せっかく同じ部活の部員同士なのに、朱莉ちゃん全然私とお喋しやべりしてくれないんだもん……」

　そんな風にしょんぼりとした姿を見せてはいるが、全然言葉に重みを感じない。

　お喋りしてくれない？

　違う、逆だ。私と仲良くなりたいだなんて言っておきながら、そんな気配は今まで一切感じなかった。

　思えば、初めて会った時からどうしても彼女のことを好きになれなかった自分がいる。私とは正反対の人間だからというのもあるし、お兄ちゃんにやたらと近づくことも理由。

　そんな相手と一緒に帰るなんて、そんなの……。

「良いんじゃない？　せっかくだし、一緒に帰りなよ」

　と、私たちの会話を横で聞いていたお兄ちゃんが、急にそんなことを言い出した。

　どうも今でも、お兄ちゃんは私たち二人に仲良くして欲しいみたいだ。梔子さんの思惑にも全然気づいていないのか、何かと私たちを一緒にさせようとしてくる。

　私のことを気にかけてくれるのは嬉うれしいんだけど……今回に関しては、素直に喜ぶことが出来ない。

「ほら、お兄さんもそう言ってることだし、ね？」

　それにもう一つ。私が、梔子さんのことを好きになれない理由。




　──その『お兄さん』って呼び方が、どうしても気に入らないから。




　　　　◇




　一刻も早く家に帰りたい。そんな思いが、歩みのスピードにも表れているかもしれない。

　お兄ちゃんと一緒に帰れないこと、それから梔子さんと二人で帰らなければいけないこと。

　二つのマイナスポイントが一気に押し寄せてきて、非常に憂鬱だ。

　それに、相手が何を考えているのかも全く分からない。

「ん？　どうかした、朱莉ちゃん？」

　今まで、私と二人きりになろうとなんてしていなかったはずなのに。どうして今日、一緒に帰ろうだなんて言い出したのか。

　今日はお兄ちゃんにああ言われて、断ることが出来なかったから仕方ないけど……警戒だけは最大限しておかないと。

「そういえば、昨日はどうだった？　春はる瀬せ先輩と一緒に練習してたみたいだけど」

「……別に、普通だけど」

「ふーん、そっか。それにしてもホント偶然だよね！　まさか、朱莉ちゃんたちも同じ日に、同じ場所で練習しようとしてたなんて」

　わざとらしい態度を見せてくるな……やっぱり、向こうも私たちのことに気づいているみたいだ。

　言葉には決して出さないが、お互いに腹のうちを探るような状態になっている。

　梔子さんが私のこと……私たちのことにどこまで気づいているのかは分からないけど、確実に何かを知っているのは間違いなさそう。

「そうだね、私もビックリしたよ。……それに、最近お兄ちゃんとよく一緒にいるみたいだし」

「だって、お兄さん優しいもんね。私が誘ったら、すぐに来てくれるし」

　お兄ちゃんが優しいってところは否定しない。

　けど……だからといって、それを許しているわけじゃない。

「朱莉ちゃん、顔色悪いけど大丈夫？」

「……何でもない」

　こっちの気も知らないで、と思わざるを得ない状況。

　──落ち着いて、冷静にならなきゃ。

　聞きたいことは山ほどある。けど、今一番私が尋ねなければいけないことは。

「……前から聞きたかったんだけど、どうして演劇部に入部したの？　演劇に興味があって、なんて言ってたけど、あれは本当？」

　梔子さんが何を考えているのか。

　それを知るためには、全ての始まりである彼女の入部経緯から知る必要があるはず。

「んー、半分本当で、半分噓って感じかな。演劇部に興味があったことは間違いないけど、別に演劇がやりたくて入部したわけじゃないんだ」

「……演劇部に？」

「そうだよ、演劇部に……正確には、朱莉ちゃんとお兄さんに興味があって入部したんだ」

「私たち……」

　やっぱり、演劇に興味があって入部したという梔子さんの動機は噓だったみたいだ。そして、多分そうだとは思っていたけど、本当の理由は私たちにあったみたい。

「今度はさ、私の方から聞いてもいいかな」

　コクリと頷うなずく。

「朱莉ちゃん、あの日お兄さんと二人きりで何していたの？」

「……あの日？」

「ほら、花火大会の日だよ。花火が始まる前、近くの公園に二人でいたでしょ？」

　二人で……多分それは、お兄ちゃんが私のことを迎えに来てくれた時のことだろう。

「別に、何もしてないけど」

「噓。だって朱莉ちゃん、お兄さんと手を繫つないでたよね？　それに、何だか好きって言葉も聞こえてきたんだけどなぁ」

　……何だか話の雲行きが怪しい。

「ねえ。朱莉ちゃんってさ、お兄さんのことが好きなの？　……ううん、聞き方を変えるね。朱莉ちゃんってさ、お兄さんのことが好き、なんだよね？」

「……」

「いいよ、ごまかさなくて。疑問に思ったのはその時だけど、間違いないなって思ったのは部活動での様子を見てからだから」

「それは……」

「私もごまかすの止やめるね。さっきは偶然だなんて話をしたけど、昨日学校へ来たのも、私とお兄さんのことを邪魔するためだよね？　まさか春瀬先輩と一緒に来るなんて思ってなかったから、あの時は咄とつ嗟さに逃げるしか出来なかったけど」

　梔子さんは、全部気づいていたんだ。

　昨日学校へ行った理由も、花火大会の時にお兄ちゃんと手を繫いだことも、それに……私が、お兄ちゃんのことを好きだということも。

「それと、もう一つ教えて。どうして、朱莉ちゃんは山やま本もと先輩にあんな酷ひどいことをしたの？」

「……え？」

　それは、更に予想していなかった言葉だった。

「とぼけないで。朱莉ちゃんが山本先輩のことを騙だましてたって、全部知ってるんだから。流石に暴力がどうこうってのは噓うそだと思うけど、それ以外は全部本当なんでしょ？　山本先輩に貢がせて、自分は他の男と遊びまくってて……最低だよ、それ」

　梔子さんから発せられた言葉の数々は、それこそ全く身に覚えの無いものばかりだった。

　いや、最近そんな噂うわさが学校中で流れていることは知っている。

　ついこの間も、その件でクラスメイトから詰め寄られたこともあった。

　だけど、それは全部誰かが流した噓だ。私がそんなこと、するわけない。

「私の友達……静しず香かっていうんだけどね、山本先輩のことがずっと好きだったんだよ。けど、本人は告白する勇気なんて無い、遠くから見てるだけで満足だって何度も言ってた」

　徐々にヒートアップしながら、言葉を続けていく。

「だけどね、私はそんな静香のことをずっと応援したいって思ってた。静香、本当に良い子だから、絶対に幸せになって欲しいって、そう思ってたの。……けど、ある日急に静香の元気が無くなったの。何でだか分かる？」

「…………」

「それはね、朱莉ちゃんのせいだよ。朱莉ちゃんが山本先輩と付き合って、最低な扱いをしたから。山本先輩が可哀かわい想そうだって、何で山本先輩がそんな酷い目に遭わなきゃいけないのって。あの子、優しいから。ずっとそう言ってたの」

　……何となくだけど、話が見えてきた。

「それを見て、今度は私がこう思ったんだ。どうして私の親友が、こんな悲しい思いをしなきゃいけないのって」

　梔子さんが演劇部に入部した理由、それは。

「だから私は演劇部に入部したの。朱莉ちゃんから、お兄さんを奪ってやろうって。そして、朱莉ちゃんが山本先輩にしたみたいに、酷い扱いをしてこっぴどく振ってやろうって」

　話の流れから、ようやく全ての疑問に答えが出た。

　梔子さんが演劇部にやって来た理由。

　私やお兄ちゃんに近づこうとした理由。

　その全てに、答えが。

「本当はね、朱莉ちゃん個人に対して復ふく讐しゆうをしようと思ってたんだ。新学期が始まったら、同じクラスだってことを利用して朱莉ちゃんに近づいて、それから色々と仕掛けようって。けど、偶然花火大会の時にお兄さんと一緒にいるところを見かけて、計画を変更したの」

「……それで、お兄ちゃんに近づいたの？」

「そうだよ。朱莉ちゃんと仲良くなりたい、だから相談に乗って欲しい。そう言ったら、お兄さんすぐに私の誘いに乗ってくれて、近づくのは凄すごく簡単だったなぁ。わざと明るい後輩キャラを演じて、まるで人懐っこい性格のように振舞って……」

「……ッ」

　怒りが沸点まで達そうとしている。

　お兄ちゃんの優しさに付け込んで、騙そうとして、傷つけようとして。

「けどね」

　もし、このままお兄ちゃんのことを悪く言っていたとしたら、我慢の限界を迎えていたと思う。

　けど、梔子さんから発せられた次の言葉は、私の想像していたものとは全く違っていた。

「お兄さんに近づくことは出来ても、あと一歩、そこから先に進むことは出来なかった。朱莉ちゃんは知らないと思うけど、実は昨日、お兄さんから振られちゃったんだ。私が振ったんじゃなくて、お兄さんから振られたの」

「……え？」

　お兄ちゃんが振った？

　梔子さんのことを？

「まぁ、正確にはちょっと違うんだけどね。私がお兄さんに迫って、それをあっさり断られちゃったって感じかな。正直絶対にいけると思ってたからビックリ。お兄さん、意外とその辺しっかりしてるんだなって」

「迫ったって……」

「言葉の通りだよ。何があったかは秘密にしておくけどね」

　はっきりとは言わないが、私の考えている意味合いで間違いは無さそう。

　だとしたら、それは私にとって決して許せるものじゃない。

「そんなに怒らなくても大丈夫だって。変なことはしてないから」

　笑いながら、更に言葉を続ける。

「朱莉ちゃんって、私の思ってたイメージと全然違うね。もっと冷たくて、冷徹なのかと思ってた。クラスのみんなとも全然仲良くしようとしないし」

「……別に、間違いじゃない」

「うん、それは間違いじゃないと思う。けど、お兄さんが関わってくるとまるで別人みたいになるのも間違いじゃないよね。そもそも花火大会の時も、最初は人違いかと思ってビックリしたんだから。だってあんなに笑顔で、楽しそうに喋しやべってるんだもん」

　意識はしていなかったけど、そんなにも露骨だったのかな。

「それに、今だって同じ。気づいてるのかは分からないけど、私がお兄さんの話をする度に不機嫌オーラ？　っていうのかな。思いっきり不快感をアピールしてくるんだもん、気づかない方がおかしいよ」

　そう言われて、今までの自分を少しだけ省みてみる。

　……確かに、お兄ちゃんとまた喋るようになったばかりの頃に比べれば多少は我慢も出来るようになったけど、それでもまだまだ分かりやすい態度を取っていたかもしれない。

　いや、私自身は別にどうだって良いんだ。

　今更周りからどう思われようと気にしないし、だからこそ自分に関する変な噂もどうでも良かったんだけど……でも、そのせいでお兄ちゃんに迷惑を掛けてしまうという可能性を考えていなかった。

　もし私がしっかりとしていれば、梔子さんがお兄ちゃんに近づくことも無かったのかもしれない。

「話を戻すと、結局私じゃお兄さんを落とすことは出来ないみたい。私の誘いを全部受けてくれたのも、てっきり私に興味があるんだと思ってたけど……お兄さんは、きっと私と朱莉ちゃんに仲良くして欲しい、それだけだったんだろうなって」

　梔子さんに言われなくても、全部知っている。お兄ちゃんはそういう人だ。

　自分のことは二の次で、とにかく自分の周りのことばかりで。

「だからね、私はお兄さんに近づくのをもう止めることにする。これ以上何をどうしても、私の思い通りにはいかないと思うから」

　そして。

「これが最後。朱莉ちゃん、静香に謝って」

「……謝る？」

「そうしてくれたら、今回のことは水に流すから。私ももう復讐したりとか、そういうことは考えたりしない。演劇部だって辞めるし、お兄さんに近づくことももうしない」

　この言葉、多分噓ではないと思う。

　けど──。

「そもそも、私は山本先輩と付き合ってなんかないから。謝るも何も」

「まだそんな噓をつくの!?　正直に謝ってくれさえすれば、許してあげるって言ってるじゃん!!」

　事実を伝えようとするも、全く聞く耳を持ってくれない。

　そもそも今回の始まりである、その山本先輩との噂自体が誰かの流した真っ赤な噓だというのに、それを信じてもらえなければ話は始まらない。

「……そっか、どうしても謝るつもりは無いんだね」

「だから、謝るとかそういう話じゃなくて……」

「だったら、朱莉ちゃんの秘密、クラスのみんなに話そうかな」

　これが最終通告。

　そう言いたげな表情で、梔子さんは私に『脅し』をかけてきた。

「朱莉ちゃん、嫌だよね。実の兄きよう妹だいを好きだってことがみんなに知られたらどうなると思う？　クラスだけじゃない。学校中、みんなが朱莉ちゃんのことをどう思うかな」

　……そっか、梔子さんは知らないんだっけ。

「謝ってくれれば許してあげる。でも、もしまだシラを切るんだったら……」

「別に、好きにすれば良いよ」

「……え？」

「私は別に、どう思われても気にしないから」

　私は、お兄ちゃんにさえ嫌われなかったらどうだって良い。

　そんな人間だということを。

「貴方あなたは、私のことを普通じゃないと思ってるかもしれない。お兄ちゃんのことを好きだなんて、普通はありえないことだから」

　少し前のこと。

　今自分が口にしたことで、悩んでいたのを思い出す。

「でも、お兄ちゃんは言ってくれた。普通じゃなくても良いって。……私にとっては、それだけで十分。他の誰にどう思われても、お兄ちゃんが許してくれるのなら……私は」

　どうなったって良い。

　たとえ、クラスメイトから嫌われようと。

　たとえ、学校中で噂されようと。

　私は、お兄ちゃんさえ隣にいてくれれば、それで十分だ。




　今まで私は、お兄ちゃんのことが好きな自分のことを普通じゃないと思っていた。

　世間一般的に見てもそう。誰が聞いたって、間違っているのは私の方だと答えるはずだ。

　血の繫つながった兄のことを好きになる妹なんて、普通はいない。それが許されるのは、物語の世界だけの話。




　けど、だからといってこの気持ちを我慢することなんて出来なかった。




　お兄ちゃんと一生一緒にいたい。死ぬまでずっと、お兄ちゃんの隣にいたい。

　そんな気持ちに噓うそはつけなくて……だから私は、中学生の時にお兄ちゃんのことを監禁して、無理やりにでも私のものにしてしまおうという計画まで立てた。

　きっと、自分の思いをお兄ちゃんに告げても、受け入れてくれるはずなんてないと思っていたから。

　だけど、そんなのは全部、私が勝手に思い込んでいただけのことだった。

　私の計画を知っても、お兄ちゃんは許してくれた。

　私がこのままずっとお兄ちゃんのことを好きでいても良いって。朱莉のこと、嫌いになったりしないからって。

　だから私は、もう我慢することを止やめた。

　これからもずっとお兄ちゃんのことを好きでいて、それを隠すことも止めて、それから……私のことを好きになってもらえるよう、頑張る。




　演劇部に入部したのは、春瀬さんへの牽けん制せいという意味もあった。

　無いとは思うけど、もし春瀬さんとくっ付くなんてことになったら……そう思うと、いても立ってもいられず、すぐに入部届けを出して。
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　けど、理由はそれだけじゃない。

　もう一つ、私が演劇部に入部した大きな理由は、お兄ちゃんと一緒にいられること。

　今まで離れていた分、今度は少しでもお兄ちゃんの近くにいたい。学校でも家でも、それ以外でも。

　そうして、お兄ちゃんの日常に私という存在を植えつけて、そのまま大人になって……いつか、以前の計画とは別の意味で、お兄ちゃんが私無しでは生きていけないようになって欲しいなと思う。




　それが、私の新しい計画。




「だったら……だったらなんで、あんなことをしたの？」

〝あんなこと〟というのが、私に関する身に覚えの無い噂うわさのことであれば、私はどうやって返事をすればいいのか分からない。

　そもそも事実でもなんでもないんだから否定することしか出来ないんだけど、私の言葉を信じてくれないんじゃどうしようもないし。

　ただ……このままにしておいたら私の新しい計画にも支障が出てしまうかもしれないし、それにお兄ちゃんにも迷惑を掛けてしまうかもしれない。

　私自身は全然気にしないというか、むしろ私がお兄ちゃんのことを好きだと周りの人に噂してもらえた方が、よっぽど嬉うれしい結果にはなるんだけど……でも、それでお兄ちゃんが困ってしまうのは私にとっても本意じゃない。

　なんて答えれば、梔子さんは納得してくれるんだろう……。

　そうして、無言の時間が続き。

「──二人とも、ちょっといい？」

　互いに一歩も退ひかないままの私たちのもとに、春瀬さんがやって来た。







「春瀬先輩……えっと、どうしたんですか？」

　突然の登場に、梔子さんは驚きを隠せないといった様子。

　彼女にとって、今回の出来事はあくまで私とお兄ちゃん二人との問題であり、先輩は関係ない……そう思っているんだろう。

「今日は、梔子さんに伝えたいことがあって来たの。朱莉ちゃんと二人で帰るだなんて話をしていたから、ひょっとしたらこういう展開になるんじゃないかって思ってたんだけど……うん、大体私の予想通りみたいだね」

「予想通りって、何が……」

「聞かなくても、大体分かってるんじゃない？」

　そう返され、言葉に詰まる梔子さん。

「あ、別に梔子さんを怒りたいとか、そういう訳じゃないから安心して。ただ私は、貴方の誤解を解きたいだけだから」

「……誤解、ですか？」

「そ、誤解。といっても梔子さんが朱莉ちゃんの噂を聞いて、どうしてこんな行動を取っているのかってのは知らないから、あくまで私の知ってる情報を伝えるだけだけどね。それを聞いてどうするかは、梔子さんにお任せするから」

　そう前置きをして、事の顚てん末まつを語り始めた。

「最初に言っておくことがあるとすると……私ね、優ゆう介すけのことが好きなの」

「優介……って、お兄さんのことをですか？」

「気づかなかった？　まあ、色々あって最近はなるべく大人しくしてるつもりだったから、しょうがないかもしれないけど」

「……役決めの時、急に立候補してた理由はそれだったんですね？　それに、昨日だって朱莉ちゃんと一緒に学校へ来てたのも」

「そうだよ。大人しくしてるといっても、黙って見過ごすって訳じゃないからね。二人があんなにも分かりやすく優介にアプローチしてるのに、無視する訳にはいかないから」

　知らなかった、春瀬さんが大人しくしようと意識していたなんて。

　私がお兄ちゃんに近づくたびに牽制してきていたから、むしろ前よりも酷ひどくなっているんじゃないかとすら思っていたけど……どうやら本人的には、あれでもかなり大人しくしていた方らしい。

「それでえっと、話を戻すけど……私、梔子さんにずっと違和感のようなものを感じていたの」

「違和感、ですか？」

「まず、演劇部に入部した理由が曖昧な点。それから、朱莉ちゃんと仲良くしたいと言いながら、話しかける相手は優介ばかり。肝心の朱莉ちゃん本人とは、全く距離を縮めようとする意思が感じられなかったって点」

「…………」

「そもそも優介に近づいてた時点で警戒だけはずっとしてた。何か思惑があるんじゃないかって」

「……私が、お兄さんのことを好きだとか、そういう風には考えなかったんですか？」

「もちろん考えたよ？　けど、可能性として大きいのは、梔子さんが何かしらの目的を持って優介にアプローチをしている方だと思ったから。……それに」

「それに？」

「もし本当に優介のことが好きなら、また色々と考えなくちゃいけないから。梔子さんに対しても、もちろん優介に対しても」

　表情こそ大きく変わらないから分かりにくいけど、どうも春瀬さんから発せられる言葉には、どこか不気味さを感じてしまう。

　そういえば、以前もそうだった。

　私がお兄ちゃんのことを好きだと知ってから、私に対しても、それからお兄ちゃんに対しても、決して表立って行動をするのではなく、裏で糸を引くようなやり方を取っていたっけ。

　あくまで付き合うフリという形でお兄ちゃんとの関係を作りつつ、私とお兄ちゃんを離そうとする。

　最後こそ強引な手段にはなっていたけど……やっぱり私は、この人のこういうところが苦手だ。

「だからね、ひとまず朱莉ちゃんと協力して、梔子さんのことを注意しようってことにしたの。昨日の件もそう。私たちの目的は、二人の邪魔をすることっていうよりも、優介のことを守らなきゃって思いの方が強かったから」

「……とりあえず、春瀬先輩が私のことを警戒していたんだってことは分かりました」

　少しの間黙って、ゆっくりと梔子さんは言葉を語り始める。

「確かに先輩の言うとおり、私がお兄さんに近づいたのは、別にお兄さんに好意があったとかそういう訳じゃないです。ただ、友達のために行動していただけですから」

「友達？」

「はい、私の大切な友達……」

　その後、これまでの出来事を一つずつ語っていった。

　何故なぜ演劇部に入部したのか。どうしてお兄ちゃんに近づいたのか。

　全ては、私に関する噂が理由だと。

「なるほど。噂を信じ悲しい思いをしている友達のために、朱莉ちゃんに近づこうとしたと。けど、朱莉ちゃんが優介のことを好きだと気づいて、対象を優介に移し始めたってことね」

「概おおむねはそうです。朱莉ちゃんの大切なものを奪えば、静香と同じ悲しみを味わうことになる。そうなれば、自分の犯した罪も反省してくれるだろうって」

　すると春瀬さんは、梔子さんの言葉を最後まで聞いてから、こんな言葉を口にした。

「──だって、優介」
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「だって、優ゆう介すけ」

　三人の話を陰で聞いていると、急に七なな海みから名前を呼ばれた。

　あれ、今回は私たちだけで話をつけるから、優介は陰で見ておいて欲しいって話じゃなかったっけ!?

　とはいえ、名前を出された以上は登場しないわけにもいかない。できればこの場は七海たちに任せて、僕はこのまま身を潜めておきたかったんだけど。

「あ、はは……ゴメンね、実はずっと話を聞いてたんだ」

　三人の視線が一気にこちらへと向く。

　梔子くちなしさん、凄すごく驚いた表情をしてるな……まあ、まさか僕がずっと話を聞いていたなんて、思いもしなかったんだろう。

「えっと……その、お兄さん。ずっとそこにいたんですか？」

「うん、実は陰から話を聞かせてもらってたんだよ。梔子さんがどうして演劇部に入部したのか、どうして僕に色々としてきてたのか……まあ、何か変だなとはずっと思っていたけど、まさかそんなことがあったなんて思わなかったよ」

　ずっと、不思議な子だなとは思っていた。

　朱あか莉りと仲良くするための相談と言いながら、することといえば僕と遊ぶことばかり。肝心の朱莉へのアクションも何一つ起こすことなく、それでいて毎週のように色々な理由をつけて僕のことを誘ってくれて。

　最初は、僕のことが好きなんじゃないかと思っていた。

　これに関しては自うぬ惚ぼれすぎというか、自意識過剰すぎるんじゃないかと思ってなるべく考えないようにはしていたけど……けど、あそこまでされて勘違いしない方が難しい。

「その、静しず香かって子は、この間二人で写真に写ってた子なんだよね」

「……そうです。私の大切な、大切な友人です」

　ただ、事前に梔子さんと静香さんって子の話を聞いていたせいか、彼女がこれほどの行動に出たのにも納得している自分がいる。

　わざわざ演劇部に入部するほどの行動力。梔子さんにとって、それほどまでに大きな存在なんだろうなって。

　──ただ。

「これだけは言っておくよ。梔子さん、朱莉の噂に関しては全部真っ赤な噓うそだからね。朱莉がそんなことをするわけがない。僕は自信を持って、そう言える」

　今回の出来事も、もとを正せば誰かが流し始めたデマのせいだ。

「お兄さんまで、そんなことを言うんですね」

「だって、それが真実だからね。梔子さんは、朱莉が本当にそんなことをするような子だと思う？」

「……それは」

「梔子さんが朱莉にどんな印象を持っているのかは分からないけど、少なくとも、誰かを騙だましたりだとか、酷ひどい目に遭わせるようなことをする性格じゃないって、何となく気づいてたんじゃないかな」

　朱莉のことを知れば知るほどに、そんなことをするような子じゃないって分かってくれるはず。

　だって、そもそも朱莉は──。

「……確かに、段々と変だなって気持ちが湧いてきてはいました。こんなにもお兄さんのことが好きなら、どうして山やま本もと先輩にあんなことをしたんだろうって」

「そっか、梔子さんは朱莉が僕のことを好きだって知ってたんだっけ」

「そりゃ、気づきますよ。朱莉ちゃん、あんなに露骨なんだから」

　それはまぁ……否定は出来ない。

「けど、梔子さんだって心のどこかでそんなことを思ってたんだよね。何かおかしいなって」

「それは、そうですけど……」

　すると、七海も会話へとまた参加してきて。

「後ね、この噂うわさに関しては私からも一言言わせてもらっていい？」

「……春はる瀬せ先輩も、朱莉ちゃんの味方ですか？」

「味方っていうより、間違った事実を訂正させて欲しいって感じかな。私は別に、朱莉ちゃんのことを助けたいとか、そういうつもりは無いんだけど……ただ、いつまでも間違った噂が流れ続けるのも、あれかなって」

「先輩も、噂が噓だって言うんですね」

「うん。といっても、私の場合はハッキリと違うって言える証拠を持ってるけどね」

　証拠？

　それは僕も初耳だった。七海が色々と探っているのは知っていたけど、一体どんな証拠を……。

「とりあえず、これを聞いてみて」

　そう言いながら取り出したのは、小型の録音機。

　……どうして七海がこんなものを持っているのかは、この際置いておこう。




『──それで、その噂ってのがな』

　再生ボタンを押すと、誰かの話し声が聞こえてきた。

　この声、どこかで聞いたことがあるような。

『どうも、山本自身が情報の発信源みたいなんだ。もちろん、それを信じてないやつも結構いるみたいだが……ほら、あいつ女子には結構人気あるだろ？』

『そうですね、私もそう聞いてます』

　一人は七海の声で間違いない。

　もう一人、この話し相手って……もしかして、演劇部にいた本ほん間ま先輩じゃないか。

『けど、逆に男子からはあんまり良い印象を持たれていないんだよ。俺は別に好きでも嫌いでもないが、元々アイツには悪い噂もあってな』

『悪い噂……ですか？』

『ああ。今回、優介の妹さんに関する噂があっただろ。ほら、山本に貢がせていただとか、暴力を振るっていただとか』

『一年生の間でかなり広まってるやつですよね。朱莉ちゃん本人に問い詰めた人もいるとか』

『そう、それだ。ただ、その噂の中身なんだがな……これはお前らも知らないかもしれないが、実際は逆みたいなんだよ』

『逆？』

『ああ、今挙がったのは全部、過去に山本がやってきた悪事だってことだ』

『山本先輩が、過去に……どういうことですか？』

『山本は、過去に色々な女子と関係を持っては、その相手に酷いことをし続けてたらしい。ただ、被害にあった子は全員その事実を認めようとしなかった。どういうことか分かるか？』

『話の流れからして、山本先輩が脅していたとか』

『そうだ。暴力を振るっていたって話もあるくらいだし、後から何か仕打ちを受けるのが怖くて言えないって子が多いんだろうな。ただ、最近はどうも真実を喋しやべってる子もいるみたいだ。もしかしたら、いずれその辺りのこともハッキリするかもしれん』

『……ということは、今回の一件も』

『ああ。理由は分からないが、恐らくは山本が流した噓だろう。少なくとも、俺たち三年の男子はそう思ってるやつが多い。とはいえ、あれでも山本は女子からの人気が凄いからな。噂を信じて、山本の味方をするやつも大勢いるだろうけど──』




　会話は、そこで終わった。

「今のはね、演劇部にちょっと前まで所属していた本間って先輩から聞いた話を、こっそり録音していたものだよ。どう？　これで信じる気になった？」

「…………」

　何も言えない。そんな表情をしていた。

「七海、いつの間に本間先輩と……」

「優介もさっき聞いていたから知ってると思うけど、ちょっと前から朱莉ちゃんと私は協力関係を結んでたの。と言っても、互いの知っている情報を共有する、その程度だけどね」

　やけにここ最近朱莉と七海が一緒にいるなとは思っていたけど、そういうことだったんだ。

「元々、夏休みが始まった頃から朱莉ちゃんに関する噂が流れていたのは知ってたんだ。知り合いからも、何となく話は聞いてたしね」

　そういえば、僕に朱莉の噂のことを教えてくれたのも嘉よし樹きだったっけ。

「それで、ひょっとしたら今回の事とこの噂、何か関係があるんじゃないかって思ったの。梔子さんが初めて私たちに声を掛けてきたのも、ちょうどその頃だったし」

　夏休み頃……そういえば、梔子さんと初めて喋ったのは、朱莉の歓迎会で行った花火大会だったような。あの時にはもう既に、山本先輩が噂を流していたってことか。

「それで、色々な人から話を聞いてみてたんだけど……偶然、本間先輩から話を聞けて、それでようやく今回の出来事の真相を摑つかむことが出来たってわけ」

　……ちょっとだけ、ほんの少しだけだけど、朱莉と七海の関係が良くなったのかもしれないなと、今の七海の話を聞いていて思ってしまう自分がいた。

　結局七海の行動は、朱莉を助けるためのものだ。

　もちろん、自分にもメリットがあるからこその行動なんだろうってのは分かるけど、でも七海のお陰で、朱莉の噂が噓だということがハッキリと出来たわけで。

「とりあえず、どうする？　言ったよね、私はただ貴方あなたの誤解を解きたいだけだって。これから先は梔子さんが決める番だよ」

　そう七海が告げると、

「──だったら」

　ずっと黙ったままだった梔子さんが、重い口を開き始め。

「──だったら、私はどうすればいいんですか！　演劇部にまで入部して、お兄さんのことをずっと騙して……それで今更、私が間違ってましたなんて言えるわけないじゃないですか！　それに、その録音だって先輩たちが仕組んだ噓だって可能性も──」

「梔子さん、僕は大丈夫だから」

　思わず、言葉を遮る形にはなってしまったけど。

　それでも、今ここで梔子さんに伝えなければ、駄目だと思ったから。

「自分でも、間違ったことをしていたって気づいているんだよね。だけど、僕らに色々としちゃったから、それを認められない。認めちゃいけないって思ってるんじゃない？」

「──ッ、それは……」

「だとしたら、僕は全然気になんてしていないから。確かに僕は、梔子さんに騙されていたのかもしれないけど……けど、僕も朱莉も、梔子さんから何かされたわけじゃないからね」

　そう。確かに梔子さんが僕に近づいたのは色々な思惑があってのことだったかもしれない……だからといって、僕はこれといって被害を受けたわけじゃない。

　それに、朱莉だって同じだ。結局は未遂で終わっているわけだし、少なくとも僕は、梔子さんに対して怒りの感情だとか、そういうのは全く無い。

　むしろ。

「むしろ、そういうことならもっと早く言って欲しかったかな。それだったらもっと前から梔子さんに協力することだって出来たし、こんなにも拗こじれることも無かっただろうしね」

「……お兄さん、どうして怒らないんですか」

「え？」

「だって、ずっと騙していたんですよ。休日にお兄さんのことを誘っていたのも、お昼休みにお弁当を作っていたのも、全部全部、私が朱莉ちゃんに復ふく讐しゆうするためで……」

「……うーん、確かにそういう理由があったってのは正直複雑だけど……けど、僕は梔子さんと一緒にいて楽しかったからね」

「……楽しかった、ですか？」

「うん。一緒にオーディションの練習をしたことも、梔子さんの服を選んだことも、何だかんだで僕にとってはいい思い出だし。梔子さんは、違う？」

「私は……」

　それともう一つ。

　梔子さんが、友達のために行動していたことを知っているから。

　その子が、梔子さんにとって本当に大切な存在なんだってことを聞いていたから。

「だからね、僕が梔子さんに怒る理由なんてどこにも無いよ」

「……お兄さん、やっぱり優しいですね」

　僕の言葉を聞き、少しずつ冷静さを取り戻した様子。

　けど、優しいって……そんなつもり無いんだけどな。

「今までずっと騙していて、ゴメンなさい。お兄さんも、それから朱莉ちゃんも」

　その言葉を聞き、隣で静かに状況を見つめていた朱莉が、ため息をつきながら。

「……はぁ、やっと信じてくれた」

　と、言葉を漏らしていた。

　どうやら朱莉も随分と苦労をしていた様子。こんな朱莉を見るのは、何だか珍しい。

「お兄さんの言う通りです。最初は朱莉ちゃんからお兄さんを奪う、それだけが目的だったんですけど……でも、段々お兄さんと一緒に色々なことをしたり、演劇部で色々な活動をしていくうちに、楽しいって気持ちも生まれてきて」

「うん」

「でも、これじゃ駄目だって。静香のために今までやってきたのに、私が今の状況を楽しんじゃ意味が無いって思って、それで日曜日、ちょっとだけ強引に攻めてみようと……」

　そ、それで急にあんなことをし始めたのか。

　あまりにも唐突な出来事だったから、何かあるだろうなとは思っていたけど……。

「でも、駄目でした。お兄さんにとって私は、そういう対象じゃなかったんですよね」

「……えっと、それに関しては僕の方こそゴメン。梔子さんの思いに応えることが出来なくって」

　そう答えると、何故なぜか笑い出して。

「ふふっ、変な人ですね。お兄さん」

「変な人って……」

「だって、悪いのは全部私なのに、どうしてお兄さんが謝ってるんですか」

　言われてみれば確かにそうなんだけど……けど、別に変なことを言ってるつもりはないからなぁ。

「それから、春瀬先輩も。ありがとうございました」

「私？」

「はい。お陰でようやく心に引っかかっていたものが取れた気がします。それに、静香もこれで少しは元気を取り戻してくれるかもしれないので」

「ま、それなら良かったかなー。逆に山本先輩の本性を知って、違う意味で悲しむんじゃないかって心配もあるけど……」

「それでも、騙だまされたままよりはよっぽど良いですからね」

　とりあえず、問題が全て解決したわけじゃないけど。

　それでも、梔子さんと静香さんが前に進めるのであれば、それで十分だ。




「それで、今後のことなんだけど……」

　ひとまず、次にどうするかという話へと移った。

「とりあえず、クラスのみんなには朱莉ちゃんの噂うわさが真っ赤な噓うそだったって教えてあげようと思います。信じてもらえるかは分からないですけど、それでも黙ったままって訳にはいかないですから」

「うん、そうしてくれると僕も嬉うれしいかな。朱莉は……」

「……私は、別にどっちでもいいけどね。クラスのみんなにどう思われても、全く気にしないから」

　強がりなんかじゃなくて、本気で言ってるところが悲しいような。

「あ、それね。本間先輩曰いわく、そろそろ山本先輩に関する噓が全部バレるんじゃないかって話も出てるらしいよ。今回の一件もそうだけど、元々山本先輩から被害を受けてた人たちが、少しずつ結託し始めてるって話」

「七海、そんなことまで聞いてたんだ」

「もちろん。だから、遅かれ早かれいつかはこうなっていたとは思うよ。多分梔子さんがクラスの子に言えば、誤解は解けるはず」

　それなら、ひとまずは安心かな。

　本人はあんな風に言ってるけど、やっぱり朱莉が悪く言われてるってのは気分のいいものじゃないし……とりあえず、一日も早く元通りになってくれることを祈るばかり。

　そんなことを考えていると、

「……あと、私は演劇部を辞めようと思います」

「え？」

「当然ですよ。こんなにも迷惑を掛けて、そのままってわけにはいかないですから」

　確かに、梔子さんがそう考えるのも分かる。

　けど──。

「でも、さっき梔子さん言ってたよね。演劇部で色々な活動をしていくうちに、楽しいって気持ちも生まれてきたって」

「それは、そうですけど……」

「だったらさ、別に辞める必要なんて無いんじゃないかな。僕らは別に、梔子さんに辞めて欲しいだなんて思ってないよ。むしろ、今ここで辞められる方が悲しいかな」

「お兄さん……」

「それに、まだオーディションが終わってないでしょ？」

　僕の言葉に、七海も続く。

「私は別にどっちでも良いけど、梔子さんが演劇部を楽しいって思ってるなら、続ければいいんじゃない？　朱莉ちゃんは、どう思う？」

「私は……別に、どっちでも良いです。けど、お兄ちゃんが残って欲しいって言うなら、反対するのも嫌なので……」

　何とも複雑そうな顔をしている朱莉。

　本音がどこにあるのか、何となく気づいてはいるけど……ごめん朱莉、ここは我慢してくれると嬉しい。

「あくまで演劇部に入部したのは友達のためで、部活自体には全く興味が無いってことなら無理強いはしないよ。けど、少しでも楽しいって気持ちがあるんだったら……僕は、続けて欲しいなって思う」

　きっかけはどうであれ、梔子さんがもし続けたいって気持ちを持っているのであれば。

「……お兄さんも、それから朱莉ちゃんも、春瀬先輩も。何だか凄すごいですよね」

　僕ら三人を見ながら、梔子さんは言葉を続けていく。

「こんなにも迷惑掛けて、怒るどころか逆に引き止められるんですから。ほんと、不思議な感覚です」

　……まあ梔子さんには言えないけど、僕らも色々と経験してきているからね。

「ありがとうございます。私、理由はあんなだったけど……演劇部での活動、結構楽しいなって思ってて。出来れば続けたい、オーディションも頑張ってみたいなって思ってました」

「そっか。それなら良かった」

「だから、お兄さんたちが許してくれるんだったら……これからも、お世話になってもいいですか？」

「うん、こちらこそよろしく。色々と大変なこともあるとは思うけど、一緒に頑張っていこう」

　朱莉や七海、それから嘉樹。三人が梔子さんのことをどう迎え入れてくれるのかは分からないけど、少しずつ慣れていって、いつかみんなで一つの舞台を作り上げることが出来たらいいな。

　……なんて、そんなことを考えていると。

「それに、私の中でもう一つ、演劇部を続けたい理由が出来ちゃったみたいです」

　少しだけしんみりとした空気が続き、このまま解散になるかなと思っていたんだけど……どうにもまだ、梔子さんは喋しやべりたいことがある様子で。

　理由……楽しかったこと以外に、一体何が──。

「朱莉ちゃん、それから春瀬先輩。私、こう見えて結構負けず嫌いなんですよ。だから……」

　すると、急に僕の腕をギュッと摑つかみ。

「オーディションも、それから〝優介先輩〟のことも、負けませんから」

　……え？

　ええええええええ!?

「ねえ梔子さん、何してるのかな？」

「何って……そういうことですよ、春瀬先輩。私が演劇部での活動を楽しいなって思えたのは、優介先輩のお陰ですから」

　ちょっと待って!?

　僕はてっきり、演劇の楽しさに気づいてくれたんだと思ってたんだけど……!?

「あ、お兄さん。私、お兄ちゃんが欲しかったって最初に言ったじゃないですか。あれ、訂正させてください」

「て、訂正？」

「だって、妹だったら朱莉ちゃんと被かぶっちゃうじゃないですか。だから呼び方も変えて、これからは後輩キャラとして、お兄さんによろしく出来たらなって！」

　な、何を言っているのかよく分からない上に、腕から伝わる二つの柔らかい感触だとか、女の子特有の甘い香りが鼻び腔こうをくすぐってきて……ってそうじゃなくて！

「あの、梔子さん……」

「楓かえで」

「え？」

「先輩も、私のことを『楓』って呼んでください。私も〝優介先輩〟って呼ばせてもらうので！　そもそも私の方が年下なのに、梔子さんなんて呼び方変じゃないですか？」

「えっと……話の展開が急すぎて付いていけてないというか……。それに、流石さすがにそんな急に呼び捨てなんて……」

「私が気になるので駄目です！　それに、優介先輩には楓って呼んで欲しいんです。朱莉ちゃんのことも春瀬先輩のことも、二人とも呼び捨てにしてるじゃないですか！」

「いや、それは……」

「とにかく楓って呼んでくれないと返事しませんから！」

　頑かたくなにそう言い張り、とにかく下の名前で呼ばせようとしてくる後輩。

「……今の展開から、こうなることは何となく予想できてたけど」

　と、ここまで黙ったままだった朱莉が言葉を発し始める。

「とりあえず〝私の〟お兄ちゃんから離れて。それに……名前」

「えー、別に朱莉ちゃんのってわけじゃないでしょ？　話を聞いてる感じだと、まだまだ朱莉ちゃんの片思いみたいだし」

「ぐっ……」

「それに、春瀬先輩も同じなんですよね。まだ優介先輩とはくっ付いていないって」

「……それは、そうだけど」

「私、優介先輩と一緒にいて思ったんです。出来ればこれからもずっと、先輩と一緒にいたいなって。そう思わせてくれるくらい優しくて、それに……まあ、これは今はいいかな」

　そして、梔子さんは最後に。

「私は妹としてじゃなくて、後輩として一緒にいたいなと思います。それに、今までと一緒じゃ朱莉ちゃんたちに勝つことなんて出来ないですからね。優介先輩も、覚悟しておいてください！」

　勝つとか負けるとか、まさかとは思うけど……。

「とりあえず優介先輩。相談したいことがあるので、また付き合ってもらってもいいですか？」




　　　　＊




『九月十四日、月曜日。

　今日は、本当に大変な一日だった。

　いや、今日はというよりも……今後しばらくは、こんな毎日が続くのかも。




　気持ちとしては、全くと言っていいほど穏やかじゃない。

　この際、梔子さんが色々と計画を企てていたとか、そういうことは抜きにする。お兄ちゃんに迷惑を掛けていたら許さなかったけど、今回に関しては結局何事も無かったわけだし……それに、お兄ちゃんにああ言われたら、これ以上は私にはどうすることも出来ないから。

　それよりも、問題なのはその後だ。




　まさかあの子が、お兄ちゃんのことを好きになるなんて。




　もちろん、お兄ちゃんは凄く魅力的で、そりゃ私や春瀬さん以外にも好きになる人が現れてもおかしくはないと思うけど……だからといって、それを良しとするわけじゃない。

　とにかく今は、明日のオーディションに絶対勝って、お兄ちゃんの恋人役を射止める。それだけだ。

　梔子さんは「ずっとお兄ちゃんと一緒にいたい」なんてことを言っていたけど……それは、私の台詞せりふ。

　待ってて、お兄ちゃん。

　二人には、絶対に負けないから。

　オーディションも、それから……』







[image: 第五章　その後、オーディションにて]







　騒動、と呼べるほどのものではないが、ひとまず梔子くちなしさん絡みのひと悶もん着ちやくが無事収まり、ついに今日はオーディションの日。

　あれから結局七なな海みや朱あか莉りには、梔子さんと今までどんなことをしていたのかなんてことを根掘り葉掘り聞かれ続けて……納得してくれたのかは分からないけど、とりあえず二人が落ち着いてくれるまで随分と時間が掛かった。

　どうやら朱莉は、事前に梔子さんからちょっとだけ話を聞いていたみたいだけど……とにかく、僕と彼女の間に何もなかった、それは分かってくれたはず。

「──あ、お兄ちゃん」

　顔を洗い、登校の準備を済ませリビングへと向かうと、先に朱莉が食卓に座って待っていた。

「おはよう、朱莉」

「うん、おはよう」

　……こうして朱莉と話をする度に思うんだけど、僕に対するこの態度を、周りの人にも出来たら良いんだけどなぁ。

　どうも朱莉は、僕以外の人と喋るとなるとワントーン下がった口調になるんだよね。

　そりゃ、朱莉本人のことだし兄の僕が口出しするのも違うような気はするけど……でもやっぱり、お兄ちゃんは妹のことが心配です。

「どう、梔子さんとはこれから仲良くやれそう？」

　そんな心配と併せて、やはり気になるのは梔子さんとの関係。

　クラスメイト、そして同じ部活ということもあり、必然的に顔を合わせる機会が多くなるはず。となると、今後少しは二人の仲も改善されていくんじゃないか、という淡い淡い期待を持って話題を振ってみたんだけど。

「……梔子さんとは、仲良くするつもり無いから」

　あ、はい。

　これは期待するだけ無駄そうですね。

　ちなみに梔子さんにもメッセージで聞いてみたりしたけど。

『朱莉ちゃんはライバルなので、仲良くするのは難しいですねー。あ、優ゆう介すけ先輩が私の気持ちに応えてくれるって言うなら、考えてもいいですけど！』

　なんて返信が返ってくるほどである。

　……うん、この二人は、このままでも良いのかもしれないな。というか、もう僕にはどうすることも出来なそうだ。

「そ、そっか。まあそれは朱莉の自由だし、無理にとは言わないからね」

　そう言いながら、椅子を引いて席へと座る。

　今日の朝食は……何だかやけに豪華な気がするけど、どうしたんだろう。

「朱莉、今日って何かあったっけ？」

「どうして？」

「だって、やけに朝食の種類が多いというか……母さん、どうしたんだろう」

　誕生日の朝ですら、こんなにも用意されることなんてないのに、どういう風の吹き回し──。

「今日の朝御飯は、私が作ったから」

「え？　朱莉が？」

「うん、そうだよ」

　珍しいな。朝食は母さんの担当で、朱莉が作るとしたら基本的に晩御飯中心のはずなんだけど。

「だって、お兄ちゃんにお弁当を作ってあげたかったから。ほら、前に二学期からお弁当を作るって話したし……」

「ああ、そういえば」

　前に朱莉と一緒に海かい中ちゆう公こう園えんに行った時、お弁当を食べながらそんな話をしたっけ。

「本当はずっと前から作ってあげたかったんだけど……お兄ちゃん、お昼はいつも食堂で食べてるから、迷惑かなって」

　……なんと、朱莉が気を使ってくれていたのか。約束をしたことをすっかり忘れていて申し訳ないことをしてしまったな。僕の方からお願いするべきだったか。

「……けど」

「ん？」

「お兄ちゃん、梔子さんからお弁当貰もらってたみたいだね。私は我慢してたのに、梔子さんは……」

　そ、それを言われるとちょっと苦しいというか。

「……まあ、過ぎたことを言っても仕方ないし。今日から私のお弁当を食べてくれれば、それでいいよ」

「あ、ありがとう、朱莉。美味おいしくいただくよ。それに、朝御飯もね」

　確か今日も梔子さんがお弁当を用意してくれる、みたいな話だったような気がするけど……とりあえずそのことは一旦置いておいて、朱莉の作ってくれたご飯に集中しよう。

　お昼、食べきれるかなぁ……。




「優介先輩、おはようございます！　……それと、朱莉ちゃんも」

　何だかんだで朱莉と一緒に登校していると、後ろからタッタと駆け寄る音が聞こえ、振り向くとそこには梔子さんの姿があった。

　相変わらずというか、すっかり以前の梔子さんに戻ったみたいで良かった。

「おはよう、梔子さん」

　常に笑顔で、まるでこっちまで元気をもらえるような……って、そんなこと考えてたら急に膨れっ面になったけど、どうしたんだろうか。

「えっと、梔子さん？」

「……優介先輩、忘れてませんか？」

「忘れてる？」

　な、何か頼まれてたっけ？

「もう！　楓かえでって呼んでくださいって、この間言ったばかりじゃないですか！」

「あ、ああ……」

　そういえば、この間から下の名前で呼ぶことになってたっけ……。

　朱莉や七海以外の女の子を呼び捨てにするなんて滅めつ多たに無い、というか今まで一度も無かったからどうにも慣れないというか……すっかり忘れていた。

「はい、じゃあもう一回お願いします」

「……はぁ。えっと、かえ──」

「梔子さん、おはよう」

　観念し、梔子さんの名前を呼ぼうとすると、間を割って入ってくるように、朱莉が挨拶を返した。

「あれ、朱莉ちゃん。返事してくれないから気にしなくていいのかと思ってた」

　バチバチと、まるで火花を散らすように視線を交わす二人。

　ちょっと前まで、この二人が仲良くしてくれれば……なんて思っていた自分に言ってやりたい。これは無理だ。

「それより、お兄ちゃん困ってるみたいだけど」

「困ってる？　何が？」

「無理やり名前で呼ばせようとしてること。言わなくても分かるでしょ」

「えー。優介先輩、困ってます？」

「困ってると言えば困ってる……かな。朱莉や七海はともかく、梔子さんをいきなり下の名前で、それも呼び捨てにするのは……」

　二人は昔からの付き合いだし、朱莉に至っては兄きよう妹だいだ。

　そんな二人のことを下の名前で呼ぶのは当たり前だけど、梔子さんは出会ってまだ一ヶ月くらいだしなぁ。

「んー、優介先輩を困らせるのは良くないですね」

　少し考えた後。

「じゃあ、しばらくは苗みよう字じで呼んでもいいですよ。そっちの方が呼びやすいんだったら仕方ないですね」

「本当に？　それは僕としても非常に助かるというか──」

「まあ、楓って呼んでもらうのは、優介先輩と〝そういう関係〟になれた時のお楽しみにしておきます」

　ピシッ──。

　梔子さんの言葉に、隣にいた朱莉の空気が一変した。

　まるで冷気を放っているような、そんな雰囲気を醸し出している。それも、ここ最近よく見る朱莉の不機嫌オーラの中でも、間違いなくトップクラス級の。

「それじゃ、私は先に向かいますね。準備したいこともありますし！」

　そう言うと、梔子さんは大きな爆弾だけ残し。

「あ、朱莉ちゃん。今日のオーディション、負けないから。お兄さんの恋人になるのは、私だよ」

　その場を去っていくのであった。




　……『恋人』じゃなくて、『恋人役』だからね！　そこ、重要だから！

「……ちっ」

　あと朱莉も、梔子さんの言うことを真に受けなくていいから！

　だからそんなに怖い顔しないで!!




　　　　◇




「よーし、それじゃオーディション始めるか」

　授業が終わり、部室へと足を運ぶと、既に全員が準備を終えている様子だった。

　朱莉、七海、それに梔子さん。全員が台本を手に取り、最終チェックを行っていたみたい。

　僕も一応、昼休みにお弁当を二つ食べた後、台本のチェックはしたけど……流石さすがに少しばかり緊張するな。オーディションを受ける側ではないとはいえ、しっかり頑張らないと。

「まずは誰から行くか、だけど……とりあえず俺は、春はる瀬せで良いんじゃないかと思う」

「私？　別にそれは良いけど」

「ほら、春瀬は言っても二年生だしな。他の二人は、多少ハンデがあるだろうしってことで」

　ということで、まずは七海からスタートという形に。

　七海と一緒に演劇か……そういえば一年生の時、最初だけ一緒に舞台に上がったことがあったっけ。

　結局僕も七海も裏方に徹することにしたから、それっきりだったけど……なんだろう、ちょっとだけ昔を思い出すな。

「えーっと、春瀬のシーンはここだな」

　今回、それぞれが選んだ台本の中のワンシーンを演じるという形のオーディションになっている。

　まずは七海が選んだシーンだけど……えっと確か。

「ラストのところね。主人公の心がもう一人のヒロインに傾きそうになっている場面で、私が演じるヒロインの子が勇気を出して告白をするシーン。この告白の結果、傾いていた主人公の気持ちが、最終的にはこの子へと……っていう感じね」

　ちょうど物語の山場。恐らくこの台本の中で一番大切なシーンであり、一番難しいシーンなんじゃないかと思ったところだ。

「じゃあ、早速やってもらうか。一応俺も審査はするけど、最終的に決めるのは優介、お前だからな」

「……え？」

「あれ、言ってなかったか？　演じるのは優介なんだから、自分がコイツと一緒に舞台をやりたいと思った相手を選んでくれ。まあ、もう一人のヒロイン役は残った二人のうちで俺が決めるからさ」

　待って嘉よし樹き、それは本当に聞いていないから！

　僕が決める。その言葉を聞いて、急に三人の目つきが変わったような気が。

　ど、どうしよう。純粋に実力で決めるのは当然だけど、僕が選ぶってことでややこしいことにならないと良いんだけど……。

「優介、よろしくね」

「あ、うん。僕も頑張るけど……」

　得も言われぬプレッシャーを感じる。

　これは僕も覚悟して挑まないと……。

「よし、じゃあ準備はいいな。──スタート！」




「……私ね、ずっと悟さとるのことが好きだったの」

「沙さ織おり……」

　悟──この物語の主人公であり、メインヒロインである沙織とはいとこ同士という間柄。

　小さい頃から仲の良かった二人だが、中学生になったのを境に段々と心の距離が生まれ、その後疎遠となってしまう。お互いに好きだという感情を持ってはいたが、いとこ同士ということでそれを口にすることが出来ず、そのまま別々の高校へと入学してしまい……というのが物語の始まり。

　その後、結局は悟への思いを忘れることが出来ず、いとこ同士でありながらも沙織は自分の思いを告げ、無事結ばれるというシーンだ。

「ずっと、この気持ちは伝えないでおこうと思ってた。だって、言ってしまったら今までの関係には戻れなくなっちゃうから……」







「──じゃあ、次は梔子の番だな。選んだシーンの順番的にも、その方がいいだろう」

「あ、はーい。分かりました」

　気づけば七海のシーンも終わり、梔子さんが準備を始める。

　オーディションだし、感想なんかは終わってからまとめてって形になるんだけど……あまりにも熱が入っていたせいか、七海の告白演技には思わず心を揺さぶられてしまった自分がいたな。

　もちろん演技だというのは分かっている。分かってはいるんだけど……まるで本当に七海から告白を受けているような気持ちになってしまって、まだ心臓がバクバク言っている。

　七海の気持ちも知っているし、そのせいってのもあるのかな……。

　なんて、水分補給をしている七海の姿を見ながら色々と考えを巡らせていると。

「梔子のシーンだけど、本当にここでよかったのか？」

「はいっ！　このシーンが、一番自分を出せると思ったので！」

　嘉樹と梔子さんが、そんなやり取りを交わしていた。

　そういえば、前も僕が尋ねたことがあったっけ。嘉樹もやっぱり気になったみたいだ。

「まあ、本人がそれで良いって言うなら俺は構わないけど……じゃあ、準備してもらおうか」

「了解です！　ほら、優介先輩も早く！」

「あ、うん」

　台本をパラパラと捲めくり、梔子さんの選んだシーンのページを開く。

「よーし、じゃあスタート！」




「悟、ほら早く！」

　そう言いながら、沙織を演じる梔子さんが、僕の手を引っ張る。

　彼女が選んだシーンは、告白が上手うまくいった後、二人でデートをするというシーンであった。

　七海が告白場面、という大事なシーンを選んだのに対し、梔子さんのチョイスは何気ない日常のワンシーン。

　嘉樹が思わず確認を取っていた理由は、そういうことだった。

「沙織、走ると危ないぞ」

「だって、悟とこうして恋人同士になれて、一緒にお出かけ出来るなんて思いもしなかったから……嬉うれしくって、ついはしゃいじゃった」

　練習の時から思っていたけど、やっぱり梔子さん演技上手だな。

　まるで本当にデートをしているような錯覚に陥ってしまう。それくらい、素人とは思えない器用さを見せ付けていた。

　後は、この沙織ってヒロインの子がどこか梔子さんと似ているからっていうのもあるかもしれない。

　明るく、表情も豊かで、一緒にいると元気になれるような女の子。

　実際、前に梔子さんと一緒に遊んだ時も凄すごく楽しかったし、今までに経験したことの無い新鮮さも味わうことが出来たのを覚えている。

　もし……僕と梔子さんが、悟と沙織のような関係になったら。多分この主人公みたいな気持ちになるのかもしれない。




　　　　◇




「よし、オッケー！　うんうん、梔子もバッチリ練習してきたみたいだな」

　嘉樹の合図とともに、僕ら二人のスイッチがふっと切れたのを感じる。

　気づいたらすっかり役に入り込んでいたな……梔子さんも、かなり熱が入ってたみたいだし。

「どうでしたか、優介先輩。練習の成果出せてましたかね？」

「そうだね、練習の時よりも凄くよかったと思うよ。僕も思わず──」

「思わず？」

「あ、いや。何でもない」

　危ない。思わず『梔子さんと付き合ったらこんな風になるのかなって考えちゃったよ』なんてことを言うところだった。

「さてと、それじゃ最後だな。朱莉ちゃんの方は準備できてるか？」

「……はい、大丈夫です」

　そして、ついにラスト。

　朱莉が選んだシーンは、物語のクライマックス。

　いとこ同士の恋愛だった二人は、自分たちの関係を周りには秘密にしていた。しかし、主人公のことを好きだったもう一人のヒロインによって二人の関係が周囲の人間に知られてしまい、沙織は主人公へ別れを告げようとする。

　そんな沙織に対して、悟は……という内容だ。

　まさに、この物語で一番大切な場面だ。

「それじゃ、二人とも準備できたみたいだし、行くぞ。──スタート」




「……悟、ごめんね。私のせいで」

　沙織になりきり、役を演じる朱莉。

　いつもは天てん真しん爛らん漫まんな性格の沙織だが、このシーンではその姿は見る影も無い。ある意味、普段の朱莉と近しいものを感じる。

　それにしても、朱莉も中々演技が上手いな。

　七海は一年生の時に見ていたし、梔子さんも練習に付き合っていたからある程度実力は知っていたんだけど……まさか朱莉もここまで出来るとは。

　──おっと、次は僕の台詞せりふだ。

「違う沙織、お前のせいじゃない。悪いのは全部、俺たちのことを認めてくれない周りの人間だ」

「けど、やっぱりいとこ同士の恋愛なんて……駄目だったんだよ」

　確か、日本の法律ではいとこ同士の結婚は認められていたはずだけど……きっと、周りからは認めてもらえないんだろうな。

　そういえば、前も朱莉が似たようなことで悩んでいたっけ。

　いとこと兄きよう妹だいじゃ全然違うかもしれないけど、悩みの本質は同じだと思う。

　結ばれることが普通じゃない関係。そういう意味では、この悟と沙織ってキャラクターは、どこか僕たちと似ているのかもしれないな。

　……って、それだとまるで、僕が朱莉のことを好きみたいになってしまうけど。

「──だから」

　その時、急に不思議な感覚に陥った。

　今、僕が演じているのは劇中の主人公、悟。朱莉が演じているのは、ヒロインの沙織。

　そのはずなんだけど……。

「それでも沙織のことが、好きだ」

　何故なぜか、必要以上に意識をしてしまうというか、よく分からない緊張に襲われてて。

　……少し、感情移入し過ぎたのかな。今までの二人もかなりレベルが高かったし、そのせいもあるのかも。







「よし、お疲れ様。とりあえずこれで全員終わったな」

　朱莉の演技が終わり、これでオーディションは一段落。

　……というのは、演じた側の三人の話で。ここからは、僕が頑張らなくてはならない番。

「んじゃ、優介に誰がメインヒロインに一番相応ふさわしかったかってのを決めてもらおう」

　嘉樹の言葉を聞き、オーディションを終えた三人の目が光る。

　そんな一斉に僕の方を見なくても！　逆にそれ決めにくいからね！

「──といっても、すぐに決めろって言われても難しいだろうしな」

「……ありがとう。とりあえず、飲み物を買ってくるからちょっとだけ待ってて。結果はそれから伝えるよ」

　気を使ってくれたのか、嘉樹が少しだけ猶予をくれたので、一旦冷静に考えるためにも教室を出て一人になることにした。

　流石さすがに終わってすぐ決めるのは難しい……というより、全員同じくらいの実力を見せてくれたっていうのもあって、誰にするかというのを今の段階で決めきれていないのが本音だ。

　しかし、沙織役を演じるのは一人だけ。

　誰か一人を僕が選ばなくてはいけない。これは絶対だ。




　七海の演技は、まるで本当に告白を受けているような気持ちになってしまう、そのくらい熱のこもった演技で、思わず心臓がドキドキしてしまった。

　梔子さんの演技は、以前一緒に遊びに行った時に感じた、『楽しい』という気持ちを思い出させてくれる、そんな器用さを見せてくれた。

　そして朱莉は……まるで僕たちが、本当に悟と沙織になって喋しやべっているような、そんな感覚に陥るほどの雰囲気を感じさせてくれた。

　そんな三人の中で、一人を選ぶとするならば。




「──よし」

　扉の前で、一呼吸置く。

　迷いは無い。後は自分の決めた答えを、しっかりと三人に告げるだけ。

「お待たせ。それじゃオーディションの結果だけど……」
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「あーあ、結局こうなるんですよねー」

　舞台に上がるなり、やけになったような口調で言葉を飛ばす後輩の女の子。

　……梔子くちなしさん、未いまだに納得していないみたいだな。

「まぁ、優ゆう介すけが決めたことだ。梔子もそろそろ認めることだな」

「それは分かってますけど……やっぱり悔しいものは悔しいんです！」

　こう見えて負けず嫌いなんです、なんて以前言ってたっけ。

　今、彼女のそんな性格が前面に出ているのが嫌というほど伝わってくる。どの程度の負けず嫌いなのかってのを聞いていなかったけど、これは収まるまでにはまだ少し時間が掛かりそうだ。

「ねえ、春はる瀬せ先輩もそう思いませんか？」

「え、私？」

　話題は、ステージの裏で音響のチェックをしていた七なな海みへと移った。

「そうですよ！　お互い〝オーディションに負けたもの同士〟慰め合います？」

「ま、桜さくら井いも言う通り今回は優介が決めたことだから仕方ないかなって。もちろん納得はしてないけどね。……あと、それは遠慮しておこうかな」

「ふーん……意外と大人なんですね。もっと駄だ々だこねるのかと思ってましたけど」

「言ったでしょ、納得はしてないって。ただ、退ひくべきところは退く。そういうこと」

　……どうやら七海は、納得こそしていないものの、今回の結果を受け入れてくれる気ではいるみたいだ。

　結局、今回のオーディションでは朱あか莉りをヒロイン役に選ぶことにした。

　最後まで凄く迷ったけど……でも、僕が一番ヒロインにピッタリだと思ったのは、最終的に朱莉だったから。

　最後のシーン。きっと、この劇で一番大切な箇所を選び、それを完璧な演技でやり遂げたという部分が、一番大きかったのかもしれない。もちろん、他の二人も凄く良かったんだけど……うん、この選択で間違いは無いはずだ。




「お、朱莉ちゃんの準備も終わったかな？」

　二人の会話を聞きながらそんなことを考えていると、ステージ袖で準備をしていた朱莉が静かにステージ中央まで歩いてきた。

「朱莉、準備は大丈夫？」

「うん。お兄ちゃんに選んでもらったから、頑張るよ」

　……それは間違いない事実なんだけど、もう少しオブラートに包んだ言い方は出来なかったんだろうか。

　ほら、もう一人のヒロイン役を演じる梔子さんが、物もの凄すごい表情でこっちを睨にらんでるから！

「朱莉ちゃん、怖くなったらいつでも言ってね。沙さ織おり役を交代する準備は出来てるからね」

「……その必要は全く無いから。大人しくお兄ちゃんに振られる女の役を頑張って」

　お兄ちゃんにじゃないよ、主人公の悟さとるにだからね。

「……」

「……」

　ステージ上で、火花を散らすようににらみ合う二人。

　……ああ、演劇はまだ始まっていないのに、どうしてこんなにも緊張しているんだろうか。

　ステージの裏を見たら、七海まで意味ありげな表情でこっちを見ているし。

「はいはい、喧けん嘩かはその辺りにして始めようか。それじゃ、よーいスタート！」




　──沙織役に、朱莉を選んだのは良いんだけど。




「悟──だから」

「うん、僕も──だよ」

　また、今日もだ。

「それでも沙織のことが、好きだ」

　……告白シーンで、少しだけ心に動揺が生まれるのは、どうしてなんだろう。
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『──計画は順調に進んでいる。




　家でも、部活動でも、いつも私はお兄ちゃんの隣。

　お兄ちゃんは気づいていないかもしれないけど、一日の半分以上、私たちは一緒にいるんだよ？

　それに、ヒロイン役に私を選んでくれたのもそう。

　これで、みんなの前で堂々とお兄ちゃんのことを好きだって言葉に出来る。もちろん、お芝居の中の話だけど……でも、これも新しい計画の第一歩としては、これ以上ない出来事に違いない。

　そうして少しずつ、お兄ちゃんの日常に私という存在を浸透させて、それから──。




　──私たちは、これからもずっと一緒だよ』







　あとがき




　どうもミヤです。

『妹いもうとがブラコンであることを兄あにだけは知しっている。』二巻を読んでくださった読者の皆さん、ありがとうございます！

「朱あか莉りが随分とマイルドになったな」

「七なな海みが目立った活躍していないな」

「梔子くちなしさんって誰？」

　そんなことを思いながら読んでくださった方、多いと思います。

　ついには、スニーカー文庫の公式ツイッターに「ちょっとヤンデレ（？）なラブコメディ」とはてなマークを付けられる始末。いや、確かにヤンデレっぽい要素はかなり薄くなったので、そう疑問に思うのも当然だとは思いますが。

　はてさて、そんな二巻は新キャラクターの梔子楓かえでを中心に、一巻とはまた違った修羅場を演出させていただきました。また、一巻では謎だった優ゆう介すけたちの部活動に関しても、二巻ではガッツリ触れています。

　なぜ演劇部というチョイスをしたのかと言うと、いもブラのヒロインたちは皆、どこか『キャラクターを演じている』一面があるので、それを上手うまく活いかせる部活は……と考えた結果、演劇部という答えにたどり着いたわけです。決して、僕が高校時代に演劇部に所属していたこととは関係ありません。本当ですよ？




　ではここからは謝辞に移ります。

　まずは担当のＫ様。原稿締め切りに関してかなり無理を言ってしまったにもかかわらず、最後まで面倒を見てくださって本当にありがとうございました。また、ご迷惑をおかけし申し訳ございませんでした。

　続いて、一巻に引き続きイラストを担当してくださった葉は乃のはるか先生。二巻も素敵なイラストの数々、本当にありがとうございました。朱莉、七海、楓の三人が描かれた挿絵が三者三様といった感じで、本当にお気に入りです。

　そして、本作に携わってくださった全ての方々にもお礼を。

　こうして二巻を無事世に送り出せたのは、皆様のお力あってのことです。本当に、ありがとうございました。




　最後に、読者の皆様へ。

「これからも、いもブラですよ！　いもブラ！」





ミヤ　









電子書籍特典　書き下ろし短編

『キスとその後』







「お兄ちゃんと……キスしちゃった」

　今でも唇に残っている、お兄ちゃんの感触。温もり。

　自分でも信じられないくらい大胆な行動に出てしまった。今までの私じゃ考えられないくらい、思い切ったこと。

　春瀬さんとキスしたって聞いて、気が付いたら私も唇を重ねてしまっていた。

　負けたくない、お兄ちゃんは渡さない。そんな気持ちと、ずっと距離を取り続けて、お兄ちゃんに嫌われるような態度をとっていたことの反動もあったんだと思う。

　お兄ちゃんが私のことを許してくれて、普通じゃなくても良いって言ってくれて……今まで我慢していたことが、全部溢れちゃって。

　それで、気が付いたら。

「……お兄ちゃん、どう思ったかな」

　ただ心配なのは、これでお兄ちゃんに嫌われたりしないかってこと。

　これからはもう、お兄ちゃんに嫌われる必要も無い。むしろ、今後はお兄ちゃんに私のことを好きになってもらわないといけないのに。

　とりあえず、お兄ちゃんにちゃんと伝えなきゃ。




　　　　◇




「……あ、お兄ちゃん」

　階段を降り、リビングのドアを開けると、朝食を取っているお兄ちゃんと出くわした。

　昨日の一件以来、初めての顔合わせ。

「お、おはよう。朱莉」

　……やっぱり、どことなくぎこちなさを感じる。

　この感じだと、嫌われたってことは無いと思う。けど、やっぱり昨日のことを意識しているのはすぐに分かった。

「「……」」

　正面に座り、お母さんが用意してくれた目玉焼きを口に運ぶ。

　その間、お互いに言いたいことはあるけど、何を喋ったら良いのか分からない……という空気がリビングを包み、無言が続いていた。

　……うん。このままじゃ駄目だよね。

　私の方から、伝えなきゃ。

「あのね、お兄ちゃん」

　せっかくお兄ちゃんとまたこうして話ができるようになったのに、このままなんて嫌だから。

「昨日のことなんだけど……」

「う、うん」

「できれば、気にせずに過ごしてほしいなって」

「気にせずにって……いや、それは」

　私からのお願いに、言いよどむ様子を見せる。

　けど、それでも。

「私の気持ちを知って、それでも許してくれた。そのことが嬉しくて、つい我慢ができなくなっちゃったの。だって、ずっと我慢してたから」

「……うん、それは何となくだけど気づいてたよ」

「でも、後悔もしてる。今回のことで、またお兄ちゃんと距離ができたらどうしようって……」

「……朱莉、そんなことを」

「忘れて欲しいとは言わないけど、昨日のことがきっかけでまたギクシャクするのは嫌だから。だからお願い、お兄ちゃん」

　お兄ちゃんとキスができて、嬉しいって気持ちは間違いじゃない。

　でも、そのせいでお兄ちゃんと距離ができちゃったら……そんなの、絶対に嫌だから。

「……ごめん、朱莉」

「え？」

　私の言葉を聞いて、何故かお兄ちゃんは謝罪の言葉を口にした。

「何で、お兄ちゃんが謝るの？」

「だって朱莉、僕の態度のせいで悩んでたんだよね。気づけなくてごめん」

　……やっぱりお兄ちゃんは変わらないな。

「朱莉の言う通り、多分忘れるってことはできないと思う。でも、これからはなるべく普段通りに出来るよう頑張ってみるよ。……って、朱莉との普段通りの会話がどんなのか、あんまり良く分かって無いけどね」

　いつも、どんな時も相手のことを第一に考えて。

　今だって、本当なら謝らなきゃいけないのは私のはずなのに。

「僕もさ、朱莉とまた距離が出来るのは嫌なんだ。せっかく仲直りできたのに、また振り出しに戻っちゃったら意味無いからね」

「お兄ちゃん、そんな風に思ってくれてたんだ……」

「そりゃ、もちろん。元々は朱莉の計画を止めるために行動してたけど、最後はまた朱莉と昔みたいに仲良くしたいって気持ちのほうが強かったからさ」

「……ありがとう、お兄ちゃん」

「僕の方こそ、朱莉がそう言ってくれてよかった。実は僕も、これからどうすれば良いんだろうって悩んでたからさ」

　そうだったんだ。お兄ちゃんも、私と同じ。

　……だったら。

「──あのさ、お兄ちゃん」

「ん？」

「私、お兄ちゃんたちの部活に入部したいんだけど」




　こうして、私はお兄ちゃんと同じ演劇部に入部することになった。

　本当は、自分には演劇なんて向いてないと思ってたし、そんなつもりなんて無かった。

　けど、お兄ちゃんの言葉を聞いて、ようやく自分がこれからどうするべきかって道が見つかった気がして。

「これからは、ずっとお兄ちゃんの隣にいて、それで……」

　いつか、本当の意味で私無しじゃ生きられなくなる。

　そんな日が来るように、少しずつ、お兄ちゃんの日常に私という存在を浸透させていく。

「そのためには、やっぱりこれも欠かせないよね」

　久しぶりに、お兄ちゃんの部屋に仕掛けた監視カメラに電源を入れる。

　あの一件以来、もう盗撮や盗聴は辞めるってお兄ちゃんには言っちゃったけど……ゴメンね、やっぱり無理みたい。

『──ふう。まさか朱莉が入部することになるなんてなぁ……』

　小さくお兄ちゃんに謝罪の言葉を述べながら、新しい計画を書き記すべく、真っ白なノートを開いた。
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